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彼は私を支配したい人




　五月下旬のうららかな光の差し込む室内には、食欲を誘う揚げたてコロッケの香りが立ち込めている。

　ここは『ユキヒラ食しょく品ひん株式会社』。冷凍コロッケを主力商品とする冷凍食品専門のメーカーで、私は本社の食品開発部に所属している。

　着ている服はオフィススーツではなく、ブラウスとスカートの上に白い割かっ烹ぽう着ぎ。肩までの髪は、三角巾でスッポリと覆った出で立ちだ。

　広さ八十平方メートルほどのこの部屋には、ステンレスの調理台が四つあり、壁際には大型冷蔵庫がふたつと、調味料や食品添加物が整然と並んだスチールラックが五つ。部屋の半分以上は料理教室のような空間だが、ミーティング用の大きなテーブルと、普通のオフィスにあるようなデスクも八つ、ドアに近い側に並んでいる。

　そのミーティングテーブルに、私を含めた男女八人が向かい合って座り、ただ今、新作コロッケの試食中。

「おいしいです。甘みが強いから、間違いなく子供は喜びますよ」

　そんなありきたりな感想を述べた私に対し、正面に座る製作者の先輩女子社員、泉いずみ 智とも子こさんは、考え込むように「うーん」と唸うなる。

「甘いだけなのよね……」

「コンセプトは『幼稚園児のお弁当用の冷凍コロッケ』ですよね？　甘みは大切です。私はいいと思いますけど」

　手元にある泉さんが書いた資料には、材料と配合などが細かに記されたレシピの上に、今私が口にしたコンセプトが太字で印字されていた。

　子供イコール、甘いものが好き。そう思っている私には、試作品のコロッケになんの問題も感じられない。小さくて幼稚園児のお弁当のサイズにピッタリだし、あとは形を星形やハートなどに工夫すれば、すぐに新商品として売り出せるのではないかという出来栄えに思える。

　私は入社二年目に入ったばかりの二十三歳で、この『食品開発部、冷凍コロッケ課、二班』の八人の中では一番の新米。三年先輩の泉さんが『甘いだけ』と言って悩む理由を理解できずに、他の人たちを見回した。

　私と泉さん以外は全員男性社員で、資料の隅にシャープペンシルを走らせていた四十代のベテラン、三み上かみさんが、少々肥えた顎の肉を揺らして、実に班長らしい意見を口にする。

「糖質の種類を変えたほうがいい。オリゴ糖と黒糖の二種類に。子供のお弁当を作るのは大抵お母さん。今のお母さんたちは健康志向だから。それと――」

　甘くて子供受けするコロッケでも、それを買うのは多くの場合、母親。母親に受け入れられないと購入してもらえないということで、三上さんの厳しいアドバイスは続いた。

「油も変えたいけど、コストがな……別の生産ラインを確保するほど売れる保証はないし。とにかく体にいいイメージを持たせて。緑黄色野菜の粉末を混ぜるとか、カルシウム配合とか。それと、今回は星やハート形はやめとこう。いかにも冷凍食品だからね」

「え……」と呟つぶやいてしまったのは私で、このコロッケの形を星やハートにすれば完璧だと思っていたから、先読みのダメ出しをされた気分で驚いていた。

　すると、三上さんの目が私に向いてギクリとさせられる。

『まったくこの子は仕方ないな』と言いたげな、親のような優しい溜ため息をつき、彼は補足してくれた。

「形が丸のほうがいいのは、手作りにも見えるようにと考えてのことだよ。お母さんたちの手間を省きつつ、プライドも守ってあげないとね。ソースで顔を描いたり、ソーセージで耳をつけたり、工夫もしやすいし。朱あか梨りちゃん、分かった？」

「なるほど。よーく分かりました！」

　忘れないように、今教わったことをメモしていると、「じゃ、作り直しで」と三上さんがミーティングを締めくくり、わずか十分足らずで泉さんの新作コロッケ試食会はお開きとなった。

　男性たちは全員すぐに立ち上がって各々のデスクや調理台に戻っていき、ミーティングテーブルには私と泉さんが残される。

「やっぱりダメだった」と自嘲気味に笑う泉さん。

　私はメモの手を止め、両手を握りしめると、正面に座る彼女を励まそうとした。

「このコンセプトでの試食会はまだ一回目じゃないですか。泉さんなら次は絶対、すごいの作れると思います。元気を出して頑張ってください！」

　後輩から先輩へのエール……のつもりだったのに、泉さんの眉間に皺しわが寄る。知的な眼鏡の向こうの奥二重の瞳が幅を狭め、ジロリと睨にらまれてしまった。

「なんで一番下っ端の朱梨に慰められなきゃいけないのよ。朱梨こそ頑張んな。あんたのレシピはいつも変なのばかりで、ミーティングに出すことさえできないじゃない」

「え、私はまだ勉強期間というか、二年目に入ったばかりですし……」

　痛いところを突かれて、目を泳がせていた。

　食品開発部は、冷凍コロッケ課とその他の冷凍食品課に分かれている。なぜそのような分け方をしているのかというと、うちの会社は冷凍食品業界では売上五、六位をさまよう中堅企業だが、主力商品の冷凍コロッケだけで見ると市場シェアはナンバーワンだから。

　ユキヒラ食品といえばコロッケで、冷凍コロッケといえばユキヒラ食品なのだ。

　さらに冷凍コロッケ課は数人構成の四班に分かれていて、業務内容は同じだが、班ごとにレシピ開発を競わせるような仕組みになっている。

　私が所属しているこの二班には、今年度の新入社員が入ってこなかったので、二年目の今も変わらず一番新人なのは私。それに甘えているつもりはなかったけれど……確かに泉さんに指摘された通り、私のレシピはミーティングにかけられる段階にも至らない。

『まだ勉強期間』とモゴモゴと言い訳をしたら、また叱られてしまった。

「私も、班長だって勉強中。開発部にいる限りずっと勉強でしょ。言い訳にならない。私は一年目で、レシピのひとつを商品化に結びつけたよ。朱梨だって頑張ればできるから」

「え、一年目で!?　泉さん、すごいです。尊敬します！」

　レシピを商品化に結びつけるのは、簡単にはいかない道筋だ。班から課、部署、社内会議へと、クリアしなければならない壁は徐々に分厚く高くなっていく。

　去年は私の指導役として手取り足取り仕事を教えてくれた一番身近な先輩を、今までとは違った目で見てしまう。湧き上がる尊敬の念で、まるで後光が差しているかのようだ。

　胸の前で指を組み合わせ、「格好いいです。憧れます！」と正直な気持ちを口にすると、クールな泉さんの頬が薄っすらと赤く色づく。

　珍しく照れている様子の彼女が、それをごまかすように咳せき払ばらいをひとつして、今度は叱らずに励ましてくれた。

「北きた 朱梨。まったくいい名前よね。副社長にも目をかけられてるんだから、頑張って成果を出して」

「はい。ありがとうございます！」

　いい名前だと言われた理由は、ジャガイモの品種のひとつ〝キタアカリ〟と同じ名前であるため。

　キタアカリは別名〝栗くりじゃが〟とも呼ばれ、栗のように黄みがかった、デンプン質の多いコロッケ向きの品種だ。

　子供の頃からコロッケが大好きな私としては、天職に就けた思いでいる。コロッケ好きは名前のせいではないと思うけれど、ユキヒラ食品に入社できたのは名前のおかげに間違いない。

『私の名前はキタアカリです。コロッケになりたいくらい、コロッケを愛しています。御社に採用していただけましたら、私のコロッケで日本中を、いえ、世界中を幸せにしてみせます！』

　採用試験の面接時にコロッケ愛を熱く語った私を気に入って採用の判を押してくれたのは、当時二十九歳だった人事部長、雪ゆき平ひら悠ゆう馬ま。

　社長の息子である彼は、今年度から副社長に就任していて、四カ月前からは私の……。

　ふと、遠くはない過去を回想していたら、正面に座っている泉さんの視線が、私の顔から斜め後ろに逸れた。

　つられて振り向こうとしたが、その前に左肩に大きな手がポンとのり、整った横顔が私の右頬にくっつきそうな距離で差し出された。

「朱梨の新作レシピ？　……じゃないようだね。泉さんのレシピか」

　ゾクリとするほど響きのよい、低く滑らかな声を耳元で聞いたため、昨夜の彼との情事を思い出して、私の顔は瞬時に熱くなる。

「悠馬さん……あ、すみません、副社長」

　そう、この会社の御曹司で副社長の彼は、私の恋人。交際を始めて四カ月経つが、いまだに夢だろうか？と思うときがある。

　こんなに素敵な男性が、私なんかを恋人に選んでくれたなんて……。

　身長は百八十センチを超えて、手足がスラリと長く、引きしまった細身の体たい躯くをしている。清潔に整えられたビジネス向きの黒髪に、健康的な色合いの肌。切れ長二重の瞳は涼しげで、筋の通った鼻と少々薄い唇は完璧な位置に配されていた。

　容姿端麗で御曹司で、加えて人当たりもよく、優しい彼。

　それに比べて私はというと、美人と評価されることはなく、かといって容姿をけなされたこともない。百五十三センチと少々小柄で、丸顔だということ以外特徴のない、どこにでもいそうな庶民的な女を、なぜ彼ほどの男性が選んでくれたのか。

　もしかして私は……自分で思うより、いい女なのかもしれない。最近、真面目にそう思い始めたところだ。

「副社長――」

　立ち上がって挨拶しようとしている泉さんを片手で制すと、悠馬さんは私の隣に立つ。

　ダークブルーのスーツの腕がテーブル上の資料に伸び、泉さんのレシピを一読した彼は、愛想のよい笑みを彼女に向けた。

「幼稚園児のお弁当ですか。まだまだ改善点があるようだけど、泉さんのレシピは信頼できるから期待してますよ」

「ありがとうございます。社内会議にまで持っていけるよう努力します」

　私なら褒められるとすぐに舞い上がってしまいそうだが、泉さんはクールな笑みを浮かべて受け答えをしている。

「頑張ってください。それと……」

　言葉を区切った彼の視線が、私に落とされる。

　思わず胸を高鳴らせた私に、彼はクスリと含みのある笑い方をしてから視線を前に戻し、茶化したように言う。

「余力があれば、朱梨のレシピもなんとかしてくれるとありがたいです。苺いちごとチョコレートのコロッケとか、乳酸菌入りなどと言い出さないように、面倒見てやってください」

　その言い方に、泉さんはプッと吹き出して、悠馬さんも私の横で楽しそうに笑い声を上げている。

　ちゃんと真面目に考えたレシピなのに……。

　ひとりムッと口を尖とがらせる私は、心の中で反論中。

　デザートコロッケはバレンタイン向けに考えたレシピで、挽ひき肉の代わりにフリーズドライの苺を砕いて入れ、チョコレートソースをかけてみた。まずくはない。班長の三上さんだって『意外と味のバランス取れてておもしろいね』と言ってくれたもの。

　しかし、これを市場に出して、はたして利益が生まれるのか？と問われたら、『すみません、考え直します』と言うしかなかった。

　乳酸菌入りコロッケに至っては、油で調理した段階で乳酸菌は死滅すると指摘され、試作品を作ることもできなかったのだけれど。

　これだけは分かってもらいたいが、私は仕事中にふざけたことは一度もなく、常に真面目に全力投球しているつもり。ユキヒラ食品のコロッケを大勢の人に愛あい食しょくしてもらうため、愛情と情熱を持ってレシピ開発に取り組んでいるというのに、なぜか空回りしてしまうだけで……。

　成果を出せていないことは自覚しているので、反論するのは心の中だけ。その代わりに頬を膨らませて彼を見上げると、三角巾を被った頭を、子供をあやすようによしよしと撫なでられた。

「朱梨が頑張っていることは否定してないよ」

　柔らかな笑顔でフォローの言葉をくれてから、彼は私から離れて調理台の方へと歩く。

　私は自分の好みで割烹着を着ているけれど、他の二班のメンバーは皆、自前のエプロンを着用している。悠馬さんはエプロン姿でコロッケを作っている男性たちに順に声をかけ、それからデスクでパソコン作業中の男性社員とも、ひと言ふた言会話して、開発室から出ていった。

　頼りがいのありそうな、素敵なスーツの背中を見送った後も、閉められたドアに視線を止めて、ポツリと呟く。

「悠馬さん、なにしに来たのかな……」

　彼はときどきこうして、ふらりと二班の開発室に現れる。特に用事はなさそうなのに、ただ二班のメンバーに声をかけて出ていくのだ。

　副社長という仕事は暇ではない。日々の細々とした決裁を下すのは副社長の仕事で、社長が数年先を見据えた運営を考えることができるよう、重要かつ急ぎの取締役業務は、ほとんどすべて彼がこなしていると言っていた。

　さらに、副社長室にこもってのデスクワークのみではなく、取引先との打ち合わせや会食に出かけたり、いくつもの社内会議に出席し、税理士やら経営コンサルタントやら各部署の責任者たちとも、私には理解不能な難しい話し合いをするのが、彼の毎日の仕事内容だ。

　しかも副社長に就任してまだふた月足らずで、慣れない業務は大変だと思うのに、どうして時間を作ってここに来るのだろう。

　悠馬さんがこれといった理由もなく、開発室に来るようになったのは、私と付き合い出してから。ということは、もしかして……私に会いたいため？　日曜日だった昨日は彼の自宅マンションで過ごし、たっぷり愛し合ったというのに、翌日の午後にはもう会いたくなるなんて……。

　彼の訪室の理由を勝手に解釈し、私の頬は緩む。

　幸せすぎて、ついついだらしのない顔を晒さらしてしまうと、泉さんは呆あきれたような小さな溜め息をついて立ち上がった。ダメ出しされた資料を手に、自分のデスクの方に歩き出したが、思い直したように立ち止まって私に振り向く。

「ねぇ、窮屈じゃないの？」

「なにがですか？」

「副社長の束縛と独占欲が。ここに頻繁に顔を見せる理由って、つまりは男性社員への牽けん制せいでしょ？」

　牽制……？

　その言葉にピンとこない私は、首をかしげる。

　二班の男性六人は、四十代の班長の三上さん以外みんな独身で、三十代が四人と二十代がひとり。話しやすくて面倒見がよく、『朱梨ちゃん』と親しげに呼んでかわいがってくれる、いい先輩たちだ。

　チームでの共同研究もあるし、この広くはない部屋でいつも一緒に働いているから、私の中での仲間意識は強く、私も先輩たちの役に立ちたいと常日頃思っている。

　そんなふうにお互いを信頼し合って仕事をしている私たちだけど、それは決して色めいたものではなく、誰も私を恋愛対象にしていないのに。

　第一、私と悠馬さんの交際は、社内の誰もが知っている。それは『隠す必要はないよ』と言う彼が、社内でも私を下の名前で呼んで親しげに話しかけてきたり、お泊まりした翌日の月曜の朝は一緒に出勤したりと、積極的に噂うわさを広めるような言動を取るからだ。

　牽制目的というのは、考えすぎでは……。

「きっと違いますよ」と、にっこり笑ってみせたら、泉さんも心配そうな表情を解いて、つられたように口元を綻ばせる。

「私には、そう見えるというだけ。自分の存在をアピールしに来てるんじゃないかって。まぁ、朱梨が気にならないなら、いいか。男性たちは気の毒だけどね……」

　泉さんはそれだけ言うと、止めていた足を動かして彼女のデスクへ。

　私も仕事をしなければと立ち上がり、一番奥の調理台へと移動する。

　そこでは、緑色のエプロンを着た林はやしさんが作業中。

　彼は最近お腹周りの贅肉を気にしている三十三歳の独身男性で、気さくで話しやすく、たまに冗談を言って笑わせてくれたりする先輩社員だ。

　五種類のパン粉をトレーに入れて並べている最中の彼に近づき、後ろから話しかける。

「林さん、手伝わせてください。パン粉一種類につき、タネふたつずつでいいですか？」

　タネというのは、潰したジャガイモに具材と調味料を加えて、コロッケの形に成形したもの。林さんは自分のレシピに、どのパン粉が適当なのかを、試作して確かめようとしているのだ。

　私の仕事の六割は、こうした先輩たちの補助。

　手伝いながら学んで、それを自分のレシピに生かしたい。そう思って、いつも通りに手伝いを申し出たのに、なぜか林さんは肩をビクつかせ、私ではなくドアの方に振り向いた。

　つられて振り向くも、悠馬さんが出ていった後に出入りする者はなく、ドアは閉じたまま。

「どうしたんですか？」

「副社長がいたらヤバイと思っ――」

「え？」

「いや、なんでもない。朱梨ちゃん、手伝って」

　取り繕うような笑みを浮かべて、私にビニール手袋を「はい」と渡す彼。

　手袋をはめて、タネに小麦粉をまぶしながら、私は考え込んでしまう。

　副社長がいたらヤバイとは……？

　私と一緒に作業する姿を見られると、睨まれるかもしれないと心配しているの？　仕事上のことだから、悠馬さんが怒るはずはないのに……。

　そのような懸念は無用だけど、それでも悠馬さんがここに現れることで、林さんが変に気を使うのは確かみたい。

　これでは泉さんの言った通り、先輩たちは気の毒だ。悠馬さんに言ったほうがいいのだろうか。もう開発室に来ないでください、と……。




　二階の南西に位置する、この開発室の窓から見えるのは、似たような灰はい青あお色いろの外壁をした、ふたつのビル。その隙間に見える小っぽけな空が、橙だいだいに色づいている。

　時刻は十七時四十五分。終業の時間だ。

　開発部員が残業するのは、商品化会議前や、チームで毎年ひとつ取り組んでいる、食品に関する研究を論文にまとめて発表する前くらい。今年度は、介護食としてのコロッケの可能性について研究することが決まっているが、それはまだ大枠の段階で、忙しくなる気配もなく、私を含めた二班の全員が帰り支度を始めていた。

　自分のデスクの上をざっと片付けてから、割烹着を脱いで畳み、大きめのショルダーバッグに入れる。それから立ち上がるのではなく椅子に座り直した私は、バッグからスマホを取り出した。

　ＬＩＮＥメールで、悠馬さんに宛てて【これから退社します】と送信する。

　既読マークがすぐに現れないのは分かっている。彼は忙しい人だから。

　それでもこうしてメールをするのは彼との約束事で、副社長に就任して間もないときに、こんな会話をしたことがきっかけだった。

『これからしばらくは忙しくなりそう。週末はなるべく一緒に過ごそうと思うけど、平日は難しい。ねぇ朱梨、俺の部屋に住まない？　そうすれば平日も少しは会えるよ』

『え!?　それは、ちょっと……。付き合ってまだ日も浅いですし、一緒に住むのは早すぎると思います』

　平日も会いたいと思ってくれる気持ちはかなり嬉うれしかったが、交際二カ月ほどでの同どう棲せいは戸惑うところ。お婆ちゃん子だった私の古い道徳観と、一緒に暮らせば早々に飽きられるのではないかという不安から、頷うなずくことはできなかった。

　一気に幸せをもらうのが、もったいないという気持ちもある。

　悠馬さんは過去も未来も含めた私の人生の中で、間違いなく一番のいい男だろう。告白されたときは嬉しすぎて、泣いてしまったほどだ。

　私は悠馬さんとの恋を大切に育てたい。失敗しないように、ゆっくりと少しずつ膨らませて、いつか憧れのウェディングドレスを彼の隣で着られたら……。

　そんな乙女の期待もあって、同棲をハッキリと断ったのだ。

　ちょっと不満そうにしていた彼だけど、まだ早いという私の意見を聞いてくれて、それならばと約束事をいくつか言いつけてきた。

　そのひとつが、メール。

　退社時と帰宅時にお知らせ程度の短文を送信し、寝る前には今日一日、誰となにをして過ごしたのかを報告する長文メールを送るように言われている。

　そうすることで、悠馬さんは安心できるみたい。

　他にも約束事はあって、『先のスケジュールも把握しておきたい』と彼に笑顔で言われた。私のスケジュールなんて、出勤以外は、友達とのときどきの飲み会やショッピングくらいのものなのに、それでも知りたいらしい。

　そのため、友達との予定が決まれば、スマホのスケジュール管理アプリなるものに書き込み、そのパスワードを知っている悠馬さんも閲覧することができるようになっている。

　他には、飲み会や遊びに行くメンバーの事前報告と、日付の変わらないうちに帰宅することが、同棲を断った私に課せられた約束事。

　今日も忘れずに退社メールを送り終えたところで、「お疲れ様、お先に」と隣の席の泉さんがバッグを手に立ち上がった。

　泉さんの左手の薬指にキラリと光るのは結婚指輪で、私が入社する前の年に社外の男性と結婚したと聞いた。

　帰ったら旦那さんのために夕食の支度をするのだろう。しっかり者で知的な大人の女性といった雰囲気のある泉さんでも、旦那さんには甘えたりするのかな。

　そんな想像をしつつ、「お疲れ様でした」と笑顔を返す。

　泉さんも微笑んでくれたけど、その視線が私の手の中のスマホに移動すると、少々心配そうな顔つきに変わる。しかし彼女はなにも言わずに歩き出してドアから出ていき、その姿はすぐに見えなくなった。

　心配そうな顔の理由……それは、私が悠馬さんに退社メールを送っていたことに気づいたからだろう。

　交際を始めて四カ月。初めの頃は社内恋愛に浮かれる私を姉のようにたしなめつつも、『よかったね』と言ってくれた泉さんなのに、最近はよく心配そうな目で見られる。

　不思議に思っていたけれど、今日初めて『窮屈じゃないの？』と問いかけられて、その意味を理解した。『束縛と独占欲』という言い方もしていて、どうやら彼女は、悠馬さんの愛情の示し方に疑問を感じているようだ。

　そう言われたら、思い当たる節もあるけれど、私は決して嫌じゃない。

　メールを送ることは苦労ではないし、後ろめたいことなどないから、スケジュールや交友関係を把握されても、なにも困ることはないもの。それに、束縛するのも、独占したいと思うのも、私を愛しているからこそで、むしろ嬉しくなる。

「朱梨ちゃん、お先に」

「また明日ね」

「はい、お疲れ様でした」

　泉さんに続いて、男性たちも次々と帰っていき、二班の開発室はあっという間に空っぽで、私ひとりが残された。

　男性たちを見送った私は、もうひとつ、やり忘れていたことを思い出す。

　悠馬さんが特に用もないのにここに顔を出すから、男性たちは牽制されているような気分になって、気の毒な状況になっている。それを解消させないと……。

　しまったばかりのスマホを取り出して、再びＬＩＮＥメールを悠馬さんに送る。

【お願いがあります。明日からは、なるべく二班の開発室に来ないでください。副社長の悠馬さんが来ると、みんながプレッシャーに感じてしまうので】

　さっきの退社メールは、まだ既読マークが現れず、彼は仕事中。このお願いを見るのもきっと、夜になってからだろう。

　猫がお辞儀をするかわいいスタンプもつけて、「これでよし」とスマホをバッグにしまい、私は開発室を出る。

　口の端が上がっているのは、今日も一日よく働いたという充実感と、ひとり分の夕食に、デパ地下でお惣そう菜ざいでも買って帰ろうかと、呑気に考えているせいだった。




　築四十五年の二階建てアパート『寿ことぶき荘そう』。深緑に塗装された剥き出しの鉄の外階段を上がってすぐの二〇一号室が私のひとり暮らしの部屋である。

　間取りは畳敷き八畳間の１ＤＫで、収納は押入れという若いＯＬ向きではないが、私は気に入っている。

　実家は下町の商店街の靴屋で、高校を卒業するまでは店舗の二階の、六畳二間と四畳半に家族五人で住んでいた。だから、こういう昭和の雰囲気漂う狭い部屋はかえって落ち着く。

　会社から徒歩八分で、家賃四万八千円というのも魅力的な点だ。

　体から雫しずくを垂らして狭い浴室から出ると、壁掛け時計は二十時五十分を示していた。

　脱衣所などない間取りなので、台所前の板間で体を拭いてパジャマに着替えをし、冷蔵庫横の姿見の前で髪を乾かす。肩までの黒髪にドライヤーの温風を当てながら、そろそろ髪を切りに行こうかと考えていた。

　悠馬さんは『伸ばせば？』と言っていたけど、私は縛らなくて済む程度の、この長さが好き。髪を染めなくても、明るく軽やかで、快活なイメージの髪型だと思うから。丸顔に百五十三センチの小柄な体型が相まって、幼い印象を持たれてしまうのは、少々気になるところでもあるけど……。

　ドライヤーのスイッチを切ったところで、スマホの着信音に気づく。

　台所前の板間から二歩で畳の上に移動し、木目の丸いちゃぶ台風のローテーブルに駆け寄り、スマホを手に取った。

　電話をかけてきたのは悠馬さんで、きっと今、仕事が終わったところなのだろう。

　彼の声を聞けることを嬉しく思いながら電話に出ようと思ったが、その前に着信音が途絶えてしまった。

　すぐにかけ直そうと思ったら、ＬＩＮＥメールが大量に届いていることに気づき、電話をかける前に悠馬さんとのトーク画面を開く。すると、そこには……。

　退社前に私が送信したメッセージの後に、【どういうこと？　詳しく説明して】という、不機嫌そうな彼の問いかけが。その後も、入浴中で気づかなかった私に宛てて、苛立ちのこもるメッセージが続いていた。

【どうして返事をくれない？】

【俺のなにが気に入らないのか説明して】

【まさか開発二班の男に心変わりした？】

　数分おきに送られたメールの合間には、不在の着信履歴もたくさんあって……。

　これはマズイと青ざめる。

　二班の開発室に来ないでくださいとお願いした理由は、牽制されている気分の男性たちが気の毒だと思ったからであって、決して悠馬さんと別れたいと思ったからではない。他の人にプレッシャーを与えたくないからという理由は書いたはずなのに、悠馬さんは私の心変わりを心配して焦っているみたい……。

　私がゆっくりシャワーを浴びていた間の彼の状況を理解して、早く誤解を解かなければと慌てた。

　電話をかけようとしたまさにそのとき、玄関ドアの向こうに鉄の外階段を駆け上がる足音が響いて聞こえ、その直後にチャイムが鳴らされた。

　これはきっと……いや、絶対に悠馬さんだ。私がメールにも通話にも応答しないから、家まで来たのだろう。

　彼はデート帰りにきっちり家まで送ってくれる人なので、ここには何度も立ち寄っている。

　壁が薄く、隣の部屋の生活音が漏れ聞こえてしまう古いアパートだということを理解して、夜間は静かにという決まりを、いつも頭に置いてくれていた彼。しかし今はそんな配慮をしている余裕がないようで、連打されるチャイムからは、相当な焦りが伝わってきた。

　私も慌てて玄関に駆け寄り、鍵を開けると、彼が飛び込んでくる。

　肩を大きく上下させて呼吸を乱し、どうやら会社から全力で走ってきた様子。文句を言いたげに眉間に皺を寄せる彼だけど、まだ息が苦しそうで、その代わりに私の手首を強く握ってきた。

「悠馬さん、ええと……いろいろとお疲れ様です」

　取りあえずの労をねぎらってみた私。『なに勘違いしてるんですか？』と、笑って軽く流せない雰囲気で、すぐに誤解を解きたくても言葉に迷ってしまう。

「あの、中に入ってお茶でも飲みながら話を……」

　引きつる笑顔でそう言って、足を一歩引いたら、握られている手首を引っ張られ、スーツの胸に飛び込んでしまった。潰されそうな力で強く抱きしめられ、怒りに悲しみを混ぜたような、切実な声を耳元に聞いた。

「俺から離れるのは許さない。朱梨を愛しているんだ。絶対に別れないから」

　思わず顔が耳まで熱くなり、私は胸を高鳴らせる。

　これは……悪くないかも。

　愛される喜びに、もう少し勘違いさせたままにしておこうかと邪な心が芽生えたが、苦しげな吐息を耳に感じて、慌てて勘違いを訂正した。

「誤解です！　私だって別れるつもりはありません。悠馬さんのことは大好きですから！」

　誤解と聞いてなんとか落ち着きを取り戻してくれた彼を部屋に上げ、ちゃぶ台に向かい合って座ると、釈明を始めた。

　彼はジャケットを脱いだ白いワイシャツ姿で、座布団の上にあぐらをかいている。冷たい緑茶の入ったグラスに口をつけ、ホッと息をついていた。

「――というわけで、悠馬さんが来ると男性社員が怯おびえてしまうので、なるべく来ないでくださいと言いたかったんです。心変わりじゃありませんから」

　今日、泉さんに言われた『牽制』という言葉を用いて、気の毒な先輩たちの状況を説明した。悠馬さんが私に会いたくて来ているだけだとしても、二班の男性たちはそのように捉えてしまうので、我慢してください、と。

　誰も私を恋愛対象に見ていないことも話して、彼を安心させようとしていた。

「なるほどね」とひと言、感想をくれた彼は、ネクタイを片手で緩めて頬ほお杖づえをつきながら、今は私に優しい目を向けてくれている。

　分かってもらえてよかったと安心した後は、彼の空腹を心配した。

　きっと夕食を食べていないはず。仕事終わりに私からのＬＩＮＥメールを見て、慌てて走ってきたみたいだから……。

「悠馬さん、お腹空いてますよね？　簡単なものでよければ作ります」

　空になった彼のグラスを手に立ち上がり、板間に踏み出して聞くと、「いらないよ」と返された。

「夕方からの仕事は取引先との会食だったんだ」

「そうでしたか。じゃあ、お茶とお菓子でも」

　会食ということは、お酒も少しは飲んできたのだろう。酔っている感じは見受けられないけれど、私のメールをあらぬ方向へと誤解してしまったのは、お酒の影響もあってのことだったのかもしれない。

　そう考えて納得し、冷蔵庫から出したペットボトルの緑茶をグラスに注ぎながら、笑って文句を言った。

「お風呂上がりに悠馬さんのＬＩＮＥを見て、私も慌てちゃいました。変な勘違いは、これっきりにしてくださいね」

『ごめん』と謝られるのか、それとも『朱梨のメールの文章が悪い』と叱られるのか……彼なら後者かなと予想していたが、そのどちらでもなかった。

「朱梨も勘違いしてるよ」

「え、私も？」

　意外な返事にグラスから手を離して振り向こうとしたら、背後に板間の軋きしむ音がして、たくましい二本の腕に捕らえられた。

　背中にぬくもりを感じ、照れくささと喜びに鼓動が速度を上げ始めると、驚くことを言われる。

「時間を作って二班の開発室に立ち寄るようにしているのは、朱梨に会うためじゃない。さっき朱梨が言った『牽制』という言葉は、その通りだよ」

「冗談、ですよね……？」

「本気。朱梨は恋愛対象に見られてないと言うけど、どうかな……。俺の彼女に『朱梨ちゃん』と気安く呼ぶ男たちだからね。目を光らせておかないと、いつ手を出してくることか。牽制と防衛のために、今後も顔を出すから」

　右横を振り向くと、至近距離にある整った顔。

　学生時代テニス部だったという彼は、肩や腕や胸に張りのあるほどよい筋肉を備えていて、時折、試合中のような挑戦的で精せい悍かんな目つきをする。そんな男らしい色気を纏まとう彼は、ニヤリと口の端を上げてみせた。『なにを戸惑っている？』と言いたげに。

　本当に、牽制の意味で開発室に来ていたんだ……。

　泉さんに言われた『束縛と独占欲』という言葉を、やっと実感している私。それに、〝過度の心配性〟も付け足したほうがいいようだ。

　悠馬さんは非の打ち所がない最高の彼氏だと思っていたけれど、もしかして……けっこうヤバイ人？

　彼の女性遍歴は知らないけれど、俺のものだという考え方を、こんなにあからさまに押しつけてきては、耐え切れずに逃げ出した彼女もいそうな気がする。

　でも、私も大概ヤバイ女なのかもしれない。二班の男性たちに申し訳ないと思いつつも、彼の濃いめの愛情に嬉しくなって、にやけているのだから。

　ある意味お似合いなのかもしれないと、それにも喜びを覚えたら、斜めに傾けた端正な顔が距離を詰めてきて唇が触れ合った。すぐにキスは深くなり、口内に侵入してきた柔らかな舌先が、我が物顔で暴れ回る。

　息苦しさと快感を同時に与えられ、大人のキスにぼんやり酔いしれていると、いつの間にかパジャマのボタンをすべて外されていた。

　ハッとして、私から唇を離し、彼に向き直る。はだけた左右の布地を合わせて胸元を隠し、はにかみながら彼に自制を求めた。

「悠馬さん、うちはダメだって言ったじゃないですか。壁が薄いから、声とか振動が……」

　古いアパートなので、行為に及べば隣や下の住人に気づかれてしまいそう。

　それは前もって伝えてあるので悠馬さんがこの部屋に上がることはほとんどなく、週末は私が彼のマンションにお泊まりしている。

　だから、その気になっている彼には申し訳ないけど、今日は我慢してもらうしかない。そう思って止めたのに……。

「あっ！」

　強引にパジャマを脱がされ、彼の手が普通サイズの私の胸を弄び始める。

「声が出せないよう、唇は塞いであげる。振動は……消せないけど、苦情が来ても別にいいよね」

「よくないですよ！　追い出されちゃいます」

「それは願ったり。早く追い出されて、俺の部屋に越してきて」

　再び唇が重なって、そこからは文句を言わせてもらえなかった。

　彼は私を支配したい人。その愛情を惜しげもなく言葉や態度で示してくれるのは、私がどこかへ行ってしまいそうな不安を抱えているからなの？

　そんな心配はいらないのに。束縛されて喜ぶ私は、相当に彼にはまっている。

『私のほうがきっと愛情が深いですよ』と言ってあげたいけれど……口を塞がれては、心の中で囁ささやくことしかできなかった。










私はいい女？　いいえ、ちょうどいい女でした




　誤解した悠馬さんが寿荘に駆けつけた日から、半月ほどが過ぎた金曜日のこと。

　六月中旬の午後の日差しは強すぎて、開発室の窓にはオフホワイトのロールスクリーンが下ろされている。

　いつものように割烹着姿の私は、壁際の精密機器の前で作業中。

　今年度の二班の研究テーマは、『嚥えん下げ困難対応食品としての、冷凍コロッケの可能性について』で、簡単に言うと介護食品としての販路を見出す研究だ。細かなスケジュールと役割分担が先週決まり、私はタネの固さ調整の担当となった。

　添加物の配合を少しずつ変えたマッシュポテトをシャーレ二十個分、測定器にかけ終えたとき、「朱梨ちゃん」と後ろから声をかけられた。

　振り向くと、二班の男性社員の中で一番若手の二十九歳、野の田ださんが、水色のエプロン姿で立っている。

　真面目で大人しく、見た目の特徴に乏しい彼は、印象が薄いと言われがち。でも過去に三度もレシピを商品化に結びつけた強者でもあり、その知識を惜しげもなく私に教えてくれる、優しくて尊敬できる素敵な先輩だ。

「これから新作レシピで試作しようと思ってるんだ。その作業が終わってからでいいから、手伝いお願いできるかな」

「ちょうど終わったところです。喜んでお手伝いしますよ。野田さんのレシピ、とっても楽しみです！」

　数値を書き込んだノートを胸に抱きつつ微笑みかけると、彼の頬がほんのり色づいた。

　野田さんは照れ屋な性格で、去年の今時期は目が合うだけで赤面されて話しかけてはくれなかったが、私から積極的に雑用を引き受けるうちに、『手伝って』と言ってもらえるようになった。

『よかったら、ご飯食べて帰らない？』と誘われ、会社近くのラーメン屋でご馳ち走そうしてもらったことも数回あるし……。

　そこまで考えて、ふと気づく。最近は誘われることがなくなったことに。

　そういえば、野田さん以外の他の人からも、男性に限っては『ご飯でも』という誘いがなくなった。一年目のときは、みんな気軽に声をかけてくれたのに。平日の仕事終わりに、先輩社員とラーメンを食べて帰るくらい、普通のことだと思うけれど……皆、悠馬さんを恐れているの？

　そうだとすれば、悠馬さんの牽制は、効果を発揮している。

　今日は午前中に一回、ここに顔を見せた悠馬さん。忙しい中で無理して時間を作り、牽制に来る彼の訪問頻度は、三日に二回ほど。だから、今日はもう来ないはず。

　野田さんもそれを分かって『手伝って』と言ってきたのかもしれない。どことなく気を抜いているような顔をしているから。

　野田さんと一緒に調理台のひとつに移動して、「はい」と渡されたレシピ表を読む。

　材料は男だん爵しゃくイモ四個、タマネギ四分の一、豚挽き肉百二十グラム。それと、ドライトマトとナチュラルチーズと、バジルと……。

　野田さんの新作レシピは、タネの中にチーズとバジルソースを仕込んでおくという、なかなかの変わり種だ。油で揚げたときに、溶けたチーズとドライトマトとバジルの香りが漂う、イタリア風のお洒しゃ落れなコロッケを作りたいらしい。

「おもしろいですね」とジャガイモの皮を剥きながら隣に声をかけると、野田さんは「チャレンジレシピだよ」と照れくさそうに笑った。

　開発室に、穏やかな時間が流れていく。

　班長の三上さんと男性ふたりは、各自のデスクで静かにパソコン作業をしている。

　泉さんは私の後ろの調理台を使用していて、数種類の甘味料を前に、考えの中に沈んでいる様子。

　他の男性ふたりも、それぞれに調理台を使用して、調味料の配合に集中していたり、材料を採寸しながらカットしていたりと、自分のレシピを形にするべく試行錯誤していた。

　私は野田さんの指示通りにコロッケのタネを作り上げ、俵に成形し、衣を纏わせて油の中へ入れようとしているところ。

　すると、野田さんに止められた。

「朱梨ちゃん、待って。揚げるのは僕がやるから。ごめんね、後片付けのほう、頼めるかな」

　この開発室には共用の大型フライヤーは置いていない。油はそれぞれのレシピに合わせ、何種類もある中から組み合わせて使うので、家庭にあるようなサイズの鍋を使用するほうが都合がいい。

　油温にも、レシピ考案者のこだわりがある。イメージ通りのコロッケが揚がるように、理由をもって温度管理をしているのだ。

　それは充分に理解している私なので、自分で揚げるという彼に笑顔で場所を代わり、調理台の上の器具を片付け始める。

　ビニール手袋を外し、大きなシンクの中で洗い物。ボウルやトレーは手早く洗い終えたが、フードプロセッサーの刃のついた羽は洗いにくい。

　洗剤をつけたブラシで羽の隙間をこすっていると、「できたよ」と、野田さんの嬉しそうな声がした。

　油切りバットの網の上にのせられているのは、俵形のコロッケが八つ。野田さんは、そのひとつを小皿にのせて、洗い物中の私のところへ持ってきてくれる。ナイフでコロッケを半分に割って見せてくれると……。

　断面からはチーズがとろり、バジルソースと一緒に流れ出し、小皿の上には二色のソースが広がった。ドライトマトの甘酸っぱい香りも、湯気とともに立ち上って、私の食欲を刺激する。

「わ、すっごくおいしそうです！」

　大きな声で素直な感想を述べると、それぞれの作業に没頭していた他の班員たちも集まってきた。

「野田くんの新作か。色が綺き麗れいだね」

「いい香りだな。イタリアの風景が目に浮かぶよ。行ったことはないけど」

「味見してもいい？」

　自分の試作品に興味を示してもらえるのは嬉しいことだ。

　野田さんは照れくさそうな笑顔を見せつつ、半分に割ったコロッケをフォークに刺して、まずは私の口元に持ってきた。

「まずは朱梨ちゃんからどうぞ。手伝ってくれたから、一番先にね」

　私の手は泡だらけなので、野田さんは食べさせてくれようとした。

　それについて特になにも思わず、私は喜んで大きく口を開ける。舌の上にコロッケがのって、パクリと口を閉じた、そのとき……。

「なにをしているんですか？」

　ドアの方で怒りを押し殺したような低い声がして、皆の視線が一斉にそちらを向く。

　そこには、いつの間に入ってきたのか、悠馬さんが立っていた。

　まだフォークをくわえたままの私は、コツコツと革靴の音を響かせて近寄る彼に、ビクリと肩を揺らす。

　彼は社内では柔らかな物腰で、部下に対しても丁寧な口調で話す人。今も口角が上がっていて、一見すると、いつもと変わらず微笑んでいるようだけど……目が笑っていない。嫉妬を込めて、私の口に差し込まれているフォークを見据えていた。

　その視線が、フォークから野田さんの手、さらに腕を伝って顔に向くと、野田さんは青ざめた。

　野田さんが手を離したせいで、私の唇から抜け落ちたフォークが足元に落ち、乾いた音を立てる。

　悠馬さんが二班の開発室に現れたのは、今日、二度目。今までそんなことはなかったから、私も含めた誰もが驚いていた。そして全員の胸に、『マズイ』という思いが浮かんでいるのは間違いないだろう。

　固まる私たちに近づいてきた悠馬さんは、野田さんと私の前で立ち止まると、作り笑顔で彼を追い詰める。

「新作コロッケ、おいしそうですね。ひとつ、質問があります。開発二班では、今みたいに食べさせる習慣があるのですか？」

「いえ、あの、その……」

　しどろもどろで、言い訳の言葉さえ浮かばない様子の野田さんと、固まるばかりの班員たち。

　驚きから回復した私は、この状況をなんとかしなければいけないと、責任感のような罪悪感のようなものが芽生えて考えを巡らせていた。

　野田さんを守るような言動を取れば、悠馬さんの嫉妬の炎に油を注ぎそうな気がするし……そうだ！

　泡だらけの手を割烹着で適当に拭ったら、油切りバットに手を伸ばし、まだ揚げたてと言えるコロッケのひとつを手て掴づかみした。「あっちっち」と手の平で転がしながらフーフーと息を吹きかけて冷まし、にっこり笑ってそれを悠馬さんの口元に持っていく。

「野田さんのコロッケ、とってもおいしかったですよ。副社長もぜひ、味見してください」

　悠馬さんの瞳からは、まだ怒りの色が消えていないけれど、「はい、アーンして」という糖度高めの言葉に誘われて、彼は口を開いた。

　ひと口で食べるには少々大きいコロッケなので、三分の一ほどが、彼の口の外にはみ出している。

　彼が噛かみ切った残りのコロッケは、私が自分の口の中へ。垂れて指についたバジルソースをペロリと舐なめてから、彼を見上げて微笑んだ。

「副社長、どうですか？　おいしいですよね？」

　同じ食べさせるという行為でも、野田さんがやったことより、私が悠馬さんにした『アーン』のほうが親密度が高いでしょう。だから、嫉妬する必要はどこにもない。

『私が好きなのは悠馬さんだけですよ』という思いを込めて、彼の瞳をじっと見つめたら、彼の目つきが優しくなる。

　今度は作り笑顔ではなく本物の笑みを浮かべて、口の中のコロッケを飲み込んだ彼は野田さんに言った。

「おいしいですね。ドライトマトの酸味とチーズのコク、バジルの香りのバランスがちょうどいい。朱梨のせいで、微かすかに洗剤の味もしましたが……」

　茶化したように付け足された言葉に、それまで緊張の中にいたみんなが、ドッと笑った。

　野田さんはホッとしたように胸に手を当て、「ありがとうございます」と、好評価に対するというよりは、お咎とがめがなかったことについてのお礼の言葉を述べていた。

　私もみんなと一緒に笑いながら、心の中で安あん堵どの溜め息をつく。

　悠馬さんのこういう面は、嫌じゃないけど少々困る。二班のメンバーに気を使わせて、申し訳ない気持ちにさせられるからだ。

　悠馬さんは野田さんと原料コストについて会話していて、彼の美しくも男らしい横顔を見ながら、私は考えの中に沈んでいた。

　どうしてこんなに嫉妬深く、心配性なの？　元々の性格か、それとも過去になにかがあったとか。それ以外に考えられる理由としたら……。誰かに奪われると心配してしまうほどに、彼の目には私がいい女に映るからじゃないかな。

　ふと思いついた理由に、私は頬を緩めて、ひとりで照れる。

　私は美人じゃないし、小柄で丸顔で、スタイルがいいとも言えない。悪くもないと思うけれど、すべてにおいて普通だ。

　自分のことを、そう評価して二十三年間を生きてきたのに、悠馬さんが愛情を感じさせてくれるたびに、自信が膨らんでいく。

　きっと私には、自分でも気づかないような魅力があるに違いない。私は〝隠れいい女〟だったのだ。

　彼の嫉妬深さの理由に、私が勝手な解釈をした後は、悠馬さんは腕時計に視線を落とし、忙しい副社長業務に戻るべく開発室を出ていく。

　その後について私も廊下に出たのは、『ちょっといい？』と彼に言われたからだ。

　この二階の西側は開発室が集中していて、開発部員たちは室内にこもって仕事をしているため、白い廊下に人通りはなかった。

　二班の開発室のドア横で「なんですか？」と用件を問うと、彼は残念そうに言った。

「明日、急な出張が入って、今夜の飛行機で行かなきゃならないんだ。帰るのは日曜の夜になる」

「そうですか。今週末のお泊まりは、なしってことですね」

「ああ。悪いね」

　彼と交際を始めてから、金曜の夜から月曜の朝までは一緒に過ごしている。記念日でもないのに服や靴やバッグを買ってくれて、おいしいレストランでご馳走になり、夜景の見える彼のマンションに泊まって、セレブな時間を旅行感覚で楽しませてもらっていた。

　仕事と言って土日に出かけることもある彼だけど、マンションで待っていれば数時間後には戻ってきてくれるので、今回のようにまったく会えない週末というのは初めてのことになる。

　寂しいと感じたが、それは一瞬のことで、すぐに心が弾み出す。久しぶりの自由時間を与えられた気分で、頭の中ではあれこれと、土日の予定を立て始めていた。

　土曜は髪を切りに行こうか？　それとも、ひとりでショッピング？　いや、ひとりで過ごすなんてもったいない。しばらくご無沙汰していた友達に連絡して、一緒にどこかへ遊びに行こう。急な誘いでも、ひとりくらいは暇な人が見つかるだろう。

　友達と遊びに行くことなんて、ごく普通の日常だったはずなのに、気づけば久しぶりのことになる。

　弾む気持ちは、どうやら顔に表れてしまったようで、悠馬さんの眉間に皺が寄った。「なんで嬉しそうなの？」と、怖い顔をして詰め寄ってくる。

　ハッとして慌てて両手で頬を挟み、下方向に引っ張って喜びを隠してみたが、もう遅い。肩をトンと押されて壁に背を押し当てられると、たくましい二本の腕に囲われた。

「俺がいない間に、なにをしようと考えてる？」

　まるで私がよからぬことを企んでいるような疑い方をして、彼は体を近づける。

　今は廊下に誰もいないけど、いくつも並んだドアがいつ開けられてもおかしくない。社内で壁ドン中を見られては、悠馬さんの副社長としての信頼に関わるのではないかと心配し、スーツの胸元を両手で押し返そうと試みた。しかし、ビクともしないどころか、さらに距離を詰められて、額同士がコツンとぶつかった。

「言って。言わないと……出張を取りやめるよ？　そうすれば取引先との関係がこじれてしまうかもね。朱梨のせいで」

「私のせいで!?」

　そんな大おお事ごとにされては大変と、さっき喜んでしまった理由を慌てて説明した。

「久しぶりに友達を誘って遊びに行こうと考えていただけです」

「友達って誰？」

「会社の同期か、学生時代に仲よかった子です。連絡してみないと、急な誘いにのってくれる人がいるか分からないので、まだ誰と行くかは分かりません」

「男じゃないよね？」

　彼は切れ長二重の瞳をすがめるようにして、少しの嘘うそも見逃すまいと探るように私の目の奥を覗のぞき込んでいる。

　私はすぐに誰とでも親しくなれる。子供でもお年寄りでも、後輩でも先輩でもだ。それはきっと、人情あふれる下町の商店街で育った影響が大きい気がする。

　友達も多いと自負しているし、その中には男友達も含まれるけれど、断じて浮気症ではない。学生時代は六年間も同じ人と付き合っていた一途な性格なのだ。

　だから、まるで彼の出張中に浮気するような心配をされては、私だって不愉快になる。至近距離で凄んでくる彼に負けじと、強気な目をして言い返した。

「悠馬さんは、私を信じてくれないんですか？」

「いや、そうじゃないけど……」

「だったら、おかしな心配せずに出張してください。私は悠馬さんが大好きです。裏切るような真似は絶対にしません」

　真顔でハッキリ伝えた後は微笑んで、数センチの距離にある、形のよい唇に軽くキスをした。

　するとスーツの腕の囲いが外れ、やっと解放してくれる。その顔を見れば機嫌が直っていると分かるけど、嫉妬深く心配性という性質が変わったわけではないので、彼らしい約束事を言いつけられた。

「明日、出かけてから帰るまで、二時間おきにメールして。朱梨と友達が、どこでなにをしているのかが分かるような画像もつけて」

「二時間おき……。もし、うっかり忘れたら？」

「出張先から飛んで帰る。仕事を放り出して戻れば、ユキヒラ食品のイメージが悪くなるだろうね。信用問題だ。朱梨のせいで」

　ニヤリと笑うその顔に、私は笑顔を引きつらせる。

　冗談だと思いたいけど……私への執着がすごい悠馬さんなら、やるかもしれない。

　会社の信用問題を私のせいにされてはたまらないので、明日は二時間おきにアラームをセットしておこうと考えていた。

　退社後の帰り道。途中で立ち寄った食料品店の買い物袋を提げて、赤みの帯びる空の下を歩く。

　悠馬さんと別れて開発室に戻ったあの後、彼の度重なる訪室について謝罪した私に対し、二班の男性たちはこう言った。

『なんか最近、慣れてきたよ』

『副社長が来ないと、逆に心配になるしね。ふたりになにかあったのかなって』

『それにしても、朱梨ちゃんの愛されっぷりはすごいな』

　笑って許してくれた先輩たちの優しさに感謝しつつ、家路をたどる。

　この辺りは四、五階建てのマンションと、二階建ての民家が混在している住宅地。アパートまでの道のりですれ違う、顔だけ知っているご近所さんたちに挨拶しながら寿荘前にたどり着いた。

　すると今度は、一〇一号室から出てきた住人と鉢合わせる。

　肩下までの黒髪を後ろできっちりひとつ結びにした渡わた辺なべさんは、細身の四十代の女性で、二カ月ほど前に引っ越してきた。

「北さん、こんにちは」

「こ、こんにちは……」

　少しだけ身構えてしまったのは、以前、悠馬さんが勘違いをして私の部屋に駆けつけてきた翌日に、苦情を言われてしまったからだ。

『彼氏を泊まらせるのはあなたの勝手ですが、振動が伝わってきて不快だったので、気をつけてください』

　あのとき、口から漏れる甘い声は、なんとかこらえていたけれど、振動だけはどうすることもできなくて……。

　苦情の後にユキヒラの冷凍コロッケを持って謝りに行ったら、『大好物です。ありがたくいただきます』と喜んでくれたので、怖い人ではない。まだそれほどの交流はない彼女とも、いつか親しくなりたいと思っている。

　どこかへ出かける様子の渡辺さんに笑顔を向けて、「行ってらっしゃい」と別れようとした。すると、外階段に一歩、足をのせたところで止められる。

「北さんのお宅では、犬でも飼い始めたんですか？」

「へ？　犬も猫も飼ってませんけど……」

　なぜ突然そんなことを？と疑問に思って振り向くと、渡辺さんは二階の私の部屋を見上げて首をかしげていた。

「ドタドタと物音がして。気のせいですかね？」

　まさか……泥棒!?　うちに入っても、金目の物なんかない。五百円玉貯金箱に貯まっているのは、五千円にも満たない少額だ。それでも、荒らされるのは困る。年末でもないのに大掃除は勘弁よ！

　慌てて塗装の剥げた外階段を駆け上がり、二〇一号室のドアノブを掴つかむ。すると鍵はかけられていなくて、手の中でスムーズに回転する。

　今朝は間違いなく戸締まりして出かけた記憶があるので、やっぱり泥棒だと思って勢いよくドアを開けたら、数歩分しかない廊下の先の畳に、あぐらをかいている若い男の後ろ姿を目撃した。

　手の中のスマホをいじっているような様子の男は、肩越しに振り向いて……。

「姉ちゃん、お帰り」

　私とよく似た丸顔で、愛あい嬌きょうのあるつぶらな瞳がこっちを見ていた。

　私はポカンとした後に脱力して、買い物袋を玄関のコンクリートの上にドサリと落とす。それからおかしさが込み上げ、プッと吹き出して笑った。

「なんだよ、俺、どっか変？」

　ツンツンに立たせた短い黒髪を気にしつつ玄関先まで出てきたのは、弟の草そう太た。十九歳の大学生で、千葉にある実家で暮らしている。

　なにかあったときのためにと、この部屋の合鍵をひとつ実家に預けてあるから、草太はそれを使って上がり込んだのだろう。目的はきっと、弟がはまっている、『ベニエ・ド・ポム・ド・テール』というロックバンドのライブ。

　その推測通り草太は、「明日、ライブがあるから泊めて。服も買いに行きたいし」と、私が落とした買い物袋を持ち上げた。

　靴を脱いで部屋に上がりながら、私は焦らされた文句を言う。

「いいけど、メールくらい入れてからおいでよ。泥棒かと思ったじゃない」

「泥棒はこんなボロアパートを選ばない。いかにも金がなさそうじゃん」

　馬鹿にするような調子でハハッと笑い、口答えしてきた弟。

「そうだけど、下着泥棒だって――」

「もっとない。朱梨のパンツ盗んでなにが楽しいんだよ。雑ぞう巾きんにもしたくないから」

　優しいお姉様が、快く泊めてあげようとしているのに、この愚弟は……。

　ムッと頬を膨らませて、前を歩く弟の背中を睨んでしまう。

　草太は私の魅力を知らないだけ。具体的にどこがどう魅力的なのかは私にも分からないけど、とにかく悠馬さんに溺愛されるほどの女なのだ。きっと私のパンツにだって、けっこうな価値があるはずよ。

　反論は心の中だけで。弟に会うのはお正月の帰省以来なので、喧けん嘩かするのはやめてあげた。

　顔つきがほんの少しだけ大人っぽく成長したように見える草太と、他愛ない姉弟の会話をしながら、私は夕食の支度に取りかかる。

「今日の飯、なに？」と、夕食のご相しょう伴ばんにあずかる当然の権利があるように尋ねた弟に、「メインはユキヒラの冷凍コロッケ」と答える。

　すると、「ヤッタ！」と喜ぶ声がちゃぶ台の方から聞こえてきた。私ほどではないが、草太もコロッケが大好物だ。

　私たちの実家は下町の商店街の靴屋で、両親は閉店の二十時まで忙しく働いていた。

　店の二階が住居となっていて、育ち盛りの姉弟の夕食は同居の祖母が作ってくれた。ありがたく食べていたけれど、煮物だらけの食卓に、私たちはつい物足りない顔をしてしまう。

　そんなとき祖母は、五百円玉を一枚くれて言うのだ。

『「肉の松まつ屋や」で、コロッケを買っておいで』

　肉の松屋は隣の商店で、いつでも揚げたての惣菜を売っていた。

　ハムカツやメンチカツ、唐揚げもおいしいけれど、我が家で買うのは決まってコロッケ。一個八十円で、五百円あれば六個も買える。

　そんな肉の松屋も、私が高校生になる頃に、後継者がいなくて閉店してしまった。

　いつでもすぐにコロッケを食べられる環境を失った私たちは、どんなに落ち込んだことか……。

　それを救ってくれたのが、ユキヒラの冷凍コロッケ。実家の冷凍庫に常備され、おかずやおやつとして週に五日は食べていたと思う。私と弟の体の三十％は、コロッケで作られたと言っても過言ではないだろう。

　会話が途切れたので、そんな昔を思い返しながら、味み噌そ汁しるを作り、キャベツを千切りにしていた。

　すると草太がいじっていたスマホを置いて立ち上がり、廊下に踏み出す。トイレかと思ったら、「シャワー浴びる。十分で出るから、ピッタリでコロッケが揚がるようにしてね」と、図々しいことを言ってきた。

「はいはい。十分後にコロッケね。タオルはタンスの一番下だよ。自分で出して」

　狭い部屋なので、台所から浴室までは三歩で移動できる距離にある。

　シャワーの音をすぐ側に聞きながら、夕食を作り上げ、ちゃぶ台に並べていった。

　あとは、冷凍コロッケを揚げるだけ……そう思ったのだが、なにか大切なことを忘れている気がして、ちゃぶ台を見下ろし、はたと考え込む。

　お漬物と解凍した枝豆とソースは出したし、デザートのサクランボは洗ってガラスの鉢に盛り、冷蔵庫の中。味噌汁とご飯をよそうのは草太が出てきてからでいいし、やっぱり他にやるべきことは、コロッケを揚げるだけのような気がするけれど……。

　やり忘れがあるような気持ちは消えぬままに、ちゃぶ台に背を向け、台所に戻ろうとしたら、部屋の隅に置いていた通勤用のショルダーバッグの中からスマホの着信音が聞こえてきた。

　その音を耳にすると同時に、忘れていた用事をハッと思い出す。

　そうだ。日課の〝家に着きましたメール〟を悠馬さんに送信していなかった。草太が突然やってきたから、約束事をすっかり忘れてしまっていた。この着信は、きっと……いや絶対に、心配性の悠馬さんからの電話だろう。

　急いでスマホを取り出すと予想通りで、電話に出るなり《まだ帰ってないの？　今どこにいる？》と問いかけられた。

「家に着いてます。すみません、メールするのを忘れてました。ちょっとバタバタしちゃって」

《バタバタ？　なにかあったのか？》

　その声に急に緊張がはらんだのを感じて、慌てて「大したことじゃないんです」と付け足した。

「心配しないでください。悠馬さんは、まだお仕事中ですか？」

《今から退社するところ。これから荷物を取りに帰って、羽田に――》

　下っ端の開発部員の私は出張経験がない。開発部にいる限り、これから先もきっと出張するような仕事は与えられないだろう。コロッケの開発は天職だと思っていても、『出張』という言葉は魅力的に響いて憧れる。

　会社の経費であちこち出かけて、いろんな人との出会いや、珍しい物を目にしたり、ご当地名物を口にしたりと、楽しそう。

　あくまでも仕事で出かける悠馬さんの苦労も知らずに、そんな感想を抱きつつ、彼の退社後のスケジュールを聞いていた。

　二十時半の飛行機で、新しん千ち歳とせ空くう港こう。出張先は北ほっ海かい道どうの札さっ幌ぽろ市しだという。

　いいなぁ、札幌。海産物の宝庫だし、ジャガイモだって名産だ。北海道産のキタアカリを蒸して、バターをつけて食べたいな……。

　そのとき、浴室の中折れドアがガチャリと開いて、全裸の草太が廊下に出てきた。意外と筋肉のある細身の体を隠しもせずに、私の方を向いて言う。

「朱梨、バスタオルちょうだい」

「出してないの？　さっき、タンスの中から自分で出してねって言ったじゃない」

「そうだっけ」

　私の話を右から左に聞き流していたね？　この弟は、まったくもう。

　しかも、こうやって『朱梨』と呼び捨てにされるとカチンとくる。

　高校生になったくらいから、すっかり生意気になっちゃって。まだ成人前の子供のくせに。

　スマホを耳に当てたまま、「手を焼かさないでよ」と文句を言えば、草太はビショビショの体でバスマットから一歩、踏み出した。

「分かったよ。じゃあ、自分で――」

「草太、待って！　畳に雫が垂れるから、そこを動かないで。バスタオルは私が取ってあげる。大体あんたね、股間ぐらい隠しなよ。恥ずかしくないの？」

　そこまで会話をしてから、耳に当てているスマホがやけに静かなことに気づいた。

「悠馬さん、すみません、ちょっと弟が。かけ直しても……あれ？　もしもーし？」

　一度切ってかけ直すと言おうとしたのに、とっくに電話は切れていたみたい。悠馬さんのほうも、電話を続けていられない状況になったのかな。

　なにがあったのだろうと疑問に思いつつ、スマホをちゃぶ台に置いてタンスの前へ。一番下の引き出しから白いバスタオルを取り出し、草太に向けて放り投げた。

「サンキュー。さーて、コロッケ、コロッケ。ん？　姉ちゃん、まだ揚げてないの？」

「うん、電話してたから。なんか途中で切れちゃったけど……あ、そっか！」

　悠馬さんが電話を切った理由に、ようやく思い当たった。

　交際はもうすぐ五カ月になるところで、その間は帰省する機会がなかったので家族の話題を口にしたことはなく、悠馬さんはきっと私に弟がいることを知らない。さっき、なんの気なく聞かせてしまった草太との会話で、浮気を疑われたんだ。

　そして今から彼は、このアパートに駆けつけてくることだろう。この前のように。

　会社からここまでは私の足で歩いて七分ほどで、足の長い悠馬さんが走れば三分で着くと思う。

　マズイ、急がなければ！

「早く、コロッケ」と、着替えを終えて髪を拭いている草太に駆け寄り、そのＴシャツの胸元を掴んで引っ張った。

「おわっ、姉ちゃん、なんだよ？」

「今はコロッケ揚げてる場合じゃないの。あんた、免許取ったって言ってたよね？　免許証出して。すぐに身分証明しないと、面倒くさいことになるから」

「……は？」

　それから二分ほどして玄関チャイムが連打された。

　戸惑う草太を後ろに立たせ、私は緊張しながら鍵を開ける。

　カチャリと解錠の音がするや否や勢いよくドアが開けられて、悠馬さんが飛び込んできた。ネイビースーツを社内一格好よく着こなす彼は、この前と同じように険しい顔をして、明らかに焦っている様子。

　その迫力に押され、草太が足を一歩、後ろに引いたような気配を背中に感じた。

　私の両肩を力強く掴む大きな手の平。「朱梨、これはいったいどういう――」と詰問し始めた悠馬さんの言葉を遮り、私は彼の顔の前に、印籠のように草太の免許証を突きつける。

「草太は弟です。浮気ではありません。明日、弟の好きなバンドのライブがあるそうで、今晩ここに泊めることになりました」

　悠馬さんは肩で息をしながら、近すぎて見えない免許証を手に取る。その写真と草太を見比べて、「なんだ弟か」と、ホッとしたように呟いた。

　すぐに納得してくれて、ややこしい事態にならずに済んだことに、私も胸を撫で下ろす。

　お互いに安堵した後は、彼は私にもたれかかるように腕を回して抱きしめた。

「他の男に取られるかと思って、焦った」

「もう。私が浮気するはずないじゃないですか。こんなに悠馬さんが好きなのに」

　熱い息が首筋にかかる。

　これから出張だという忙しいときでも、こんなふうに駆けつけるなんて、私のことを大切に思ってくれる証拠だ。

　私って、相当に愛されてるのね……と、幸せ気分でスーツの背に腕を回したら、後ろに戸惑っているような草太の声がした。

「あのさ、姉ちゃんに彼氏ができてよかったと思うけど、いちゃつかれると弟としては困るというか、見たくないんだけど……」

　その後は悠馬さんを家に上げて、三人でちゃぶ台を囲む。

　コロッケを六個揚げて、ひとりふたつずつ。他のおかずはふたり分を三人分に分け直して、食事を始めた。

　これから飛行機で北海道に飛ぶ予定だった彼なのに、さっき秘書に電話して、『明日の朝一の便に変更して』と勝手なことを言っていた。同行する秘書さんだけ、先に向かって、と。

　揚げたてのコロッケにソースをかけて、サックリホクホクとした食感を楽しみつつ、「明日の出発で大丈夫なんですか？」と問いかけた。

「取引先のアポイントメントは、十時に取っている。急げば間に合うよ。ギリギリで」

　悠馬さんは平然とした顔で味噌汁をすすり、漬物をパリパリと食べているけれど、その答えに私は心配になる。悠馬さんをというより、彼の秘書を。

　急な予定変更と、その対応をさせられて気の毒に。それもこれも、私が彼に愛されすぎているのが原因で、本当に申し訳ない……。

「姉ちゃん、コロッケ食いながらニヤけないで。キモイ」

　心の中で詫わびていたはずなのに、なぜか頬が緩んでいたみたい。

　それを指摘されるのはいいとしても、姉に向かって『キモイ』とは無礼な。

「草太だって、悠馬さんが来てから、ニヤニヤしてるじゃない」

「違うよ。朱梨に彼氏ができてよかったと、思ってやってんじゃん。しかもイケメンで副社長ってマジすごい。完璧じゃん。女の趣味は悪いようだけど」

「なんですって……？」

　姉の価値を知らず、見下したようなことを言う弟に、私はムキになる。

　すっかり口が達者になって、口論しても勝てそうにないから、実力行使。どっちが上かを教えてあげないと。

　草太の皿の上には手つかずの千切りキャベツと、半分かじったコロッケがのっていた。

　その食べかけのコロッケを箸でサッと掠かすめ取り、驚く弟の目の前で、ひと口で頬張ってみせた。

「俺のコロッケ！」

　モグモグと口を動かしながら、頬張りすぎて聞き取れない声で「生意気ばっかり言うからよ」と笑ってやったら、すぐにやり返される。

　私の皿の手つかずのコロッケ丸々ひとつを、手掴みで盗まれたのだ。

　そんなのズルイ。私が損して終わるじゃない。

「返してよ！」

「ヤダね。ノロマな朱梨。取れるもんなら取り返してみな」

　盗まれたコロッケに向けて手を伸ばすが、草太にサッとかわされる。立ち上がって奪い返そうとしても、草太も立ち上がり、頭上にコロッケを掲げて勝ち誇った笑みを浮かべている。

　草太の身長は百七十五センチくらいで私より二十センチほども高く、背伸びしても届かないので、コロッケに向けてピョンピョン飛び跳ねる。

　そんな私たちを見ている悠馬さんが、吹き出して笑い始めた。

「コロッケを奪い合う姉弟か。仲がいいんだね。微笑ましい」

「微笑ましくも、仲よくもないですよ。喧嘩してるんですから！」

「朱梨、諦めてこっちにおいで。俺のコロッケ、分けてあげるよ」

　悠馬さんはコロッケを箸で持ち上げ、弟の腕にしがみついている私に向けた。

　三日月形に細められた優しい瞳と素敵に響くバリトンボイスで『こっちにおいで』と誘われて、私は吸い寄せられるように彼の隣に膝をつく。

　切れ長二重の瞳はダークブラウン。いつもは涼しげな印象の瞳だが、今は甘く熱く、私を誘惑していた。

「口を開けて」という声には男の色気が染み出しているようで、私は胸を高鳴らせてその指示に従う。

　彼の箸から口に入ってきたコロッケは、ほどよい温度。歯を立てるとサクッと音を立てて切れ、口の中にホクホクのジャガイモの甘みと、パン粉の香ばしさ、ソースの旨味が広がった。

　おいしい……草太の食べ残しよりも、ずっと。まったく同じユキヒラの冷凍コロッケなのに、どうして？　大好きな彼が食べさせてくれるからなの？

　私がひと口かじったコロッケを、悠馬さんも口にする。

　交互に食べ終えて、顔を見合わせて笑う私たち。

　草太はすっかり喧嘩する気をなくしたようで、ふてくされた顔をして、私から奪ったコロッケを黙々と食べている。その様子はさしずめ、姉を取られて拗すねた弟といったところだ。

　生意気ばかり言っても、かわいいところが残っているじゃないの……。

　クスリと笑ったら草太は頬を膨らませ、その後に不愉快そうな声で悠馬さんに問いかけた。

「姉ちゃんのどこに惚ほれたんですか？」

　草太の思わぬ反撃に、悠馬さんは手にしていたグラスを宙に止めて目を瞬かせ、私は口に入れようとしていたデザートのサクランボを皿の上に落としてしまう。

　この弟は、なんて恥ずかしいことを聞くのよ。

　私を溺愛している悠馬さんのことだから、きっと頭の先から爪先までを褒めて、惚れた理由をアレコレと並べてくれそうだけど、口にするのは照れてしまうじゃない。

　そんな質問をするなと草太を叱りたい気持ちの反面、答えを聞きたい自分もいた。

　容姿端麗な御曹司で、一途な愛情を見せてくれる完璧な彼に想われている私は、きっといい女。

　今の時点では〝きっと〟〝多分〟と、憶測の範囲に収まっているこの仮説を、彼の言葉で確信に変えたかった。

　悠馬さんに期待の目を向けつつ、「草太ったら、変なこと聞かないでよ」と、姉として一応咎めてみる。

「変じゃないよ。普通に疑問じゃん。朱梨はこんな女なのに、なんで雪平さんみたいな彼氏ができるのか、わけ分かんねー。雪平さん、姉ちゃんのどこが好きなんですか？」

　私も聞きたい。彼を射止めた自分の長所を。

　草太の失礼発言を叱ることも忘れ、私は期待に胸を高鳴らせて悠馬さんを見つめたのに……。

　グラスをちゃぶ台に戻した彼は、真顔で黙り込む。私の髪や顔や胸元に視線をさまよわせ、「どこだろう」と呟いていた。

　どういうこと？　私のどこが好きなのか、分からないの？

　照れを理由に答えられないといった様子は見られず、真面目に考えた結果、答えを見つけられずにいるようだ。

　青ざめる私を、微かに眉間に皺を寄せて悩みながら見ている彼。どんなに考えても答えは出せないようで、やがてその首がゆっくりと横にかしげられただけだった。

「やっぱり！」

　突然響いた大きな笑い声は、草太のもの。

「そうだよな。姉ちゃんに女としてのいいところを見つけ出すなんて、難問だよな」と、お腹を抱えて畳に転がり、ケタケタと笑い続けている。

　慌てた私は悠馬さんの手を握りしめ、愛情を確かめようとした。

「私のこと、好きですよね？」

「ああ。朱梨はとても大切だよ。誰にも奪われたくない」

　その言葉にホッとして頬の緊張を緩める私だが、彼は困ったような笑みを浮かべている。右手で私の頬に触れ、ゆっくりと優しく撫でながら、抱いている想いをなんとか言葉にしようと努めてくれた。

「どこに惚れたのかと言われると、言葉にしづらいけど……朱梨が気になって仕方ない。こうして一緒にいると、朱梨の動きを目で追ってしまう。一緒にいられない仕事中は、頭の半分で仕事して、もう半分は常に朱梨のことを考えてる。どこでなにをしているのか、無性に気になる存在なんだ」

　それは……喜んでもいいの？

　兄が妹を、いや、親が幼い我が子を心配するような心情説明にも聞こえて、私は目線だけ天井に向け、しばし考える。

　悠馬さんは三十一歳で、私はもうすぐ二十四歳。七つも歳の差があるから、子供に向けるような心配の仕方をしてしまうのだろう。もしかして、彼が私に向ける愛情とは、男女のものではなかったりして……。

　一瞬、そんな不安が湧くけれど、すぐに反論の言葉も思いつく。

　悠馬さんが二班の開発室にたびたび現れるのは男性たちへの牽制のためだし、さっきだって、草太を浮気相手と誤解して焦って駆けつけてきた。その嫉妬心だけが理由ではなく、一緒に過ごす週末の夜は、ベッドの上で激しく愛してくれるし……。

　ほら、私はちゃんと女として愛されている。

　自分の中でそう結論づけると、自信を取り戻して、芽生えたばかりの不安をマッシュポテトのように押し潰した。

　まだしつこく笑っている草太に、ベーと舌を出してみせてから、頬に触れている彼の手に自分の手を重ね、愛情を込めて微笑みかけた。

「好きになってくれてありがとうございます。私も悠馬さんが大好きですよ」

　馬鹿にするのは草太くらいで、二班の男性たちだって、愛されっぷりがすごいと感心してくれるもの。私は、隠れいい女。悠馬さんも、自分でも、具体的にどこが魅力かを説明できないけど、それでもこんなに愛されているのだから、私はいい女に違いない。

　その理論に納得し、自信に満ちた顔で幸せに浸っていた。




「それでは、久しぶりの同期会に乾杯！」

　居酒屋のテーブル席に集っているのは十二人で、私と同期入社のユキヒラ食品の社員たち。男女はちょうど半々で、パッと見た限り、合コン中だと勘違いされそうな内訳だ。

　昨日の金曜日、悠馬さんは二十二時頃に帰っていき、それから私は今日明日と遊んでくれそうな友達をメールで探した。

　急な誘いでも、ひとりくらい付き合ってくれる人がいるだろうと思ったのに、昼はここにいる同期の女子ふたりと映画を観て、夜には同期全員が揃そろうという、予想を覆す嬉しい結果となった。

　土曜の夜なのに、みんな暇だったとは……。

　十八時の予約で到着した順に詰めて座り、私の左隣は長は谷せ部べくんという営業部の男子で、右隣はユッコという企画部の女子。

　顎下までの焦げ茶色の髪をして丸い鼻がかわいらしいユッコは、気さくで明るいムードメーカー。同期の中で、一番気が合うと感じる大切な友達だ。

　乾杯した後には注文した料理が次々と運ばれてきて、所狭しと木目のテーブル上に並べられる。

　焼き鳥や枝豆をつまみつつ、十二人がワイワイと語り始めた。

「先週、大手スーパーに営業に行ったらさ、店長さんの飼い犬自慢に一時間付き合わされて――」

　長谷部くんの話に、営業職はそんな苦労があるのかと同情しつつも楽しく聞いて、相あい槌づちを打つ。

　長谷部くんは話し上手。顔もなかなかの男前で、女子社員の人気は高かった。……昨年度までは。

　今年度に入って急に女子社員からの支持を失った理由は、彼女ができたためだ。

　その彼女とは、営業事務の新入社員。アイドルみたいなかわいらしい容姿をしている女の子で、密かに長谷部くんを狙っていた女子社員たちは『なんだ、結局、顔で女を選ぶタイプの男だったのか』と、彼への評価を下げたみたい。

　その話を教えてくれたのはユッコで、『長谷部となら付き合ってもいいかな』と前に打ち明けてくれたことがあったから、ユッコもがっかりした女子のひとりなのだろう。

　私は長谷部くんのことを恋愛対象に考えたことがないので、彼女ができても変わらず、話し上手の楽しい同期だという印象を持っている。

　今も楽しく彼の話を聞いていたら、「長谷部、次なに飲む？　ビールでいい？」と、私を挟んでユッコが話しかけた。

　右を向くと、ユッコの手の中の中ジョッキのビールは空になりそう。

　さっき乾杯したばかりなのに、ペースが速いね……。

　私はそんなにお酒に強くないし、飲むより食べたいほうだから、梅酒サワーはほとんど減っていない。

　ユッコは長谷部くんたち他の人の分もまとめて二杯目を注文し、それからなぜか私の肩に腕を回して引き寄せる。彼女のほろ酔いの頬は少々赤く、挑戦的な目を長谷部くんに向けていた。

「彼女と別れたんだって？　だからって朱梨を狙うのはやめときな。副社長にクビにされちゃうよ」

　私を狙うというのは冗談だろうけど、別れたというのは？　彼女ができた話を聞いてから二カ月も経っていないのに、早すぎる。

「その話、詳しく聞いてもいい？」

　ふたりにいったいなにがあったのかと興味本位に食いついてしまう私に、長谷部くんは苦笑いして教えてくれた。

「なんか疲れちゃって。俺から『別れよう』って言った」

「どうして？　かわいいし、いい子そうなのに」

「いい子だよ。でも、嫉妬深いというか束縛タイプで。俺のスマホをチェックしようとするし、女子社員と会話しただけで拗ねるし、ＬＩＮＥが頻繁すぎて……。体調崩したよ、俺」

「そうなんだ……」

　それは窮屈かもしれない。体調を崩すほどとは、かわいそうに……。

　長谷部くんに同情しかけて、ふと気づく。

　交際相手の嫉妬と束縛って、私と似ている。悠馬さんにスマホチェックはされたことがないけれど、仕事上のことでも私が男性社員と関わるのが心配みたいだし、報告メールを義務づけられているという点では、長谷部くんの元カノより悠馬さんのほうが束縛が強そうな気もする。

　そう思った途端に、長谷部くんへの同情は消え失せた。

　嫉妬も束縛も、愛情の表れ。愛されているんだから、素直に喜べばいいのに……。

　そのとき、膝の上にのせていたスマホが震えた。設定しておいたアラームだ。

　昨日、開発室前の廊下で悠馬さんに約束させられたのは、今日、出かけてから帰るまで二時間おきにメールするということ。どこで誰となにをしているのかが分かるような画像もつけるように言われている。

　長谷部くんの愚痴を遮り、「ちょっとごめんね」と、スマホを差し出した。

「写真、撮ってくれる？　私とユッコと、エリちゃんと……男子は入らないようにお願い。居酒屋にいるって分かるように、背景も入れてね」

「朱梨ちゃん、これって、まさか……」

　戸惑いを顔に浮かべ、画像の使い道を質問してきた長谷部くん。

「うん。副社長に送るの。今、北海道に出張中なんだけど、心配だから二時間おきにメールしろって言われてるから」

「マジか……」

　上には上がいるもんだな、と長谷部くんは呟いて、笑顔を引きつらせている。

　ユッコは私から悠馬さんの束縛ぶりを聞いていたので驚きはせず、長谷部くんの顔を見て大笑いしていた。

　私は今撮ってもらった画像をつけて、同期会をしているという報告メールを送り、既読のマークが現れたのを確認してからスマホを膝に置いた。

　悠馬さんも今頃、取引先の人とお酒を酌み交わしていることだろう。チラリとメールを確認する余裕はあっても、返事はできないはず。

　仕事上での飲みの席は気を使うと思うけど、北海道のおいしい料理を楽しんでいたらいいな……。

　そのように彼を思いやっていると、ユッコに背中をバシバシと叩たたかれた。

「この子、報告メールを義務づけられてるんだって。今日は何度目のメールかな？」

　酔いも手伝ってか、笑いの止まらない彼女に、みんなのテンションもつられて上がる。

「副社長に休日の行動確認されてんの？　うける。束縛すんなって言っちゃえよ」

「でも副社長の女って響き、よくない？　超格好いいし、うらやましいよ。副社長になら、私も束縛されたいって思うもの」

「朱梨のこと心配なんだよ。ほら、ボヤ騒ぎのこともあるから」

　みんなの好き勝手な意見を、焼き鳥を食べながら聞いていた私だけど、『ボヤ騒ぎ』という言葉が出てきて肩をすくめた。

　――あれは、去年の秋のこと。

　一年目も半年が過ぎて、泉さんに手取り足取り教えてもらわなくても、私はひとりで動けるようになっていた。自分でレシピを考えて、それを形にするのが楽しくて、その日もせっせと試作品作りに励んでいたのだが……。

　パン粉をつけて、さあ揚げようと思ったそのとき、急に新しいレシピのアイディアがひらめいた。

　忘れないようにと、コンロの前から離れてメモしていたら、油の鍋から煙が。

　油に火がつく前に、慌ててコンロの火を止めたのだが、煙で天井の火災報知器のベルを鳴らしてしまったのだ。

　けたたましく鳴り響くベルも、班長の三上さんがモップの柄を使って止めてくれたけれど、たまたま二階の廊下を歩いていたらしい、当時、人事部長だった悠馬さんが駆け込んできて……。

　私のせいで二班全員が注意され、始末書のようなものを三上さんに書かせて本当に申し訳なかった。

　その翌日には、私ひとりだけ人事部長室に呼び出され、クビにされるのではないかと泣きそうになっていたら、思わぬ優しい声を聞いた。

『君を採用したのは俺だから、昨日のことには俺も責任を感じている』

『人事部長にまでご迷惑をおかけして、申し訳ありません……』

『責めているわけじゃないよ。目が離せないなと思っただけ。これでは心配で仕事が手につかない。だから……連絡先を教えてほしい。俺が君を見張ってあげるよ』

　そうして個人的な連絡先を交換してからは、食事やデートに誘われたり、突然『今から会いたい』と言われた夜もあった。

　もしかして私のことが好きなの？と期待しそうになっても、相手は七つも年上のユキヒラ食品の御曹司。妹的な気持ちでかわいがってくれるだけだろうと、思うようにしていた。

　そんな月日が三カ月ほど過ぎた今年の一月、ついに告白されたのだ。『俺の彼女になって』と――。

　デートの帰り際、彼の車の中での告白シーンを思い出し、私の顔は熱を帯びる。

　ひとり照れる私の気持ちは気づかれず、みんなはボヤ騒ぎのことをおもしろおかしく話題にして、からかうように笑っていた。

「朱梨って、けっこうドジっ娘だよね」

　ボヤ騒ぎがきっかけで彼との距離が急速に縮まったから、あの出来事を忘れてほしいとは言わない。でも、ドジではないと主張したい。あれ以降、これといった迷惑をかけていないつもりだから。

「優秀な開発部員じゃないけど、私はそれなりに仕事してるよ」と文句を言ったが、ドジっ娘発言をした同期を含め、全員に見事にスルーされて、話題は私の持ち物に移っていた。

　酔っ払いの強引なテンションで、ユッコが私のバッグを掴み、高々と掲げて言う。

「見てよ、このバッグ。セレブたちがインスタで自慢している、あの超高級ブランドだよ！　朱梨、このバッグは誰に買ってもらったの？」

「副社長に……。でも、ねだってないよ。新作が出たんだと思って、ただ見ていただけなのに、悠馬さんが交際一カ月記念に買ってあげるって……」

　責められている気分で、ごにょごにょと弁明していた。

　悠馬さんは、よくプレゼントしてくれる。そのバッグも、この腕時計も、着ているワンピースも、すべて彼からの贈り物。金銭感覚が庶民の私と違うようで、値段に気後れする私に『別に高くないよ』と、サッとレジに持っていってしまうのだ。

　だから最近では、デート中に高級ブランド店の前で立ち止まらないよう、気をつけている。

　私は物を買ってほしいから、彼とデートしているわけじゃない。一緒にいる時間を幸せに思うから。ただ、それだけなのに……。

　しきりにうらやましがる酔っ払いの女子五人に、「プレゼントしたがりの悠馬さんには、ちょっとだけ困っているんだよ」と反論してみたら、全員を敵に回してしまった。

「ちょっと奥様、お聞きになりました？　困るくらいのプレゼントをもらってるんですって」

「熱々ラブラブでムカつくザマス。朱梨みたいな普通の子に、セレブな彼氏ができるなんて、ハッキリ言ってうらやましいザマス」

「普通に見えても実は、女の魅力があふれてるんじゃないかしら？　朱梨さんはすごいテクニックをお持ちなのよ、きっと」

　笑いながら楽しそうにからかってくる女子たちに、ハッとさせられた。『女の魅力』という言葉に反応したのだ。

　思わず立ち上がり、両手でテーブルを叩くと、私を怒らせたのかと勘違いしたみんなが一斉に押し黙る。

「朱梨、冗談だから――」と宥なだめるユッコの声を遮り、私は鼻息荒く言った。

「そう、それなの！」

「え、それって……テクニシャンだって認めるの？」

「違うよ！　そうじゃなくて、私の中の女の魅力ってなにか教えて！」

　昨夜、悠馬さんに聞いても、私のどこに魅力を感じて選んでくれたのか分からずに終わった。それでも、私はいい女だ、と本気で信じている。悠馬さんほどの人に惚れられるほどの、なんらかの魅力を秘めているはずだ、と。

　その魅力がなんなのか、第三者の客観的な目で見て考えてもらえば、判明するのではないだろうか。

　そう思い、張り切って真面目に聞いたのに、全員に爆笑されてしまった。

「私は真剣に相談してるの。笑わないで考えてみてよ。ねぇユッコ、私って具体的にどこがどう、いい女だと思う？」

「や、やめて……朱梨がいい女って……笑い死ぬから」

　右隣からはヒーヒーと苦しそうな笑い声しか返ってこないので、左を向く。

　長谷部くんは『俺に聞くの!?』と言いたげな驚いた顔をしていたけれど、笑いを抑えて答えてくれた。

「朱梨ちゃんは、いい女というより……ちょうどいいって気がするよ」

「ちょうどいい？」

「うん。言葉が悪いかもしれないけど、気楽に楽しく付き合えそう。高たか嶺ねの花じゃなくて、かわいさも適度だし、少し頑張れば手が届きそうな、ちょうどいい感じの女の子」

　いい女じゃなくて、ちょうどいい女の子。秘めた魅力もないってことなの？　そんな……。

　長谷部くんの答えにショックを受けて、私は固まる。頭をお盆で殴られたくらいの衝撃を感じていた。

　私の一杯目の梅酒サワーは、まだグラスに半分残っているけれど、他の人は五杯目を注文している。みんなすっかりいい気分で酔っ払っているので、フォローしてくれる人は存在しない。長谷部くんの意見に拍手が湧き、「それ、いい表現。朱梨は確かにちょうどいい」と口々に賛同するだけだ。

　誰より酔いが回っているのはユッコで、少々呂ろ律れつの回らなくなった口で、とどめを刺してくれた。

「副社長の元カノって、お嬢様タイプばかりなんじゃない？　だから朱梨みたいな普通の子が珍しくて、楽しいんだよ。飽きられて捨てられるまで、せいぜい楽しめ」

「私……いつか悠馬さんに、捨てられるの？」

「そりゃそーれしょ。なーにあんた、結婚までいけるとでも？　無理無理。副社長と朱梨じゃ、誰がどう見ても釣り合わない」

　見た目が釣り合っていないのは自覚していたけれど、隠れた魅力もないというのなら、中身もかなり不均衡ということになる。

　大人で素敵な男性である副社長の彼と、すべてにおいて普通でちょうどいい、庶民の私。どうしよう。このままでは、いつか飽きられて捨てられてしまう……。

　膝の上のスマホのホームボタンを押したのは、彼からの返事がきていることを期待したためだ。いつもなら、そんなに頻繁にメールのやり取りをしなくても大丈夫なのに……と思うところを、今ばかりは愛されていることを感じさせてほしかった。

　しかし、普通のホーム画面が現れただけで、彼からの返事はなし。

「朱梨ちゃん、あのさ、もし副社長に捨てられたら俺が拾ってあげるから大丈夫だよ……なんてね」

　長谷部くんが照れ笑いしながら、耳元でなにかを話しかけてきたけれど、うっかりそれを無視してしまう。

　心の中は悠馬さんでいっぱい。捨てられないためにはどうしたらいいのだろうと、ひとり、迷いの中に落とされていた。










猫に小判、子豚にダイヤモンド




　同期会の翌週の水曜日、今日、六月二十一日は私の二十四歳の誕生日だ。

　お祝いは週末でいいと言ったのに、『それじゃ誕生日を過ぎてしまう』と、悠馬さんはカジュアルフレンチの有名店を予約してくれていた。

　平日は大抵、遅くまで仕事をする彼。私のために無理して時間を作ってくれるのが、申し訳なくも、かなり嬉しい。

　社屋の一階は、出入口の近くにエレベーターホールがある。そこには飲み物の自販機とベンチシートもあるので、定時で仕事を終えた私は、緑茶を片手に座って悠馬さんを待っていた。

　でも、待つ場所を間違えたみたい。エレベーターが開くたびに、退社する社員たちに声をかけられる。

「朱梨ちゃん、お洒落して、これからどこか行くの？」

「あ、はい。ちょっと食事に……」

「分かった、副社長とデートだろ？　若いっていいな～」

　カジュアルフレンチと聞いて、さっき更衣室でオフピンクの膝丈フレアワンピースに着替えていた。

　いかにも『これからデートです！』といった格好だから、どこかのカフェで待っていたほうがよかったのかもしれない。みんなが親しげに声をかけてくれるのは嬉しくても、冷やかされては照れくさく、返事に困る。

　十五人ほどに『デート？』と聞かれて三十分が経過し、十八時半になると、エレベーターを待つ時間が惜しかったのか、悠馬さんがその横の階段を駆け下りてきた。

　ちょうど一階に着いたエレベーターも扉を開けて、退社する社員たちを排出する。その中に私に声をかけようとしている男性がいたが、近づく悠馬さんに気づくと焦りを顔に浮かべ、「お疲れ様です」と頭を下げた。

「お疲れ様でした」

　社用の紳士的な微笑み方で応えた彼は、私に手を差し出す。

「朱梨、お待たせ。行こうか」

「はい」

　その手に掴まって立ち上がると、周囲の視線を浴びていることに気づいた。

　おじさんたちはニヤニヤして、女子社員はうらやましそうにしている。

　悠馬さんは私の腰に手を添えて、外へと歩みを促す。その表情は平然としていて、恥ずかしがっているのは、どうやら私だけみたい。

　こういう場面でも大人の彼と歳の差を感じ、自分は子供っぽいのではないかと心配した。

　こんなふうに彼と自分を比べてしまうのは、間違いなく、この前の同期会のせい。素敵な悠馬さんに想われている私は、いい女に違いないと思っていたのに、全員に否定された。

　みんなが教えてくれたのは、私はいい女ではなく、ちょうどいい女だという事実。悠馬さんと全然釣り合いが取れていないと気づかせてもらい、一気に自信をなくしていた。

　社屋前の二車線の道路には、悠馬さんが呼んだ黒塗りの個人タクシーが停車している。

　あらかじめ運転手に目的地を伝えてあるようで、乗り込むと挨拶だけをしてすぐに走り出した。

　夕日は西の空に薄っすらと赤みを残し、もうすぐ完全に沈んでしまいそう。紫色の夜の帳とばりが降り始め、街はビルの窓辺の明かりと、街灯、車のヘッドライトに照らされている。

　車窓を見ながら考えているのは、やっぱりあのこと。

　交際五カ月ほどの今は、まだ新鮮味があるから彼は私に構ってくれるけど、一年先はどうなの？　いい女じゃない私は、悠馬さんと釣り合わない。飽きられてしまえば、捨てられるのかな……。

　どうしようと心の中に繰り返すだけで、彼との差を埋める解決策は見つからない。

「朱梨、どうした？　元気がないね」

　ハッと我に返って左に振り向くと、悠馬さんが心配そうな顔をしていて、私は慌てて笑顔を作る。

「元気ですよ！　どんなお料理が出てくるお店かなって、ぼんやり考えてました」

　せっかく彼が忙しい時間を割いて、誕生日を祝ってくれるというのに、私はなにを暗くなっているのだろう。

　反省して気持ちを切り替え、「お腹鳴っちゃったの聞こえました？」とおどけてみせた。

　賑にぎわう繁華街を過ぎ、タクシーは閑静な住宅地の坂道を上っていく。

　悠馬さんの予約してくれた店は、見晴らしのよい高台にあった。

　タクシーから降りて店の前に立った私は、初めて来た場所になぜか既視感を覚えて、記憶を探る。

「あ、そっか。ここって……」

　レンガと白塗りの壁に、赤い洋瓦の屋根の、こぢんまりとした一軒家風の店。出窓には色とりどりの花が飾られ、アーチ型のドアまでのアプローチは、草花と磁器の動物たちでかわいらしく飾られていた。

　確か三カ月ほど前の、悠馬さんのマンションに泊まった週末のこと。彼がシャワーを浴びている間、手持ち無沙汰の私は、スマホで飲食店の口コミサイトを見ていて、この店に目を止めた。メルヘンチックな外観とインテリアに心惹ひかれ、料理の評判も高く、いつか行ってみたいとブックマークしておいたのだ。

　それを思い出して私が驚いていると、悠馬さんは、したり顔で笑って言う。

「この店に来たかったんだよね？」

　予約したのはカジュアルフレンチの有名店だとだけ彼に教えられていて、この店だとは知らなかった。

　きっとこれは、悠馬さんのサプライズ。

　この店に連れてきてもらえたことだけじゃなく、私を喜ばせたいという彼の気持ちが嬉しくて、「ありがとうございます！」と満面の笑みを隣に向けた。その直後に、ふと疑問が湧いて、笑顔が固まる。

　私、ブックマークしたこのお店のウェブページを、悠馬さんに見せたかな……。

　三カ月ほど前の記憶を手繰り寄せる。

　シャワーを浴びた彼は、上半身の筋肉美を惜しげもなく披露しながらリビングに戻ってきて、スマホを手にしていた私に『誰かとメール？』と聞いた。

　私は『違いますよ』とだけ答えてスマホをテーブルに置き、彼の後にシャワーを浴びようとリビングを出て……。

　やっぱり、この店について、私は悠馬さんになにも伝えていない。それなのに、私がこの店に来たがっていたことを知られているということは、彼が私のスマホを覗いたということになる。

　心配性の彼のことだから、あのとき私が他の男とＬＩＮＥでもしていたのかと怪しんで、チェックしたのだろう。ロックをかけているのに、パスコードも知っているみたい。

　固まった笑顔のままで悠馬さんを見つめていると、フッと柔らかく微笑む彼が顔を近づけてきて、唇に軽いキスを落とした。反射的に頬を熱くする私に、「入ろう」と歩みを促す。

　クローバーとレンガのアプローチを、ドアに向かって歩き始めたスーツの背に、私は飛びついて抱きしめた。喜びが突き抜けたからだ。

「悠馬さん、大好きです！」

　スマホチェックされていたとは驚きだけど、やましいことはないので、なにも困らない。それよりも、不安だった心に自信が戻ってくるようで、嬉しく思った。

　彼の嫉妬や束縛は、愛情が深いことの表れでしょう。私はいい女じゃないけれど、こんなに愛されているのだから捨てられることはない。

　そう思わせてくれて、心が弾んでいた。

「わっ、朱梨、危ないよ」

　急に私に飛びつかれてバランスを崩しかけ、注意をする悠馬さん。でもその声は機嫌がよさそうで、彼も喜んでいるのが伝わってくる。

　私たちの交際は順調で、不安がる必要はない。

　そう結論を出した私は、ランプ風の明かりが灯る店のドアに、彼と手を繋つないで入っていった。




　テーブル数は十二個しかない、こぢんまりとした店内は、ウェブサイトの写真で見たよりもかわいらしい。木とレンガのぬくもりを感じるインテリアに、擬人化した動物の人形が窓辺に飾られ、童話の世界を思わせる。座っているふたり掛けのテーブル席は窓際で、出窓の外にはまばゆい東京の夜景が見えていた。

「ああ、おいしかった。ご馳走様でした」

　おいしいフルコースの料理と悠馬さんの愛情にお腹も心も満たされて、私は今、幸せ全開だった。

「まだデザートがあるよ。入らないなら、俺が朱梨の分も――」

「食べます！　デザートは別腹ですから、絶対食べます」

　時刻は二十一時になるところ。平日なのに店内は満席で、人気店だということを改めて感じていた。

　私は乾杯のシャンパンの後、ずっとソフトドリンクを口にしている。酔っ払って、この素敵な時間を眠気の中で過ごしたくないから。

　悠馬さんはお酒に強いので、料理に合わせて数種類のグラスワインを飲み分けていた。

　食べ終えた牛フィレ肉のポワレの皿は下げられ、グラスに残っていた赤ワインをひと口で飲み干した彼は、楽しそうに私に問う。

「デザートはなんだと思う？」

「アイスクリームとフルーツの盛り合わせ、でしたよね？」

　正しいメニュー名は忘れたけど、そのような内容が書かれていた気がする。

　なぜか意味ありげな笑みを浮かべて返事をしない彼に、首をかしげたそのとき、急に店内の照明が低く落とされた。

　私も他の客たちも驚く中で、バースデーソングが流れてきた。

　厨ちゅう房ぼうの出入口から、黒いベストと蝶ちょうネクタイの店員が、二段の大きなケーキを運んできて、私の目の前に置く。

　美しくデコレーションされた生クリームとフルーツの上に、私の名前が書かれたチョコプレートがのっていて、ろうそくが二十四本、薄暗い店内にロマンチックな炎を揺らしていた。

「素敵……」

　これも悠馬さんのサプライズだろう。彼は満足げな笑みを浮かべて私を見ている。

　バースデーソングが終わってろうそくを吹き消すと、明るさを取り戻した店内にたくさんの拍手が湧いた。

　注目を浴びてちょっと恥ずかしいけど、とても嬉しい。

　二段の大きなケーキは、とてもふたりでは食べ切れないので、他の客にもサービスしてもらい、そのせいでお礼の言葉をあちこちからいただいた。

　照れ笑いする私は、ケーキを味わいながら悠馬さんに言う。

「なんだか、くすぐったいですね」

「そう？」

　微笑み合ったそのとき、私の斜め後ろのテーブル席から、クスクスと笑う声が聞こえた。

　その笑い方に、なんとなく棘とげを感じて思わず振り向くと、四人掛けのテーブル席には、二十代後半に見える三人の綺麗な女性がいて、同じケーキを食べながら談笑していた。

　気のせい……？

　視線が合わなかったので、嫌な笑い方は私に向けられたものではないと判断し、前を向く。しかし、今度はハッキリと聞いてしまった。私を馬鹿にする言葉を。

「ケーキはおいしいけど、ムカつくわ。あの程度の女に、どうしていい男がついてるの？」

「妹なんじゃない？　カップルに見えないし」

「違うよ。全然似てないもの。結論は、女の趣味が悪い残念なイケメンってことでしょ」

　キャハハと笑う三人に、悔しさが込み上げた。

　私は『あの程度の女』でも構わないけど、悠馬さんのことまで趣味が悪いと馬鹿にするなんて……。

　私が一緒にいるせいで、彼の評価を下げてしまったと落ち込みそうになる。

　思わずフォークを置いたら、悠馬さんがテーブル上で私の手を握ってきた。

　きっと彼女たちの会話は、彼の耳にも届いていたと思う。それなのに、私のような悔しさはないようで、小さく首を横に振って優しく微笑んだ。

「気にしないで。俺にとって朱梨は、最高にかわいい恋人だよ」

「悠馬さん……」

「プレゼントがあるんだ。これを渡せば、朱梨に笑顔が戻るかな？」

　彼がテーブル上に置いたのは、ジュエリーブランドの細長い白い箱。その形状から、中身はネックレスではないかと予想できる。

　さっきの慰めの言葉とともに、彼が用意してくれたプレゼントは、私の心を温めてくれる。ドキドキしながらピンクのリボンをほどいて箱を開け、その中のネックレスケースを取り出し、そっと蓋を開けると……。

「綺麗……」

　プラチナチェーンのネックレスで、ペンダントトップはオープンハートの中にダイヤモンドがはめ込まれ、かわいらしいデザインだ。

「ありがとうございます！」

　私の好みにピッタリで、お礼を言って頬を綻ばせつつも、ダイヤの粒の大きさに、高いのではないかと値段を気にしてしまう。

　しかし彼は物足りなさそうな顔をして、私の心配とは逆のことを口にした。

「あのとき、朱梨が欲しそうだったからそれにしたけど、思ったより安いね」

「え？」

『あのとき』とはどのときかと目を瞬かせる私に、悠馬さんは片眉を上げた。

「二月の終わり頃に、買い物したときだよ。『小しょう丸まる百ひゃっ貨か店てん』のジュエリー売り場で、立ち止まって見てたよね？」

　そう言われて、思い出した。

　デートの途中で小丸百貨店に立ち寄り、彼は私に服やバッグを買ってくれたのだ。

　記念日でもないのに申し訳ないと思いつつ店を出ようとしたら、一階のジュエリーショップのショーケース前で、私の足は止まった。このネックレスが、私好みのデザインだったから。

　あのときに悠馬さんは『欲しいなら、買ってあげるよ』と言ってくれたけど、私は慌てて断った。既にたくさん買ってもらったというのに、これ以上甘えるわけにいかないと思ったのだ。

　私が忘れていたことを、四カ月ほども経った誕生日まで覚えていてくれたなんて……。

　感謝と喜びに包まれて、早速ネックレスをつけ、満面の笑みを向けた。

「悠馬さん、嬉しいです。ありがとうございます。一生、大切にします！」

「一生って、大げさだな」

　彼は機嫌よさそうに笑っていて、でも値段への不満は捨てきれない様子。

「朱梨が気に入ったものがいいと思って買ったけど、誕生日プレゼントとしては安すぎる。今度、もう少し値の張る商品を扱うジュエリーショップに行こう」

　せっかく温かい気持ちに浸っていたのに、私の笑顔は引きつったものに変わる。

　私たちって、金銭感覚も釣り合ってない。御曹司の副社長と、ど庶民の平社員だから、それは仕方のないことだけど……。

　頷けない私は曖昧に笑い、悠馬さんの提案を受け流すことにした。

　他愛ない会話をしながらケーキをおいしく食べ終えて少しすると、彼にお手洗いに行くよう指示される。

　外食をすると、いつもそう。その間に悠馬さんが会計を済ませるから、食事代がいくらなのか、毎回知ることができない。きっと高いのだろうと、大雑把に予想するだけだ。

　私は居酒屋でもファミレスでも、悠馬さんと一緒なら、どこでもおいしく楽しく食事ができるのに、彼はそれじゃ満足できないみたいだ。

　私に贅ぜい沢たくを与える彼に、嬉しいような申し訳ないような気持ちを抱えて席を立つ。会計のカウンター横に細い通路があり、その奥の扉を開けた。

　中に入ると、私のテンションは簡単に上がる。店内のどこよりも、お手洗いが一番メルヘンチックな空間だったから。

　洗面台は小鳥の水遊び場のようなデザインになっていて、ピチチとさえずる音まで流されている。

　ふたつある個室のドアも、壁紙も天井も、森をイメージした装飾が施され、飾り棚には陶器の動物がたくさん並べられていた。

「トイレに入ってよかったかも！」

　無人のお手洗いで大きな独り言を呟いたら、後ろにドアの軋む音がして、数人が入ってきた。

　洗面台の鏡越しに視線が合い、ハッとする。さっき私を馬鹿にして笑っていた、女性三人組だったから。

　個室はふたつとも空いているのに彼女たちはなぜか入ろうとせず、私の後ろで立ち話を始める。おいしかった、楽しかったという普通の会話は、すぐに私を揶や揄ゆしたものに変わり……。

「すごく楽しかったけど、疑問が残ってスッキリしないね。格好いい男の彼女がコレって……」

「あの彼、お金持ちそうじゃない？　高級ブランドのネックレスを安いですって。うらやましい～。こんな子のどこがいいの？」

「早速、首にぶら下げてるけど、似合ってないよね」

　女としての私の価値を疑問視する声が、グサリと胸に突き刺さる。

　少し前までの私なら、聞き流すことができただろう。『自分でも分からないけど、きっと私には隠れた魅力があるのよ』と、心で反論して。でも今は、悠馬さんと釣り合う点がひとつもないことを自覚しているので、言われたことに納得して俯うつむいてしまう。

　思わずネックレスを手で隠そうとしたら、その行動がおかしかったのか、後ろに笑い声が響いた。

「猫に小判？」とひとりが言うと、「豚に真珠でしょ」と、もうひとりが答える。

「あ、いい物見つけた！」と三人目の声がしたら、俯く私の顔の前に、棚に飾ってあった陶器の子豚の人形が差し出された。

　その子豚は丸々と太って、ピンクのワンピースを着ている。頭に花冠を被り、首にガラス玉のネックレスをつけていた。

「ほら、そっくり。子豚にダイヤモンド！」

　悔しい思いをしながらも言い返す言葉を見つけられず、私は三人を掻かき分けるようにしてドアを開け、お手洗いから逃げ出した。

　短い通路の先には会計を済ませ、私のハンドバッグを手に待っていてくれる悠馬さん。彼の側に駆け寄り、安全地帯に逃げ込めた気持ちでホッと気を緩めようとしたが、「どうした？」と問われて焦りが湧いた。

　多分、彼は私の目が潤んでいることに気づき、心配してくれたのだろう。

　しかし、太った子豚の人形にそっくりと言われたばかりの私には、別の意味で心配されたように聞こえてしまった。『どうした？　最近、太ったんじゃない？』と。

　今着ているワンピースは、二カ月ほど前のデートで、悠馬さんに買ってもらった服。

　試着したときはピッタリだったのに、そういえば今日、会社の更衣室で着るのにもたついた。背中のファスナーが上げづらくて……。

　私、太ったかも。毎週末、彼がおいしいお店に連れていってくれることが原因か、それとも仕事中に、先輩たちの試作品のコロッケを食べまくっていたのがいけなかったのか。

　青ざめて目を逸らした私の腕に、悠馬さんの手が伸びてきた。

　二の腕の脂肪のつき具合を確認されている気がして、とっさに私は自分の体を強く抱きしめ、前屈みになる。

　すると、ビリッと音がした。それは布地の縫い目が破れたような音で、背中のファスナーの辺りに急に涼しさを感じる。

　まさか、太りすぎで破れたの!?　ど、どうしよう……。

　タイミング悪く、後ろにお手洗いのドアが開く音がして、さっきの三人組が出てきたみたい。彼女たちは、私の破れたワンピースにすぐに気づき、手を叩いて大笑いする。

「見てよ、アレ！」

「本当に子豚だったのね」

「あんなのが彼女なんて、彼氏がかわいそう～」

　ああ……恥ずかしくて、泣きたい気分。こんな子豚が彼女じゃ、悠馬さんもきっと恥ずかしく思ってるよね……。

　そのとき、背中にふわりとかけられたのは、彼のスーツのジャケットだった。

　恐る恐る顔を上げると、優しく微笑む彼と目が合う。その視線が私の背後に移ると、急に厳しいものに変わった。

「人を見下す前に、自分を見つめ直したほうがいいですよ」

　悠馬さんの声は、低く鋭く、静かな怒りに満ちていた。

　そっと肩越しに振り向くと、三人は笑うのをやめ、ムッとした顔で彼を睨んでいる。

「俺は、彼女の美しさを知っています。素直で明るくてひたむきで、そのかわいい性格は見た目にも表れていると思っています。君たちと比較したくもないですが、俺の目には、月とスッポンに映っていることをお伝えしておきましょう」

　彼女たちは三人とも美人でスタイルもよく、月とスッポンとは言いすぎだ。

　それでも、私の心は素直に喜んでいる。こうして守られると、彼の愛情が伝わってくるようで。

　三人のうち、ふたりはばつの悪そうな顔をして目を逸らしていたが、一番気の強そうなひとりが言い返そうと口を開きかける。

　口論になれば、お店に迷惑をかけてしまう……。

　それを心配する私のすぐ横で、「お客様」と声がした。

　いつの間にか、黒いスーツ姿の中年男性店員が立っていて、その胸には『チーフマネージャー』というプレートがつけられている。

　店員は一歩進み出て、彼女たちに言う。

「お会計は、こちらの男性がまとめてお支払いくださいました。どうぞ、そのままお帰りください。そしてどうか、二度と来店せぬようお願い申し上げます。他のお客様をご不快にさせる方は、お断りしております」

　店員に迷惑者扱いされ、かつ悠馬さんに支払いをしてもらったと聞かされたら、言い返そうとしていたひとりも黙るしかない。三人は目配せし合ってから、そそくさと逃げるように店を出ていった。

「ご迷惑をおかけしました」と悠馬さんは店員に謝罪して、その隣で私も頭を下げる。

「いえ、おふたりはなにもされておりませんよ。こちらこそ、せっかくのお誕生日でしたのに、楽しい時間を提供できず、申し訳なく思います」

　お店の側にこそ非はないのにと、私は慌てて言った。

「とっても楽しかったです。お料理もおいしくて、このお店に来られて本当によかったです」

「ありがとうございます。ぜひ、またおふたりでお越しください。できる限りのサービスをさせていただきますので。それと、余計なことかもしれませんが、私の目にも月とスッポンに映りましたよ」

　店員のウインクつきの褒め言葉に思わず頬を熱くしたら、悠馬さんは不自然な咳払いをする。

　私を引き寄せるように腰に手を回して店を出た後に、「もうここには来ない」と言ったのは、独占欲の表れだろうか？

　ただのお世辞なのに、ヤキモチまで焼いてくれるなんて、私はなんて愛されているのだろう……。

　誕生日祝いの締めくくりは温かな気持ちにさせてもらって、彼の腕に寄り添い、夜風に吹かれていた。




　それから一時間ほどが経ち、私は美しい夜景を悠馬さんの自宅の寝室の窓から眺めている。高層マンションの二十階なので、光の粒が遠くまで広がっている様子がよく見えた。

　明日も平日で仕事があるけれど、アパートに帰らずにここに来たのは、私がもう少し一緒にいたいと思ったから。

　シャワーを浴びたての私が着ているのは、悠馬さんの大きなＴシャツ一枚。他に身につけているのは、今日プレゼントしてもらった、ハートとダイヤのネックレスだけ。

　落ち着いた高級感の漂うこの部屋は、ベッドランプのみを灯して薄暗く、そこに染み込んだ彼の香りを感じて胸を高鳴らせてしまう。それは紛れもなく、私が彼に恋しているからだろう。

　ときめきを胸に夜景を見ていると、後ろのドアが開いて、悠馬さんが入ってきた。

　私の後にシャワーを浴びた彼は、腰にバスタオルのみを巻いた姿。ベッドランプの光で筋肉の陰影が際立ち、精悍で美しく見えていた。

　窓辺に近づいてきた彼は、私の背を包むように抱きしめる。

　胸の前に回された裸の腕と、肩にのる整った顔。「朱梨」と呼ぶ声に、いつもより艶を感じて、私の体は芯から火ほ照てる。

　頬に軽いキスをくれてから、彼はなぜか「今日はごめんね」と謝ってきた。

　謝られる覚えのない私は不思議に思い、「え？」と聞き返す。

「あの三人のこと。食事中に文句を言えば、他のテーブルや店に迷惑をかけると思って……。でも、もっと早く黙らせるべきだった。守るのが遅れたせいで、朱梨を傷つけた。ごめん……」

「そんなことないですよ。私、すごく嬉しかったです。悠馬さんがあんなふうに言ってくれて、少しだけいい女になった気がして、喜んでしまいました」

『本当はいい女じゃないけどね』と、心の中で自分に指摘しつつ笑ってみせると、悠馬さんの腕が背中と膝裏に回された。直後に体がふわりと浮いて、視界が傾く。

　横抱きにされた私が「ひゃあ！」と声を上げると、彼はおかしそうに笑った。

「そんなにかわいいこと言われたら、食欲が抑えられないな」

「かわいいこと？　私、なにか言いました？」

「言ったよ。けど、もうおしゃべりの時間はおしまい。ここからは、甘い声を聞かせて」

　優しくベッドに下ろされて、バスタオルを落とした彼が私の体に乗り上がる。

　期待に胸が高鳴る中で唇が重なり、Ｔシャツをまくられて、それから――。




　いつの間にか眠りについていた私は、暗い寝室で、ふと目を覚ました。ベッドサイドの置き時計を見ると、深夜二時。

　カーテンの合わせ目は十センチほど隙間があり、そこに少しばかり光量を落とした夜景と、小さな丸い月が見える。

　隣には、私の背中を抱くようにして眠る悠馬さん。腰に回されたたくましい片腕を、そっと外して起きようとしたら、その手に力が加わった。

　起こしてしまったかと危ぶんだけど、そうではないようで、首の後ろには寝息を感じる。

『ちょっと、トイレに行くだけですよ』と、口に出さずに説明し、再びその手を外そうとしたら、今度はお腹の肉を三本の指でつままれた。夢でも見ているのか、フッと笑う声がして、こんな寝言まで。

「こぶ……ちゃ……」

　こぶ茶？　悠馬さんにはコーヒーや紅茶のほうが似合いそうなのに、いったいどんなこぶ茶の夢を見ているの？

　おかしさに微笑んだ直後にハッとした。

　こぶ茶じゃなく、『子豚ちゃん』と言ったのでは……。お腹の贅肉をプニプニと触られてもいるし、きっとそうだ。レストランで女性三人をやり込めてくれた悠馬さんだけど、本当は彼も私のことを子豚だと思っていたんだ。

　ベッドから抜け出して裸のまま寝室を出ると、トイレではなく洗面所に駆け込んだ。そこに体重計が置いてあるからだ。

　電子体重計を洗面所の真ん中に引っ張り出し、スイッチを入れた私は、緊張で手が汗ばんでいる。

　最後に計ったのは確か三カ月ほど前で、最近は体重をチェックしていない。それは、自分でも太ったことに、薄々気づいていたからかもしれない。

　ゴクリと唾を飲み込み、そっと体重計に足をのせた。

　ピッと電子音が鳴り、デジタル表示が示したのは、五十二という数字。

　嘘、三キロも増えてる……。

　頭に聞こえてくるのは、『副社長と朱梨じゃ、誰がどう見ても釣り合わないでしょ』と笑う同期たちの声。それと『子豚ちゃん』という悠馬さんの寝言。

　今日は悠馬さんに、嬉しい褒め言葉をたくさんもらったけど、それに甘えて安心していてはダメだ。

　このままではいつか捨てられるという焦りが再燃し、変わりたいという気持ちが芽生えていた。

　悠馬さんとお似合いだと、言われてみたい。絶対に捨てられることはないという、自信を持ちたい。そのために、いい女にならなくては。

　まずはダイエットから始めよう。脂肪を燃やしまくって、悠馬さんが惚れ直すほどのナイスバディを手に入れてみせるんだから。

　洗面台の鏡の中の自分と目を合わせ、強い決意を胸に頷いた。










ナイスバディを手に入れろ




　誕生日から二週間ほどが過ぎた、七月初旬。

　今日はあいにくの曇り空でも、私はよかったと感じていた。少しでも涼しいほうが運動しやすいから。

　お昼休みまでもう少しという時刻、二班の開発室の四つの調理台では、先輩たちがそれぞれに新作コロッケを作っている。

　今日の私は、林さんのお手伝い。ゴムベラを持ち、マッシュしたジャガイモに他の具材と調味料を混ぜていて、額には汗が滲にじんでいた。

　隣に並んでパン粉を振るいにかけていた林さんが、その手を止めて、「朱梨ちゃん」と話しかけてくる。その声には戸惑いが感じられた。

「はい、なんですか？」

「聞いていいものか迷ってたんだけど……どうして足踏みしながら、タネを混ぜるの？」

　室内温度が二十三度に設定された開発室で汗をかいていた理由は、コロッケを作りながら運動していたためだ。

　誕生日の夜の決意は、まだしっかりと胸の中にある。

　悠馬さんと釣り合ういい女になりたい。そのための第一計画として、スリムな体型を手に入れてみせる。

　デスクワーク中は空気椅子。立ち仕事のときは足踏みして、カロリー消費に励んでいたのだが、その姿は林さんを戸惑わせていたみたい。

「それって、貧乏ゆすり的なもの？」と質問を重ねてきた彼に、苦笑いしてダイエットであることを打ち明けた。

「太ってないのに？」

「それが、冬から三キロも増えてたんですよ。コロッケの食べすぎですね」

　原因は分かっていても、コロッケの試食も仕事の内で、食べないわけにいかない。それに、隣の調料台では泉さんがコロッケを揚げていて、その音と香りに刺激され、口の中に唾が込み上げてくる。

　この環境で大好物のコロッケを我慢するのは苦しいので、その代わりに少しでも消費カロリーを上げようと、こうして足踏みしているのだ。

　そのようなことを林さんに説明していると、泉さんが小皿を手に近づいてきた。

「私の新作レシピ、変わり種のコロッケなの。試食する？　それとも太るからやめて――」

　その問いかけが終わらないうちに「食べます！」と即答したら、会話を聞いていた様子の二班の全員に笑われる。「本当に痩せる気ある？」と、からかわれもして、恥ずかしい。

　時刻は十二時になり昼休みの時間だが、みんなが私の周りに集まってきて泉さんのコロッケの試食会となる。

　俵形のコロッケに、きんぴら風に味付けされたゴボウとニンジンが刻んで入っていて、白ゴマが香ばしい。

　さすが泉さんだと、おいしくペロリと食べ終えてから、お腹の贅肉を気にした。

　昼食は、コンビニのサラダだけにしようかな……。

　割り箸をくわえて考えていたら、泉さんと目が合った。

　知的な眼鏡の奥の瞳が瞬いて、彼女はお皿を差し出してくる。

「あとひとつ残ってるけど、食べる？」

「はい！　いただきま……あ、やっぱりやめておきます」

　二個目は我慢と思って断ると、クールな泉さんがプッと吹き出した。

「フィットネスクラブにも通ってるんでしょ？　小さなコロッケ二個くらい、大丈夫じゃない？」

　フィットネスクラブに入会したのは、五日前のこと。痩せるだけじゃなく、できればメリハリのある美しい体を手に入れたくて。

　二班の中では、泉さんにしかこの話をしていなかったので、男性たちから興味を持たれ質問された。

「本格的にやってるんだ。どこに行ってるの？　ＣＭでやってるところ？」

「あそこは高くて、私には無理です。駅前にあるフィットネスクラブですよ。キャンペーン中で安く入会できました」

「もしかして副社長のためのダイエット？　それなら、副社長がお金出してくれるんじゃない？」

　それは無理。フィットネスクラブに通い始めたことも、ダイエットしていることも、悠馬さんには秘密にしているから。

　高校生の頃に読んだ少女漫画の中に、才色兼備で文武両道の完璧なヒロインがいた。

　いつも余裕の笑みを浮かべてなんでも器用にこなす彼女は、生まれつき優秀なのだろうと思わせる。しかし、陰では血の滲むような努力をしていたという物語。

　陰の努力と余裕の笑み。そこに私は憧れる。

　いい女は、頑張っている姿を好きな人に見せないものなのよ。

　二班のメンバーや同期には話してしまったけれど、悠馬さんには知られずにダイエットを成功させて、『最近綺麗になったな』と言わせたい。

　それに対して私は『そんなことないですよ。前からこんな感じです』と、余裕の笑みを浮かべて格好よく答えるのだ。

「朱梨ちゃん……？」と訝しげに問う、誰かの声を聞き流していた。

　泉さんの新作コロッケの二個目を食べつつ、妄想世界に頬を緩めたり、拳を握りしめて決意したりする私。

　そこにドアの開く音がして、今日一度目の、悠馬さんの訪室があった。

「皆さん、お疲れ様です。集まって試食会ですか？」

　牽制のためにやってくる彼に、男性たちはさすがに今は慣れた様子。さりげなく輪を広げて私との距離を取るのは、彼の嫉妬心を刺激しないためだろう。

　近づいてきた悠馬さんの手には、円筒形のなにかが持たれていた。

　挨拶を交わした後に、班長の三上さんが、「副社長、それはなんでしょう？」と質問している。

　社内用の紳士的な笑みを浮かべている悠馬さんは、そのラベルを私たちに見えるように向けた。

「柚ゆ子ず胡こ椒しょうこぶ茶です。北海道への出張時に、昆布加工業の――」

　その出張で彼は、『道どう産さん品ひんフォーラム』という会合に出席したそうだ。ユキヒラ食品と取引のあるジャガイモ生産関係者だけではなく昆布加工業者とも商談をし、その会社から新製品だという、こぶ茶が送られてきたとのこと。

　それを二班に差し入れとして持ってきてくれたみたい。

　柚子胡椒こぶ茶が、三上さんの手に渡る。

「ありがとうございます。こぶ茶は旨味成分ですし、柚子胡椒は調味料。コロッケと組み合わせてもおもしろそうですね。早速レシピを組み立ててみます」

　ただ飲むのではなく調味料として使うのかと、三上さんに感心してこぶ茶の筒に視線を移した私は、ふと、あのときのことを思い出してハッとした。

　誕生日の夜、悠馬さんは私のお腹の贅肉をつまんで、『こぶ……ちゃ』と寝言を言った。

　てっきり『子豚ちゃん』と言われたと思って、ショックを受けたけど、本当に〝こぶ茶〟だったのでは……。

　よかったとホッとしても、太ったことは事実なのでダイエットの意思は変わらない。

　三上さんとこぶ茶の話を終えた悠馬さんは、次に私に話しかけた。

「さっきは廊下にまで笑い声が響いていたね。楽しそうに、なにを話題にしていたの？」

　ギクリとしたのは、その話題がダイエットに関することだったから。

　このピンチをどうやってしのごうかと、笑顔を引きつらせて考えていたら、悠馬さんは微かに眉をひそめる。

『俺に言えない話なのか？』と言いたげで、それに焦りを感じているのは私だけではなく班員たちもだった。

　一歩の距離を置いて私の右隣にいる林さんが、悠馬さんの機嫌を損ねないようにと、慌てて口を開く。

「さっきの話題ですね。えーと、仕事と関係ない話をしてしまいました。朱梨ちゃんが、副社長のためにダイ――」

『ダイエット』と言いかけた彼に焦る私は、思わず手に握っていた割り箸で彼の脇腹を突く。うっと呻うめいた林さんに、「ごめんなさい！　手が滑っちゃって」と謝ってから、悠馬さんに作り笑顔を向けた。

「ダイ……ヤモンドの話です。ほら、副社長に誕生日にいただいたネックレスの。『愛されてるね～』という感じで、アハハと盛り上がって……」

　とっさについた嘘は、悠馬さんの希望に沿うような内容だったためか、すんなりと信じてくれたみたい。

「自慢するほど、嬉しかったの？」

　そう言ってフッと柔らかく笑い、私の頭をポンポンと二度叩く。それから、「私はこれで失礼します」と背を向け、歩き出した。

　彼がドアノブに手をかけたところで、私は林さんとの距離を詰め、背伸びしてその耳に口を近づける。

「ダイエットの話、副社長に秘密にしてください」

「あ、そうだったんだ。ごめんね」

　ヒソヒソと話していたら、ドアを開けた悠馬さんが急に振り向くから、またギクリとさせられた。

　私と林さんは、慌ててお互いに距離を開け、『なんでもないですよ』というように笑顔を取り繕う。

　ドアを半分開けて立ち止まり、こっちをじっと見ている悠馬さん。真顔の彼に冷や汗が流れる思いでいたが、数秒して彼は口元だけに笑みを取り戻すと、「後ほど、またお邪魔するかもしれません」と言葉を残して、やっと出ていってくれた。

　緊張が解けて、私も林さんもホッと息を吐き出す。

「朱梨ちゃん、俺、まだこの仕事を続けたいから気をつけてよ」

「ご、ごめんなさい」

　林さんの文句に、私は肩をすくめる。悠馬さんに内緒でダイエットをするのって、意外と難しいことなのかもしれないと思っていた。




　十七時四十五分、終業の時間になり、私は割烹着をショルダーバッグに突っ込むと、「お先に失礼します！」と、誰より先に退社した。

　向かった先は、駅前の商業ビルの一階から三階を占める、中規模フィットネスクラブ。会社から早足で十分ほど歩くとそこに着き、絶対に痩せてみせると、気合い充分に自動扉から入っていった。

　カウンターで受付を済ませ、着替えのためにロッカールームへ。

　退社後に汗を流しに来るＯＬたちで賑わうのは十九時過ぎからだそうで、広いロッカールームには十名ほどの女性の姿しか確認できなかった。

　私と同じように定時退社できる環境にいると思われる見知らぬ女性が、五つ離れたロッカーを開けて着替えていた。

　普通の白いＴシャツに、スポーツ用のハーフパンツを穿はこうとしている私に対し、彼女のフィットネスウェアは目立つもの。露出の高いレモンイエローのトレーニング用ブラと、ボディラインの際立つ黒のロングタイツを着用し、そのスタイルのよさに見惚れてしまう。

　身長は百七十センチ近くありそうで、スリムなだけじゃなく胸やお尻が形よくボリューミーで、理想の体型を見た思いでいた。

　波打つ長いダークブラウンの髪を結わえている彼女に、着替えの手を止めてついつい見入っていたら、目が合ってクスリと笑われる。

「お尻、早くしまったほうがいいんじゃない？」

　指摘の通り、私のハーフパンツは穿きかけで、下着が半分見えた状態でしばらく手を止めていた。

　ハッとして顔を赤らめ、着替えの続きに戻るが、それでも気になる彼女を横目でチラチラと見てしまう。

　大人っぽくて、綺麗な人……。歳は三十歳前後だろうか。目鼻立ちがハッキリして、切れ長二重のかなりの美人。なんとなく、お嬢様的な雰囲気も漂っている。この人が悠馬さんの隣に立ったなら、お似合いだと言われそう。

　ここでトレーニングを積めば、私も彼女のような素敵な女性になれるかな……。

　そんな期待を抱いたとき、私のバッグの中からスマホの着信音が聞こえてきた。

　あ、いけない。悠馬さんに退社メールは送ったけれど、家に着いたメールを忘れていた。

　これはきっと、『まだ家に着かないの？』と心配した彼からの電話だろう。

　理想的に美しい女性は、ロッカーに鍵をかけて私の後ろを通り、通路へと一歩踏み出していた。

　私はスマホを取り出し、電話に出る。

「悠馬さん、連絡忘れてごめんなさい！　今日は買い物してから帰ろうと思って、ひとりで駅前の……」

　話しながら視線を感じて通路に振り向くと、彼女がなぜか足を止め、睨むように私を見ていた。

　ロッカールームは電話禁止だったろうかと焦りを顔に浮かべたら、「まさかね」と彼女は呟いて歩き出し、その姿はすぐに見えなくなった。

《朱梨、どうした？》

　今度はスマホから聞こえる声に慌てる。

「あ、なんでもないです。買い物して、家に着いたらメールしますね。あちこち見たいお店があるから、ちょっと遅くなるかもしれません」

《遅くなるの？　心配だな……。二十時過ぎるなら、迎えに――》

「大丈夫です！　二十時までに帰るようにしますので」

《絶対だぞ》と念を押されて電話を切り、無人の通路を見て首をかしげた。

　あの人、私を見ながら『まさかね』と呟いていたよね。どういうこと？

　睨まれたことも含めて、その意味を考えてみたけれど、さっぱり分からない。それで考えることを諦めて、私は準備に戻った。




　ロッカールームを出た後は、同じ階にある【スタジオＡ】と書かれたドアを開けた。

　これからここで、エアロビクスが始まる。

　館内で行われるインストラクター付きのレッスンはすべて自由に受講でき、先週も参加して今日は三回目だ。

　前面の壁が鏡張りの横長のスタジオには、男女合わせて三十名ほどの受講者がいて、三列の横並びになって開始を待っていた。

　私が後列の真ん中辺りに場所を確保するとすぐに、色黒で筋肉質の女性インストラクターが入ってきて元気な挨拶をする。

「皆さん、こんばんは！　インストラクターのアキコです。夏本番に向けて、美ボディを手に入れましょう。レッツ、エアロビクス！」

　軽快な音楽が流れてきて、みんなが一斉に同じステップを踏み始める。

　最初は足のステップからで、それだけなら私でもついていけるけど、手の振りが加わると途端に動きがおかしくなる。先生の動きを注視して必死に真似ようとしても、ひとりだけ明らかにテンポがずれるのは、初心者というよりリズム感がないせいかもしれない。

　左にステップを踏みながらターンをしたら、左隣の女性に肩をぶつけてしまう。「ごめんなさい！」と謝った直後にハッとした。

　ロッカールームにいた、理想的な美人のあの女性だ。開始時にはいなかったのに、いつの間に入ってきて、そしてなぜ私の隣を選んだのだろう……。

　彼女は謝る私を一いち瞥べつしただけで、なにも答えずに視線を前に移していた。

　驚きと疑問を感じながらも、私も意識をインストラクターに戻そうとする。

「リズムにのって～。左にツーステップ。はい、右にローリング～」

　満面の笑みに白い歯が輝くインストラクターは、いとも簡単そうにステップを組み合わせて軽やかに踊る。

　しかし、私にとって踊りながら回転するというのは、思いのほか難しい。方向感覚がおかしくなり、間違えて逆方向に移動しながら回ったら、またしても彼女にぶつかってしまった。

「すみません！」

　慌てて謝る私に、彼女は口元だけに笑みを作り、「気にしないで」と、今度は無視せずにありがたい言葉をかけてくれた。

　ホッとしたのも束の間、「リズム感がないのって、先天的要因が大きいと思うわ。だから鈍くさくても邪魔になっても、あなたのせいじゃないわよ」と、優しい悪口を付け足され、グサリと胸に突き刺さる。

　その通りだから否定はしないけど、初対面なのに厳しいことを言うのね……。

　前面の鏡張りの壁にエアロビクスに励む集団が映っていて、その中で彼女はインストラクターよりも目立っていた。動きにキレがあり、リズム感が抜群。振りも完璧で、なにより長身でスタイルがいいから見栄えがする。

　それに引き換え、私はというと……一番下手なのは明らかだ。

　参加者の中には六十代後半に見える女性もいるのに、お手本通りに踊っているし、それが大変そうな様子もない。それにスリムな体型で、私より体脂肪が少なく筋肉量が多そうにも見える。

　おかしいな……。これまでは下手なりに、楽しく前向きに踊ることができたのに、今日は心が沈みそうになる。痩せて自信をつけたくて通い始めたのに、自信を失ってどうするのよ……。

　これではいけない。元気に明るく前向きに、と自分に言い聞かせ、四十分のエアロビクスが終了した後は二階へ移動した。

　そこはフィットネス機器の並ぶ広い空間で、年齢層さまざまな男女が大勢、汗を流していた。

　人気があるのはランニングマシンで、壁際に十台が並んでいる。

　私も使いたかったけれど、どれも使用中。残念に思って後ろを通り過ぎようとしたらちょうど一台が空き、幸運に喜んで早速マシンに足をのせた。

　正面の壁には画面がついていて、選んだコースに応じて景色が映し出される仕組みとなっている。

　ホノルルコースを選んで走り出すと、それに合わせて南国の海辺の景色が流れていった。

　走り始めて二、三分が経ったとき、隣のマシンを使用中の中年男性に誰かが声をかけていた。どうやらマシンを譲るように交渉しているようだが、少々強引な感じのする頼み方だった。

　気になって隣を見た私は、ぎょっとする。またしても、理想的に美しいあの女性だったから。

　どうして私の隣を選ぶの……。

　息が弾む程度の低速で走りつつ、半開きの口で右隣を見ていたら、彼女と目が合ってしまう。

　中年男性をマシンから降ろした彼女は私に向けて微笑して、それから同じホノルルコースを選んで走り出す。

　そのスピードは私の二倍ほどで、そんなに飛ばして大丈夫なのかと目を見開く私だったが、彼女は涼しい顔で走り続けていた。

　すごい。アスリートみたい……。

　彼女のマシンの画面を見れば、そこには見たことのない景色が広がっていた。

　数分遅れで走り始めた彼女に、アッサリと抜かされたということになる。

　つられてスピードを上げれば息はすぐに上がり、これまで運動習慣のなかった足も悲鳴を上げ始めた。

　隣を意識しながら悔しいと感じて、それと同時になぜ悔しがる必要があるのだろうという疑問も湧く。

　私の目的はダイエットで、誰と競う必要もないのだから、つられてはダメ。ペースを落とさなくちゃ……と思ったら、酷使された足がもつれ、マシンから滑り落ちて後ろにひっくり返ってしまった。

　頭を打ちつけはしなかったけれど、衝撃を与えられた背中は痛い。しかしそれよりも、大股開きの足を高く上げたこの姿勢が恥ずかしすぎる。

　無ぶ様ざまな私を振り向いて見下ろしているのは彼女で、ハイスピードで走りながら、勝ち誇った笑みを浮かべていた。

「大丈夫ですか！」と駆け寄ってきたのは、この施設のロゴ入りＴシャツを着た若い男性トレーナー。

　利用者の注目を浴びる中で抱き起こされて、恥ずかしさはさらに増す。

　顔を真っ赤に染めた私は無事であることを伝えると、彼の腕を振りほどくようにして、急いで他のマシンへと逃げ出した。

　ランニングマシンとは別の壁際には、エアロバイクがずらりと並んでいる。

　それは進まない自転車のようなマシンで、これなら転ぶ心配はないと、空いていた一台にまたがった。

　今度こそマイペースに汗を流そうと漕こぎ出したら、隣の空いていた一台に移動してきたのはあの女性。

　なんで、ついてくるの!?

　これはもう偶然ではない。理由は分からないけれど、完全にロックオンされたようで、エアロバイクでもなぜか競い合ってしまった。

　十分ほど全力で漕いで、もう無理だと思った私は、彼女より先にマシンを降りる。

　私は肩で荒い呼吸を繰り返しているけど、彼女はハイスピードでも涼しい顔。

　またしても無意味な敗北感を味わって、今度は腹筋を鍛えるマシンに移動した。

　このマシンは斜めに傾いたベンチに、足を引っかけるところがついただけの単純なもので、人気がないためか一台しか置かれていない。

　私もあまりやりたいと思えないマシンだけど、これなら彼女と競い合う展開にならないし、今度こそ自分のペースでゆっくりと運動ができそうだ。

　地味な腹筋に取り組んで数分したとき、誰かが横に立ち、「お客さん」と声をかけてきた。

　それは、さっき転んだ私を助け起こしてくれた若い男性トレーナーだった。ピッタリとした白いＴシャツ越しに盛り上がる筋肉が見えていて、フィットネスクラブで働く人の体は、やはり違うという印象を受けた。

　私としてはムキムキマッチョより、ほどよい筋肉のほうが好き。悠馬さんのように均整の取れた筋肉が、たくましさと美しさを兼ね備えて素敵に思える。

　こんな場所で悠馬さんの裸体を思い浮かべてしまった私の頬は、勝手に色づく。

　そんな私につられたようにトレーナーの顔も赤くなり、なぜか照れくさそうに微笑む彼は話し出す。

「お客さん、最近入会された方だよね？　入会時に説明を受けていると思うけど――」

　このマシンエリアのトレーナーの指導は利用料金に含まれているから、どんどん声をかけてくださいという説明をした後に、彼は正しい腹筋の仕方を教えてくれる。

「息を吐きながら、自分のおへそを見るようにね。ちょっと速すぎるよ。腹筋はゆっくりやるほうが効果的だから」

　腹筋という単純なトレーニングにも正誤があるのだと思いつつ、指導の通りにやってみる。

　彼は私のお腹に手を当てて、腹筋に正しい力が加えられているのかを確かめてくれていた。

　それはトレーナーとしての行動で他意はないと分かっていても、悠馬さんのムッとした顔が思い起こされる。

　こんな場面を悠馬さんに見られたら、大変なことになりそう……。内緒でダイエットして格好つけたいこともそうだけど、彼の嫉妬心を煽あおらないためにも、ここに通っていることは秘密にしたほうがよさそうだ。

　真剣に腹筋に取り組む私に、トレーナーは「お客さんの名前、聞いていい？」と話しかけてきた。

「北 朱梨です」

「朱梨ちゃんね。俺は早はや見み。二十三歳」

「じゃあ、私のひとつ下ですね……うっ、お腹がキツくなってきました」

　早見さんは指導の後もなぜか側を離れず、楽しそうな顔で関係のない話を続ける。

「年上だと思わなかった。二十か二十一くらいに見えた」

「それは、ちょっとショックです。大人っぽくなりたいんですけど……あっ、もうお腹がプルプルして……」

「俺のほうが歳下なのに、敬語はいらないよ。朱梨ちゃん、この後、時間ある？　俺、二十時に上がるんだけど、ちょっと話さない？　飲みながらでも、ね？」

　もしかして私、誘われてるの？

　彼には仕事以外の目的もあって、こうして側から離れないのだとやっと理解したとき、「早見くん」と誰かが彼を呼んだ。

　それはまたしても、あの女性で……。

　いつの間にか彼女は、隣のショルダープレスという肩の筋肉を鍛えるマシンに座っていた。振り向いた早見さんに、「私にも教えてくれる？」と上品に笑いかけている。

　早見さんはなぜか戸惑っている様子で、怖ず怖ずと聞き返す。

「この前、気が散るから話しかけないでって、言ってましたよね……？」

「この前はこの前。今日は今日よ。この私に教えるのが嫌だというの？」

　美人な彼女に厳しい口調で言い返されて、早見さんは慌てて立ち上がり、彼女の側に移動した。

「すみません！　もちろん、喜んで教えます」

　するとなぜか彼女の視線が私に向き、勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

　その笑顔の意味は、いったいなんだろう……。

　彼女が早見さんに好意を抱いているわけではないと思う。邪険にしたことがあったようだし。それなら、私のことが気に入らなくて、邪魔してやろうということなのか……。

　私としては、邪魔ではなくありがたい。飲みに行こうという誘いを、断ろうとしていたところだったから。

　しかし、初対面の人にあからさまな敵意をぶつけられたのは、これが人生二度目で戸惑うところ。

　一度目は、誕生日のレストランで出会った女性三人組だ。

　私って、性別も年齢も問わず、初対面の人とも仲よくできるタイプだと自負していたのに、最近はどうもおかしい。

　素敵な悠馬さんの彼女がこんな平凡な女だから、よく思われないのかな？　いや、レストランの女性たちはそうだろうけど、彼女は違う。悠馬さんのことも、私たちの交際についても知らないはずだから。

　ふと壁掛け時計を見ると、十九時五十六分を示していた。

　腹筋マシンから飛び起きた私は、「いけない、悠馬さんにメールしないと！」と、大きな独り言を口にした。

　二十時までに帰ると言ったから、帰宅メールを送らないとまた心配させてしまう。

　慌てて立ち上がり、ロッカールームへと歩き出した私の口元には、笑みが広がる。

　美人な彼女についてはいろいろと疑問に思うところだけど、こうして背を向けて視界から外せば、すぐに気にならなくなる。それよりも、今は悠馬さんだ。

　仕事中の彼を想い浮かべながら、『たびたび嘘のメールを送ってごめんなさい』と、心で詫びる。

　でも、もう少しだけ嘘をつかせて。今に悠馬さんに釣り合うような、ナイスバディのいい女になってみせますから！










軟禁？　監禁？　彼は縛るのがお好き




　夏真っ盛りの七月下旬。

　月曜日のお昼の社員食堂は賑わっていて、冷やし中華とトマトのサラダをトレーにのせた私は空席を探していた。

　十二時半というこの時間、六十席ほどがほぼ満席で、通路をウロウロしていたら、「朱梨、こっち！」と窓際から声がした。

　振り向くと、ユッコの姿が見える。その隣の席が空いたようで、すかさずキープしてくれていた。

　ユッコの隣にトレーを置いて着席し、笑顔を向ける。

「ありがとう。助かっちゃった」

　するとユッコは内緒話をするように「向かいの席もその前に空いてたんだけど」と囁いて、それから声を普通のトーンに戻した。

「朱梨に気づかなかった。社食のおばちゃんだと思って」

　笑いながらユッコがつまんだのは、私の仕事着の割烹着。

　開発室では違和感のない姿でも、他部署の人と交ざり合う社食では脱いできたほうがよかったかなと、頭の三角巾だけを外して苦笑いする。

　そういうユッコは、半袖の白いブラウスに紺色チェックのベストとタイトスカートという、制服姿。

　うちの会社の女子社員のほとんどは制服着用で、その枠から外れるのは私のような開発部員と、外回りをする営業部の女性、重役付きの秘書くらいだろう。

　ユッコは私と同じ冷やし中華を食べていた。でも量は違って、彼女は普通サイズで私はハーフサイズ。

　並んで麺をすすりながら、「ダイエット頑張ってるんだ」とユッコが言う。

「フィットネスクラブに通って、もうすぐ一カ月になるんだけど、体重はマイナス八百グラムだよ」

「一キロも減ってないじゃん」

「そうなの。でもね、それは筋肉がついたせいだと思うんだ。脂肪より筋肉のほうが重いでしょ？　実質的には痩せてるはず」

　どう？と問うと、ユッコは箸を止めて私の顔と上半身を眺める。

　自分としてはフェイスラインがいくらかスッキリしたように思う。気になっていたお腹の贅肉も減ったような気がするし、いい調子。

　しかしユッコに、「どうって聞かれても……変わってないよ」と言われてしまう。

　そんなことはないと反論しようとしたけれど、肝心の悠馬さんにも、『痩せた？』とか『最近綺麗になったね』という言葉をまだかけられていないことに思い当たった。

　フィットネスクラブ通いは月曜から木曜の週四日で、週末は悠馬さんと過ごすから、行くことができない。

　理想的に美しいあの女性とは、これまでに六回顔を合わせていて、そのたびになぜか競う羽目になっている。毎度、敗北感を味わわされても、めげずに頑張っているというのに……。

　そのうえ悠馬さんからは、期待する言葉ではなく、ギクリとする言葉をかけられた。

『最近の朱梨はなんかおかしいな。俺に隠し事してない？』

　昨夜ベッドで言われたセリフを思い出し、サラダを食べる手が止まる。

　内心焦りつつも『なにも隠してませんよ』と笑ってみせると、それ以上は追及されなかったから大丈夫だと思うけれど。

　そんなことを考えていたら、向かいの席が空いて、すぐに別の男性が着席した。見れば、長谷部くんだった。

「お疲れ」と笑顔を向ける彼に挨拶を返し、同期三人での会話が始まる。

「朱梨ちゃん、それだけしか食べないの？　あ、ダイエット中って言ってたっけ」

　ライトグレーのスーツと水色のネクタイが似合う爽やかイケメンの長谷部くんは、ユッコの想い人。

　たちまちテンションの上がったユッコが、私の代わりに張り切って答える。

「そうそう。食事量減らして、フィットネスクラブにも通って頑張ってるんだって」

「へぇ、本格的だね。でも俺としては痩せてほしくないな。朱梨ちゃんはそのままで充分にかわいいから」

「長谷部～、営業やってるからってお世辞は言わないの。この子、副社長のためにいい女になるって意気込んでるし、褒めるよりお尻叩いてやって」

「ダイエットは副社長のためか。うらやまし……ああ、えーと、朱梨ちゃん。かわいいと言ったのは、お世辞じゃなくて本心だから」

　なんだろう、この変な感じは。会話を弾ませるふたりは確かに笑顔なのに、なぜか笑っているように見えない。ふたりとも心の中では、違う感情を抱えているような作り笑顔に見える。

　なにかあったのかなと心配しつつも先に食べ終えて、ふたりを置いて席を立った。

「先に戻るね。十二時五十分から会議なんだ」

　これから、野田さんのレシピが開発部の全体会議にかけられる。その冷凍コロッケのタイトルは『白いコロッケ』で、今年の冬の発売を狙っている。タネの中には粗く刻んだマッシュルームが入っていて、衣は極力揚げ色がつかないように揚げてある。消費者にはレンジで温め、付属のホワイトソースを後がけして食べてもらう。

　正確には、その会議は十三時からの始まりで、私は少し前に行って野田さんの手伝いをしようと思っていた。

　社食を出てエレベーターホールの横の階段を目指し、廊下を歩いていると、後ろから「朱梨ちゃん！」と呼び止められる。

　追ってきたのは長谷部くんで、その手には私の三角巾が握られていた。

「あ、ごめんね、忘れてた。届けてくれてありがとう」

　おそらく彼はまだ食べている最中だったと思うのに、走らせてしまい申し訳ない。

　しかし長谷部くんに迷惑そうな様子はなく、むしろ嬉しそうな顔で私を見ている。

　つられて私も微笑んだら、なぜか彼は表情を引きしめて思いきったように口を開いた。

「あのさ、朱梨ちゃんに紹介したいおいしい洋食屋が何軒かあるんだ。コロッケも絶品で。次の土曜日、ふたりで食べに行かない？」

　長谷部くんは営業で外回りが多いから、きっと私より外食の機会は多いと思う。

　去年の夏頃もおいしいコロッケの店を見つけたと彼に誘われて、会社帰りにふたりで食べに行ったことが一度だけあった。

　あのときはまだ悠馬さんと交際する前で、なんの躊ちゅう躇ちょもなく誘いにのったけど、今は……。

「ごめんね。きっとダメって言われると思うから……」

　誰に止められるかを口にしなくても、長谷部くんには伝わったみたい。

「そうだよね。副社長の機嫌を損ねたら困るよね……」

　そう言った彼は耳の上辺りをポリポリと掻き、苦笑いしながら「気にしないで」と踵きびすを返す。

　私の仕事の参考になると思って誘ってくれた彼に、失礼な断り方をしてしまったかな……。

　ダイエットを理由にしたほうがよかっただろうかと気にしつつ、彼の背中が廊下の角を曲がって消えていくのを、エレベーターホールで見送っていた。

　そのとき、一階に着いたエレベーターが扉を開け、悠馬さんが降りてきた。今日もネイビースーツを素敵に着こなして、女性秘書を伴っている。

　長谷部くんとの立ち話を見られなくてよかったと、ひやりとしていた。

　やましいことはなくても、悠馬さんなら間違いなく嫉妬する。

　危なかったと思う心を隠して、「副社長、お疲れ様です」と挨拶すると、私の前で足を止めた彼が柔らかく微笑んだ。

「朱梨は社食に行ってたの？」

「はい。今日は冷やし中華を食べました。これから開発部会議です」

「そうか。後でメールするね」

　秘書が後ろに控えているのに、悠馬さんったら……。

　メールするという親しげな言葉と、頭をポンポンと叩く特別扱いに、思わず私の頬はポッと火照る。

　彼と見つめ合い、微笑みを交わしていたら、秘書の呆れたような声がする。

「副社長、急ぎませんとお時間が」

　これからどこかに出かける様子の悠馬さんは振り向かずに「ああ」と応え、私から離れて歩き出す。

　後ろ姿も格好いいと見惚れながら手を振っていたら、秘書にジロリと睨まれて肩をすくめた。

　悠馬さんは副社長なんだから、手を振るんじゃなくて頭を下げるべきだった。社内では上司と部下。ちゃんとしないと……。




　十三時からの開発部会議は四十分が経過して、もうすぐ終わろうとしている。

　広い会議室には四十人ほどが五列の長机に向かって着席し、発表者の野田さんがいる二班は全員、他の班と課からは数人ずつが出席していた。

　野田さんは緊張した面持ちで、プレゼンに使用したプロジェクタースクリーンの前に立ち、結果を待っている。

　先ほどまで野田さんのレシピについてさまざまな意見が交わされて、今は前列に座っている係長職以上の開発部の上司たちが小声で相談中。

　私は三列目のドア側、端の席で、野田さんと同じく緊張しながらお沙汰を待っていた。

　どうか、野田さんのレシピが商品化に結びつきますように……。

　しかし、願いは虚しく部長の厳しい評価を聞くこととなる。

「味、製造ライン、コストをよく考えて作られたレシピであったが、四年前に三カ月で発売中止となった、きのこソース付きコロッケと似た印象を受ける。これは購買層が限定されすぎて利益が出ないだろう。消費者が冷凍コロッケになにを求めているのかを、野田くんは再考したほうがいい」

「はい」と返事をして、うなだれる野田さん。

　このレシピを形にするために、コロッケ作りの手伝いをしてきた私も一緒に肩を落とした。

　自分のレシピを商品化に結びつけるのは険しい道のり。この部署会議は三次試験といったところで、ここを通過しても最終試験である社内会議を突破しなければならない。

　そして私は一次試験である班内ミーティングに二度レシピを出して、即却下という戦歴のお粗末さ。

　野田さんを励ましたいところだけど、私なんかが慰めるのは失礼だよね……。

　会議は終了となり、立ち上がった面々がぞろぞろと会議室を出ていく。

　隣に座っていた泉さんも資料を手に立ち上がり、私に声をかける。

「朱梨が立たないと、私も出られないよ」

「あ……すみません」

　ゆっくりと立ち上がって溜め息をついたら、泉さんは首をかしげる。

「なんで落ち込んでるの？　野田さんに同情？」

「はい。野田さん、あんなに頑張っていたのに残念で……」

　分量を微調整して試作を何十回と繰り返し、やっと完成した自信作。手塩にかけた子供に落第シールを貼られた気分で、心が痛いことだろう。

　野田さんに同調して、数日は引きずりそうなほどにへこんでいる私に対し、泉さんは少しも残念そうではなかった。眼鏡の奥のクールな瞳を細め、口元に少しだけ笑みを浮かべて私をたしなめる。

「人のレシピで落ち込む暇があるなら、自分のレシピを考えなさい。私たちは同じ班の仲間だけど、ライバルでもあるのよ」

「ライバル!?」

「なに驚いてるのよ。当たり前でしょ。新商品として発売できるレシピ数は決まってるんだから、誰かのレシピが通れば自分の商品化が先に延びる。人の失敗は自分のチャンスだと思わないと」

　同じ班の仲間だから、仲よく協力して開発に取り組もうと思っていたのに、先輩たちはライバルなんだ……。

　目を瞬かせて「知らなかった」と呟いたら、泉さんに丸めた資料で軽く頭を叩かれた。

「純粋で欲がないのは朱梨のいいところでもあるけど、開発者としてはどうだろうね。私たちの開発に協力して、試作品を食べておいしいって喜んでるだけじゃ、いつまで経っても一人前になれない。来期、新人が入ってきたらすぐに抜かされるよ」

　その言葉は、強く胸に突き刺さった。

　二年目も四カ月を迎えようとしているのだから、今まで通りの取り組み方ではダメなのか。先輩たちはライバルで、追い越す気持ちで自分のレシピを考えなければならない時期に来ているのだ。

　途端に焦り始めた私だが、頭の中は真っ白で、具体的にどんな努力をすればいいのか分からない。

　泉さんはときどき厳しい指摘をするけれど、それは私のために言ってくれる優しい先輩だ。今も「泉さん……」と救いを求める私に、溜め息をついてから教えてくれた。

「私は休日によく食べ歩きをしているよ。洋食屋のコロッケはもちろんだけど、コロッケ以外の料理もヒントをくれることがある。口にするものすべてをコロッケと結びつけて、常にヒントを探してる」

　そのアドバイスに長谷部くんの顔を思い出し、コロッケが絶品のおいしい洋食屋に行こうというあの誘いにのってみようかと思い直す。

　でも、悠馬さんに怒られそうだし……。

　考え込む私を押しのけるようにして泉さんは通路へ。それから「先に戻ってるよ」と廊下に出ていく。

　慌てて私も資料を手に、廊下で彼女に追いついたけど、心の中ではまだ迷っていた。「食べ歩き……」と呟いたら、「太るって気にしてるの？」とクスリと笑われる。

「副社長と釣り合ういい女になるって宣言してなかった？　いい女というのは、見た目だけじゃないでしょ。仕事でも、いいところを見せてあげないと」

　目から鱗うろこのその言葉にハッとさせられ、皺になるほどに資料を握りしめる。

　なにもかも泉さんの言う通り。仕事でも活躍しないと、副社長である彼に似合う女とは言えない。

　急に立ち止まった私に彼女も足を止め、二歩分の距離を空けて振り向いた。

「どうしたの？」

「泉さん……ありがとうございます。おかげで目が覚めました。私は食べます。食べることとダイエットを両立させて、全力でいい女を目指します！」

　胸の奥でフツフツと闘志が湧き上がり、今ならコロッケを三十個は食べられそう。

　泉さんは目を瞬かせ、「食べるだけじゃなくレシピに結びつけなさいね」と、もっともな注意を与えてから、姉のような眼差しを向けてきた。

「さっき朱梨のこと、純粋で欲がないと言ったけど、単純で猪ちょ突とつ猛もう進しんも付け加えとく。朱梨を選んだ副社長の気持ちが少し分かるわ。ついつい面倒見たくなっちゃうのよね」

　褒め言葉なのかは微妙だが、「ありがとうございます！」と元気に返事をして、心の中では長谷部くんのことを考えていた。

　次の土曜、彼が他の予定を入れてしまう前に連絡しないと。今の私には、おいしい洋食屋のコロッケが必要なのだから。




　それから三日後の木曜日。

　十八時になってもまだ空は水色で、日中の蒸し暑さが持続している。

　退社した私は社屋から程近いカフェにひとりで入り、アイスティを注文していた。窓際のふたり掛けテーブル席で、車と人の行き交う通りを見ながら物思いにふける。

　長谷部くんと土曜日に出かけることは決定し、紹介したい店が三軒あるということで、十一時に待ち合わせて夕方まで食べ歩く予定だ。お互いに同期以上の感情を持っていなくても、ふたりきりだとデートのようで後ろめたいから、『ユッコも一緒に』とお願いしている。

　三日前の社食で、ふたりの雰囲気が微妙におかしいと感じたけれど、それは気のせいだったみたい。『分かったよ。じゃあ俺から連絡しておく』と彼は爽やかに言ってくれたから。

　長谷部くんから誘われて、きっとユッコは喜んだことだろう。彼女の恋愛にも協力できて一石二鳥。食べ終えたら早めに抜けて、ふたりきりにしてあげないと。

「お待たせしました」

　注文したアイスティが運ばれてきたので、考えるのをいったん中断する。

　テーブルにグラスを置いたカフェ店員は、二十歳くらいに見える大学生風の男の子。白いシャツに深緑色のエプロンを着て、耳下までの髪は波打つ明るい茶色をしていた。耳には若者向けブランドの目立つピアスもつけられている。

　社会人になれば、特に男性はヘアスタイルやアクセサリーで遊べなくなるから、今のうちにお洒落を楽しんだほうがいいよね……。

　アイスティを運んでくれた彼に笑顔でお礼を言えば、なぜかウインクを返された。

　吹き出した私に彼も一緒に笑い、それから親しげに話しかけてきた。

「君のこと、どこかで見かけた気がするんだ。もしかして同じ大学？」

　この店をこれまでに何度か利用してきた。私の記憶にはないけれど、見覚えがあるというのなら、それはここでのことだと思う。大学でないことだけは確かだった。

　大学生ではなく、ＯＬだと彼の勘違いを訂正したら、「ええっ、年上のお姉さんなの!?」と驚いてみせる顔は少々芝居がかっている。

　もしかして、見た目より若い年齢を言って女性客を喜ばせようという、サービスなの？　大人っぽく見られたい私としては、褒め言葉じゃないのに……。

「ごゆっくり」と言い置いて店員が離れていくと、私はガムシロップを手に取った。しかし、思い直して小さなかごの中に戻す。

　ダイエットと新作レシピのための食べ歩きを両立させるには、余計なところでのカロリー摂取は控えたい。

　腕時計に視線を落とすと、十八時十四分。

　悠馬さん、急いで仕事を終わらせると言ってたけど、あとどれくらいで来るかな……。

　いつもならフィットネスクラブで汗を流しているこの時間に、カフェで彼を待っている理由は、夕食を一緒に食べようと誘われたため。

　私が今週末は一緒に過ごせないとメールしたから、穴埋めの意味での食事の予定。平日の彼は遅くまで仕事をする人なのに、スケジュールを狂わせて申し訳なく思う。

　アイスティをひと口飲み、私らしくない溜め息をついたのは、申し訳なさの他に緊張もしているせいだ。

　嘘がバレて、問い詰められたらどうしよう……。

　食べ歩きのカロリーを考えれば、今週末はできるだけ長時間フィットネスクラブで過ごしたい。そう思って今日の午後、こんな嘘のＬＩＮＥメールを彼に送った。

【母がぎっくり腰になったので、今週末は実家で店と家事を手伝おうと思います】

　いい女計画のためについた嘘はこれで何度目か。

『ごめんなさい！』と言いながら送信したメッセージの返事はしばらく届かなかった。

　退社前にやっと来た返信では、今日一緒に夕食を、ということ以外書かれていなかったけど、やましさを感じる心には、これから私を問い詰めるつもりだったりして、という不安がよぎる。

　落ち着かない気持ちでアイスティをチビチビと飲みながら十八時半になったとき、呼んでいないのに、さっきのカフェ店員が側に来た。その手には小皿が持たれていて、おいしそうなクッキーが三枚のせられていた。

　それを私のテーブルに置くから首をかしげる。

「注文してないですよ？」

「俺からのサービス。さっきから物憂げに溜め息ついてどうしたの？　君には笑顔が似合うよ。これ食べて元気を出して」

　そんなにあからさまな溜め息はついていないと思うのに、よく気づいたものだ。そして心配してサービスしてくれるなんて、ずいぶんと優しい店員さん。

　親切をダイエット中だからと無下にはできず、笑顔を作ってお礼を口にする。

「ありがとうございます。優しいんですね」

「かわいい子にはね。ブスにはいっさいサービスしないけど」

　あれ、そんなに優しい人でもないのかな……。

　彼への評価が決まらなくて微妙な笑顔でクッキーを口にすると、彼は二度目のウインクをくれてまた仕事へと戻っていった。

　お腹が空いていたから、甘いクッキーがとてもおいしく感じられる。カロリーを気にしつつも、あっという間に食べ終えて、それから「え？」と呟いた。

　敷かれていた四つ折りの紙ナプキンに、【めくってみて】と書かれているのだ。

　クッキーの粉を落として開くと、そこには次のメッセージが。

【おいしかったでしょ？　君が元気になれる魔法をかけておいたからね】

　その下には【悩み相談受付中】という言葉と、彼の名前と連絡先も書かれていた。

　これは優しさなのか、それとも下心的なものなのか……。どちらにしても連絡する気はない。悠馬さんを傷つけたくないもの。

　そっと四つ折りに戻し、気づかなかったふりをして置いていこうと考えたが、カウンターの内側で仕事中の彼を窺うかがうと、目が合ってしまった。

　慌てて目を逸らし、紙ナプキンを手の平サイズにまで折り畳んでうろたえる。

　気づかなかったふりが、できなくなっちゃった……。

　そこに運悪く悠馬さんが現れたから、さらに焦ることとなる。

「朱梨、お待たせ」

　私の横に立ち肩に手をかけた彼の視線が、私の手元に移った気がした。

　慌てるあまりにキュロットスカートのポケットに紙ナプキンを突っ込んで、椅子を鳴らして立ち上がる。

「ゆ、悠馬さん、こんにちは！」

「は？」と訝しげな顔をされ、『しまった』と心の中で呟く。

　動揺しておかしな返しをしてしまった。

　なにを隠したのかと問われる予想に心臓を忙しくさせていたけれど、彼の視線がポケットに向くことはなく、「行こうか」と私のバッグと会計伝票を手に歩き出した。

　ホッとしながらスーツの背中を追いかけ、「自分で払います」と声をかけたら、「俺が払う。あいつに話もあるしね」と言われた。

　疑問に思う私の視線は、レジで止まる。

　レジカウンターに立っているのは、クッキーをご馳走してくれたカフェ店員で、『あいつ』とは彼のことではないかと冷や汗が流れ落ちた。

「悠馬さん、あの……」

　レジの前で会計伝票を出す悠馬さんは、呼びかけても答えてくれない。

「四百十円です」と事務的に言うカフェ店員には、私に向けてくれたような笑顔はなく、どことなく不愉快そうに見える。

　悠馬さんは財布から一万円札を取り出し、ステンレスのキャッシュトレーに置いた。

「お釣りはいらないよ」

　不自然なほどの太っ腹な発言に、私も店員も驚いて目を丸くする。

「いらないと言われましても……」

「小皿のお菓子代として取っておいて。俺の彼女が、君に奢おごられる理由はないからね」

　そっか……伝票には飲み物代金しか書かれていないのに、テーブル上にはお菓子が出された形跡があったから、誰かにサービスされたと気づいたみたい。

　でも、他にも店員がいる中で、どうして彼だと分かったの？　私が気づかなかっただけで、ふたりはレジで対面する前にも視線をぶつけ合っていたのかも……。

　そう推測して、ポケットに隠した紙ナプキンを気にした。

　これ以上、嫉妬心を刺激しないためにも、これは絶対に見せられない。家に持ち帰ってから処分するしかない。

　けれども突然彼の手がポケットに差し込まれ、私は「あっ！」と声を上げた。

　悠馬さんは、なにもかもお見通しといった顔をして、取り出した紙ナプキンを一万円札の上に置く。

「これも、いらないよ」

　口元に笑みをキープしているけど、怒りと嫉妬の感情はひしひしと伝わってくる。

　店員の彼はムッとして、なにも答えずに悠馬さんと睨み合っていた。

　一触即発のふたりに私はハラハラさせられて、「ごめんなさい！」と店員に謝ると、悠馬さんの腕を引っ張るようにして急いで店外に出た。

「悠馬さん、お願いですから、ああいうのはやめてください」

　店の前で向かい合って立ち、冷や汗をかかされたことへの文句を口にすると、腕組みをした彼に「俺が悪いの？」と問いかけられた。

　そんなふうに聞かれたら……「悪くないです」と答えるしかない。

　嫉妬させるようなことをした私のほうが悪いのかもと反省し、肩をすくめて「ごめんなさい」と謝る。その上で「連絡する気はこれっぽっちもなかったんです」と、浮気心がないことだけは強調しておいた。

　俯く顔の目線だけを上げて彼の機嫌を窺うと、形のよい唇から溜め息が漏れている。

　それから彼は私の腰に腕を回して歩みを促した。

「分かってるよ。朱梨は真面目だし、二股かけられるような器用なタイプでもないってことは」

　その声色からは不機嫌さが消えていて、許してくれた様子に私はホッと胸を撫で下ろした。

　ビルの谷間が茜あかね色いろに色づいて、私たちの影が長く後ろへと伸びている。ほんの数メートル先の路肩には、悠馬さん御用達の個人タクシーが停車していて、私たちが近づくと後部席のドアが自動で開いた。

　乗り込んでタクシーが走り出すとすぐに、先ほどの話の続きに戻される。

「朱梨は浮気しないと信じてる。あいつが勝手に連絡先を渡してきたんだね？　それで俺が現れたから、朱梨は焦ってポケットに隠したという感じだったな。けど……」

　すべてを分かってくれているようなので、これ以上の言い訳は必要なく、浮気ができない女だと信じてくれるのも嬉しい。

　それはいいとして……『けど』ってなに？

　左隣の端麗な横顔を見つめて首をかしげると、彼の目線だけが私に流されフッと笑われた。それに色気を感じて瞬時に顔が熱くなり、心臓が跳ねる。

　タクシーの中だというのに、私はなにを期待しているの……。

　目線ひとつでキスしてほしい気分にさせられ、その気持ちを恥ずかしく思っていたら、急に肩に腕を回されて引き寄せられた。もう一方の手は私の顎先をつまみ、数センチの距離まで顔を近づけてくる。

　タクシーの運転手に気づかれてしまう……。

　胸を高鳴らせつつも心配していたが、その唇はキスをくれるのではなく、ニヤリと吊つり上がった。

「朱梨ちゃん？」

「え、〝ちゃん〟って……」

「俺になにか隠してるよね？　白状しないと、このままさらって家に閉じ込めるよ？」

　どうしよう、勘づかれているみたい……。

　窮地に追い込まれて青ざめたけど、そう聞くということは、いい女計画の内容までが知られたわけではないようだ。

「えーと、隠し事って、なんのことでしょう？」

　棒読みでごまかしてみたら、額をコツンとぶつけられて、さらに距離が縮まった。

　とてもじゃないが、目を合わせていられない。なんとかこの場を切り抜けたいと心であがきながら、心地よく冷房の効いた車内でダラダラと冷や汗を流していた。




　土曜日、私は若者で賑わう繁華街の駅前の広場にやってきた。

　今日は曇り空で、日差しが遮られているのはありがたい。とはいっても、最高気温は二十八度の予報なので、涼しい日とは言えないけれど。

　半袖のシフォンブラウスと膝丈スカートという格好の私は、待ち合わせ場所付近で、雑踏の中から長谷部くんとユッコを見つけ出そうとしている。

　電車の中で長谷部くんから【着いたよ】というメールをもらったんだけど……あ、いた。

　彼は花壇の横に立っていた。七分丈の白いパンツに水色のシャツという涼しげな格好をして、それがよく似合っている。

　手を振りながら近づいていくと、私に気づいた彼も笑顔で手を振り返してくれる。

「お待たせ。あれ、ユッコはまだ？　待ち合わせの十一時ギリギリになっちゃったから、私が最後だと思ってた」

　そう言うと、長谷部くんが「実は……」と言いにくそうに話し出す。

「急用で来れなくなったって、さっきユッコからメールが届いた」

「えっ!?」

　ちょっと待ってよ、それはマズイ。長谷部くんとふたりきりだと、はたから見ればまるでデート中のカップルだ。

　二日前にカフェを出た後、タクシーの車内でも食事をした和食ダイニングでも、悠馬さんに『なにを隠してる？』と問い詰められた。

　作り笑顔で必死にごまかしていたら、最終的には『俺の気のせいか』と言ってもらえたけれど、ホッとすることはできない。罪悪感で心が痛いからだ。

　しかし今日のことを正直に話せば、男もいるならダメだと言われるだろうし、やっぱり嘘をつくしかない私は、『ユッコも一緒だから』と心の中で言い訳をしていた。それなのに、ユッコに欠席されると困ってしまう。

　六月の同期の飲み会で、長谷部くんから交際相手と別れたという話を聞いた後に、ユッコは『本気で頑張ってみようかな』と、はにかみながら教えてくれた。

　今日の食べ歩きは絶対に来るはずだと思っていたけど、急用っていったいなに？

　考えても、長谷部くんより優先度の高そうな用事を思いつけない。

　もしかして、急用というのは私たちを心配させないための嘘で、本当は体調を崩して寝込んでいるのでは……。

　心配になってスマホを取り出すと、長谷部くんに止められた。

「あ、あのさ、ユッコは今頃、友人の結婚式に参列中だから、電話しないほうがいいよ。ほら、チャペル内で着信音が鳴り響くと困るだろうし」

「友達の結婚式なの？　え、急用で結婚式って、そんなのあるの？」

「あ～なんかね、そんなに親しくない友人の結婚式に、急な欠席者の穴埋めで参加を頼まれたみたい」

「そっか……」

　そういうこともあるよね。きっと後ろ髪を引かれる思いだったろうと、ユッコに同情していたら、長谷部くんに爽やかな笑顔を向けられた。

「俺とふたりでもいいよね？」

　この誘いを一度キャンセルした後に、やっぱり行きたいと勝手なことを言って都合をつけてもらっていた。それなのに『ふたりなら無理』とは、私には言えない。

　悠馬さん、ごめんなさい。デートみたいに見えるけど、違うんです。これは新作レシピのヒントを探すための食べ歩きで、仕事の延長線上のことなんです。

　そうやって心の中で言い訳し、私は「うん……」と頷いた。

「じゃあ、早速、一軒目に行こうか」

　長谷部くんは嬉しそうな顔をして、なぜか私の手を取る。

　手を繋いで歩こうとしているようだけど……どうして!?

　モテる彼のことだから、女の子とふたりでいるときの癖のようなものかもしれない。でも、私はただの同期。間違えてもらっては困るよ！

　驚いて手を引っ込めようとしたけれど、その前に、繋がれた手が無理やり解かれた。

　腰を曲げて杖つえをついた白髪のおじいさんが後ろからやってきて、私たちの間を強引に通り抜けたのだ。

　夏だというのに、紺色の着物の上に羽織まで着込んでいる。マスクをして、曇り空の下でなぜか顔の半分が隠れそうなほどの大きなサングラスをかけていた。

「すみませんねぇ」と、マスクの奥でくぐもった声で謝るおじいさんは、私たちの横にある花壇のレンガの囲いに「どっこらせ」と腰かけていた。

　あれ、この人どこかで会ったことがあるような……。

　マスクとサングラスを外して顔を見せてほしいところだけど、勘違いかもしれないので、そんな失礼なお願いをすることはできない。

　それで、知り合いかどうかを確かめるために声をかけようとしたが、長谷部くんが「行こうよ」と先立って歩き始めたので、その場を離れるしかなかった。




「あの店だよ。老舗しにせって感じだろ？」

　長谷部くんが連れてきてくれた店は、メインストリートから外れた裏通りの、マンションや住宅が建ち並ぶ中に、ひっそりと埋もれるようにあった。

　緑色のビニールのひさしに店名が書かれ、庶民的で昭和の香りが漂う古めかしい外観をしている。ドアの横にはプラスチックケースに入れられた食品サンプルが展示され、スパゲティもオムライスも色褪あせていた。

　決しておいしそうには見えない食品サンプルに、私はコクッと喉を鳴らした。

　綺麗で小洒落た新しい店より、地元住民に昔から愛されているこういう店のほうが、私の求めるヒントをくれそうな気がする。

　コロッケは庶民のおかず。私が作りたいコロッケはおいしいだけじゃなく、食べてホッと懐かしい気持ちにさせられるコロッケなのだと、食べる前に気づかされた。

　今の気づきを忘れないように、バッグからノートとペンを取り出し、メモをする。

　すると、長谷部くんに苦笑いされた。

「完全に仕事モードだね」

「うん」

　なにを当たり前のことを言っているのかと疑問に思いつつ、彼の開けてくれたドアから店内へと足を踏み入れた。

　中は四人掛けのテーブルが四つと、ふたり掛けが三つあり、奥にはそれほど広くない厨房が見えている。そこに白いコック服を着た中年男性と、緑色のエプロンを着た中年女性がいて、「お好きな席へどうぞ～」と、奥から揃って声を張り上げた。

　十一時十分という昼食には少し早いこの時間、他の客はふた組だけで、私たちは厨房に近い壁際の四人掛けテーブル席に向かい合って座った。

　混んでくるのはきっとこれからだと予想したら、カランコロンとドアベルが鳴る。

　何気なく振り向いた私は、目を瞬かせた。

　入ってきたひとり客が、先ほど駅前の広場で会った、あのおじいさんだったのだ。

　後をつけてきたわけじゃなく、偶然だよね……？

　それにしても、腰を曲げて杖をついて歩くおじいさんなのに、私たちとさほど変わらないスピードで歩けることに感心させられる。腰を伸ばしたら身長は百八十センチほどありそうだし、歩幅が大きいのかもしれない。

　長谷部くんは「さっきのお年寄りだね」と囁くように言っただけで、すぐに興味をメニュー表に移す。

「朱梨ちゃんはコロッケ定食だよね。デザートも食べる？」と問いかけられたので、私も意識をおじいさんから離し、メニューを選び始めた。




「お待たせしました」

　しばらくすると、注文した料理が運ばれてきた。

　長谷部くんはパンとサラダのついた、ビーフシチューのセットで、私はコロッケ単品と、ハンバーグとオムライス。

「そんなに食べられるの？」と、彼に心配そうに聞かれた。

「食べるよ。今日はカロリーを気にしないことにしてるの。コロッケ以外のものからもヒントを得られるって泉さんが言ってたし、いろいろ食べないと」

　フォークを手にして、そう宣言したけれど、三つの皿を見て、残したらどうしようと心配にもなり言い直す。

「やっぱり、量が多いかも。ちょっと手伝ってもらえるかな……」

　意気込みはあっても、胃袋の容量は変えられない。

　長谷部くんは笑って手でＯＫサインを作ってくれて、私は照れ笑いを浮かべながらまずはコロッケを口に運んだ。

　サクッとした軽い衣の後に、粗めに潰したジャガイモのホクホクとした食感と甘み、それと挽き肉の旨味が口に広がる。

　使用しているのは多分、男爵イモで、タマネギと挽き肉の割合は二対三。挽き肉は豚と牛の合あい挽びきで、油はラードとサラダ油を混ぜたものだろう。油の比率までは、ちょっと分からないな……。

　食べては考え、ノートを広げてメモを取る。ハンバーグもオムライスも同じようにしていたら、長谷部くんが「聞いてる？」と話しかけてきた。

「あ、ごめんね！　全然聞いてなかった。もう一回言ってくれる？」

「大した話じゃないから、言い直すほどじゃないんだけど……。せっかくの機会だし、もう少し俺と、その、アレしてくれたら嬉しいというか……」

　なぜか歯切れの悪いしゃべり方をする彼は、よく分からないことを言う。

　この食べ歩きでの目的を前もって伝えてあるはずなのに、どうしたのだろう。会話を弾ませながら楽しく食べるほうを優先させてと言いたいの？

「私は遊びに来たわけじゃなくて、新作レシピのヒントを探しに来てるんだよ」

　いったんペンを置いて再度目的を説明すると、彼はごまかすかのように笑顔を作り、スプーンにのせたビーフシチューの肉を私に向けた。

「仕事目的なのはもちろん分かってる。はい、俺のビーフシチューも食べる？　これが冷凍コロッケにどう結びつくのか分かんないけど」

　濃厚なデミグラスソースでよく煮込まれた牛肉は、歯が不要なほどに柔らかそう。

　おいしそうだと思うと、自然に口が開いていた。

　長谷部くんのスプーンが私の唇に触れようとしたら、後ろのテーブル席でゲホゲホと大げさなほどに咳き込む大きな声がした。

　あの、おじいさんだ。

　ビーフシチューを口にすることなく立ち上がった私は、慌てておじいさんの側に駆け寄って、その背をさする。

「大丈夫ですか？　お水、飲めますか？」

「水はいい。もう平気じゃ。すまんの……」

　おじいさんの前には、アイスコーヒーしか置かれていなかった。

　料理を注文していないのか、それともこれからなのか分からないが、むせた原因はこれみたい。

　気道に食べ物を詰まらせてはいないようで、平気だと言われたことでもあり、私はすぐに自分の席に引き揚げる。着席する際にチラリと振り返ると、おじいさんはなぜかマスクを外さず、その下にストローを差し込むようにして飲んでいた。

　店内なのだからサングラスも外せばいいのに、まるで顔を見られたくないような……。

　変わった人だと感じた直後にハッとした。

　このおじいさんは、芸能人かもしれない。すぐに思い当たる人物はいないけれど、有名な映画やテレビドラマの出演俳優だったりして。駅前で知り合いのような気がしたのも、きっとそのせいだ。

　顔を隠している様子に、そう結論づけた私は、有名人の休日を邪魔してはいけないと気にするのをやめて、意識を料理に戻した。

　ハンバーグを食べては考え込み、オムライスの具材を調べてはノートに記す。

　その間、長谷部くんは溜め息を漏らすだけで、もう私に話しかけてこなかった。




　混んできた洋食屋を出たのは十二時半頃のこと。

　涼しい店内から外へ出るとさらに蒸し暑く感じられ、日陰を選んで駅の方へと歩きながら、長谷部くんに問いかけた。

「次のお店は、どこにあるの？」

　今日は三軒の洋食屋を回る予定でいるのだが、「もう行くの？　食べ歩き以外のこともしようよ」と彼に苦笑いされた。

　満腹ですぐに二軒目は無理だと言われ、映画やカラオケを提案される。

　確かに私も、お腹はいっぱいだけど……。

　頭に浮かぶのは、悠馬さんの顔。仕事のためとはいえ、長谷部くんとふたりでいることが後ろめたいのに、ただ遊ぶだけなのは気が進まない。

　やはりこの外出は、食べることと切り離せない。

　立ち止まってスマホを取り出した私は地図アプリを起動させた。

「なに調べてるの？」

「ええとね……あ、あった」

　探していたのは、この住宅地の近辺にある商店街。私の実家もそうだけど、商店街には大抵、肉屋や総菜屋があり、手作りコロッケを売っている。

　今すぐ二軒目の洋食屋が無理でも、コロッケひとつくらいなら食べられるよね。

　地図で見つけた商店街はここから東に二キロほど離れた場所にあり、歩けば腹ごなしにもなるし、カロリー消費も望めてちょうどいいだろう。

「ちょっと歩くけど、長谷部くんは営業だから歩くの得意だよね？」

「いや、営業といっても、常に歩いているわけじゃないよ。でも、それでいい。朱梨ちゃんと話しながら歩けば、長距離もあっという間に着きそうだ」

　同意をもらえたので、駅へと向けていた足を逆方向へ。すると……。

「あれ？」

「朱梨ちゃん、どうしたの？」

「今そこに、あのおじいさんの着物が……」

　洋食屋の二軒隣の民家の横に車は通行できない細い路地があり、その曲がり角におじいさんの羽織の袖がチラリと見えた気がしたのだ。

　隠れてこっちを覗き見ていたのではないかと、その路地までの十数歩を走るも、そこにおじいさんの姿はない。

　路地はひと気がなく、洗濯物が軒のき端ばに揺れる生活感のある住宅地の光景が広がっているだけだった。

　追いついた長谷部くんが路地を覗いて、「さっきのおじいさんがいたの？」と聞いた。

「そんな気がしたんだけど、気のせいかな。杖をついたお年寄りが、忍者みたいにパッと消えるはずないよね」

　忍者という言葉に彼は笑い、「この辺りに住んでいる人かもしれないよ」と別の意見をくれた。

　それは違う。顔を隠して歩くほどに有名な俳優なら、一等地の豪邸かタワーマンションの最上階に住んでいそうだもの。

　芸能人説を唱えたら、「極端な推理だね」と彼はまた笑った。




　その後は、おじいさんの正体についてふたりであれこれと推測し、会話を弾ませて歩くこと三十分ほど。やっと目的地の商店街にたどり着いた。

　アーチ型の屋根のアーケードが二丁分に渡って伸びていて、三十ほどの店が狭い間口を構える中規模の商店街は、中高年の買い物客で賑わっている。

　私の生まれ育った実家も似たような雰囲気なので、親しみと楽しさを感じていた。

　一方、長谷部くんはあまり居心地がよさそうに見えないけれど、笑顔の私に合わせようとして「たまにはこういう場所も楽しいね」と言ってくれた。

　お茶屋の店先で緑茶を試飲して、乾物屋でおぼろ昆布を試食する。【お試しください】と書かれている足裏マッサージ機に足をのせ、生花店の前ではカラフルに愛らしく咲く花に見惚れて立ち止まった。

「こういうの、いいよね。手頃な値段でいろんな花を楽しめて」

　私が指したのは、ミニブーケ。五種類の花をコンパクトに束ね、包装フィルムで巻いたブーケが水を張ったバケツにたくさん入れてあった。

　価格は五百円で、それなら食料品や雑貨を買うついでにミニブーケもという気持ちにさせられる。

　花に頬を綻ばせる私の隣で、長谷部くんが財布を出していた。「いらっしゃい」と出てきた女性店員に「これひとつください」と言うので、私は慌てる。

「もしかして、私に買ってくれようとしてるの？」

「そうだよ。欲しいんでしょ？」

「だ、ダメだよ！」

　やっぱり頭に浮かぶのは悠馬さんの顔で、この場にいないにもかかわらず、顔色を気にしてしまい、長谷部くんに「なんで？」と首をかしげられた。

　悠馬さんが不機嫌になるから……とは言えない。そんな言い方をすれば、今日のことを副社長に報告されるのかと、怯えさせてしまいそう。

「ええと、夕方まで食べ歩くでしょ？　萎れちゃうかもしれないから……」

「それもそうだね」

　適当な言い訳を見つけ、彼にお財布をしまわせていたら、急に後ろに低い声がした。

「このミニブーケを全部くれんかのう」

　どことなく作り物のようなその声に聞き覚えがあり、すべて買おうとしていることも含めて驚きの中で振り向いたら、またあのおじいさんがいた。

　どうしてここにいるの!?　これも偶然？

　同じように目を見開いている長谷部くんだったが、私を背中に隠すように一歩前に出ると、「すみませんが」と詰きつ問もん調で話しかけた。

「俺たちの後をつけてきたんですよね？　いったい、なにがしたいんですか？」

　そうよ、これは偶然ではない。三度、同じ場所で顔を合わすなんて、ついてきたとしか思えない。そうすると、洋食屋近くの路地に気配を感じたのも気のせいではなく、確かに覗かれていたのだろう。

　ここまでの移動距離は二キロほどで、約三十分かかっている。

　私たちに離されずに尾行してきたなんて……意外と足腰が丈夫なんだ！

　感心する私に対し、長谷部くんは警戒心剥き出しで、おじいさんと対たい峙じしている。

　しかし、おじいさんのほうは彼の質問に答えず、顔も見ようとしない。花屋の店員に代金を支払い、十五束のブーケを淡々と受け取っているだけだった。

「聞こえてますよね？　答えてください」と、長谷部くんが詰め寄ろうとするから、私は慌てて彼の正面に回り込み、宥めようとした。

「お願い、お年寄りには厳しくしないで。私は別に構わないから……」

　芸能人のおじいさんが、なぜ私たちの後をつけるのか。その理由はさっぱり分からないけど、尾行されても問題はない。悠馬さんに後をつけられているというのなら、ものすごく困るけれど。

　長谷部くんの腕を撫でるようにして、その怒りを鎮めようとしていたら、突然おじいさんに手を引っ張られ、彼から離された。

　急に手を取られたことよりも、引き剥がされた後の手に持たされた物に驚く。購入したばかりのたくさんのブーケの入ったビニール袋を私にくれたのだ。

「あ、あの……」

「わしからのプレゼントじゃ。花を萎れさせたくなければ、早く家に帰りなさい」

　一方的にそれだけ言うと、おじいさんは踵を返す。右手で杖をつき、左手を腰の後ろに添え、いかにもお年寄りらしい歩き方で商店街のアーケードを出ようとしていた。

　その後ろ姿を黙って見送っていたら、隣に長谷部くんの舌打ちが聞こえた。

「変な人だな。デートを邪魔された気分に……あ、ごめん。デートじゃなく食べ歩きだね！」

　彼は慌てて訂正していたが、私は『デート』と言われたことよりも、まだあのおじいさんが気になって背中を目で追っていた。

　少しだけ手を握られたけど、お年寄りらしくない手をしていて、スベスベとした肌に男らしい指はスラリと長かった。それに、踵を返した際にふわりと香った甘い匂いは、どこかで嗅いだ覚えがある。どこだったかな……。

　羽織の後ろ姿は商店街から消えてしまったが、アーケードの出入口をじっと見つめて記憶を探る。しかし、思い出す前に長谷部くんに話しかけられ、思考は中断された。

「あそこに総菜屋があるよ。コロッケもありそう。変な老人のことは忘れて楽しもう」

「う、うん……」

　コロッケはもちろん食べるけど、おじいさんのことは忘れられそうにない。さっきから頬が火照り、鼓動が二割増しで速度を上げていた。

　これからも食べ歩くのでブーケを渡されても困るはずなのに、私はどうして喜んでいるんだろう……。

　その後は総菜屋で三種類のコロッケと蒸したてのシュウマイをひとパック購入し、どこで食べようかと周囲を見回す。するとアーケードを抜けた先に【『鶴つる亀かめ公こう園えん』、五十メートル先】と書かれた標識を見つけ、そこまで移動しようという話になった。

　移動しながら、左右、後ろと視線を配るのは、おじいさんが尾行しているのではないかと気にしているせい。でも今度は気配を感じなかった。

　もうついてこないのかな……。

　それを残念に思う私は、いったいどうしてしまったのか。

　サングラスとマスクで顔は見えなかったけれど、さすがは芸能人というべきイケメンオーラが感じられた。声も手も若々しく長身で、若い頃も今もきっと女性人気はすごいのではないかと想像させられる。

　大人買いしたブーケをサッとプレゼントしてくれるし、素敵な人だったな。

　名前と顔を知りたい気分になり、ハッとして首を横に振った。

　私には悠馬さんという最高の彼氏がいるのに、お年寄りとはいえ、他の男性にときめくなんて……。

　その浮ついた心をごまかそうと、わざとはしゃいで長谷部くんに話しかける。

「あそこのベンチまで競争しようよ。よーい、ドン！」

「え、この歳でかけっこ？」

　走り出した私にすぐに追いつき、追い越していく長谷部くん。東あずま屋や風ふうの屋根のついたベンチに先に着いたのは彼で、「暑いのに走らせないでよ」と文句を言いつつも楽しそうに笑ってくれた。

　鶴亀公園は緑が多く、小さな池と遊歩道があり、花壇は美しく手入れされていた。遊具は滑り台とブランコのみで、大人の散歩のために作られたような公園だ。

　東屋の屋根の下はいくらか涼しく、並んでベンチに腰を下ろした私たちは早速、買ってきた包みを広げた。

　すべてを半分に分けて食べながら、またペンを手に特徴をノートに書き込む。

　そんな私を黙って見ている長谷部くんは、クスリと笑った。

　その笑い方に、どことなく後ろ向きな気持ちが込められている気がして、ペンを止めて左隣を見る。

「どうしたの？　疲れちゃった？」

　すると彼は苦笑いして、私から視線を逸らす。

「帰りまで黙っていようと思ったんだけど……無理なのはもう分かったから、今言うよ。本当は、ユッコに今日のこと――」

　この食べ歩きに、最初からユッコを誘っていなかったと打ち明けられて驚いた。

　急な結婚式云うん々ぬんの話も、嘘だったみたい。騙だました理由は、『朱梨ちゃんとふたりで遊びたかったから……』ということらしい。

　まるで私を狙っていたかのような暴露話にうろたえ、右手からペンが滑り落ちる。食べかけのコロッケまで落としそうになって「あっ」と声を上げたら、コロッケごと左手を彼に握られた。

　いつものただの同期ではない、男の顔をした彼が、私をじっと見つめてきて……。

「実は入社時から朱梨ちゃんのこと、かわいいと思って狙ってたんだ」

「え!?　で、でも長谷部くん、社内の何人かと付き合ってたよね？」

「ふたりね。ふたりとも美人なだけで、なにか違うと思ったから別れることになった。やっぱり朱梨ちゃんがいいなと、最近は特に思うようになって」

　同期会のとき、確か長谷部くんに〝ちょうどいい女〟だと評価された覚えがある。

　ショックを受けてしまったけど、あの言葉は彼なりの褒め言葉だったの……？

　私の左手を握る力を強めるから、食べかけのコロッケが潰れてしまいそう。

　どうしようとうろたえるばかりで、この手を振りほどくこともできず、「私には悠馬さんが……」と、それだけを口にした。

　長谷部くんはもちろん知っているというように、深く頷く。

「セレブな副社長より俺のほうが似合うと思って、今日のデートで朱梨ちゃんの気持ちを変えようと企んでた。でも恋愛対象外なのが分かっただけ。副社長と張り合うどころじゃない。というより、俺ってコロッケ以下の存在でしょ？」

　長谷部くんとコロッケ、どちらが好きかと問われたら、答えはコロッケになる。

　思わず正直に頷いてしまい、失礼なことをしたと慌てたら、彼が吹き出した。

　あれ、傷ついてないの？　私を想う気持ちは、それほど深くないのかな……？

　声を上げて笑う長谷部くんにつられて笑いながら、その気持ちの程度を測っていたら、急に笑いを消した彼が不機嫌そうな顔をする。

「俺、振られたの初めて。悔しいな。せめて思い出くらいもらってもいいよな？」

「思い出って……えっ!?」

　掴まれている手を引っ張られ、私の体は長谷部くんの胸の中へ。片手で彼の胸を押して急いで離れようとしたら、目の前に彼の唇があってさらに慌てることになる。

「長谷部くんダメ！　絶対にダメ！」

「なんで？　キスくらいいいじゃん。副社長には秘密にしておくから」

　いつもの彼は強引に女性に迫る人じゃないのに、その手は私の髪を鷲わし掴づかむ。

　もしかして、私なんかに振られてプライドが傷ついたせいで、おかしなスイッチが入ってしまったの？　秘密にするならいいわけではなく、私が悠馬さん以外の人とキスするのは嫌だって分からないの？

「ダメだって、言ってるでしょ!!」

　叫ぶように拒否して、手の中で潰れたコロッケを彼の口に押し込んだ。

　それとほぼ同時に「なにやってんだ！」と遠くに大声がして、誰かがこっちに走ってくる姿が視界の端に映り込んだ。

　声のした方に振り向き、私は目を見開く。

　あのおじいさんが五十メートルほど先の公園入口から猛スピードで駆けてくるのだ。

　杖は手にしていても、ついていない。腰は伸びて、アスリートのように美しいフォームで走るおじいさんは、あっという間にここまで来た。力尽くで私を長谷部くんから引き剥がすと、正面から強く抱きしめる。

　驚いている理由は、突然ナイトのように助けてくれたからではなく、その正体に気づきかけているからだ。

　着物越しでも分かる引きしまった体たい躯くと、頼りがいのある力強い腕。爽やかで少し甘い香水の香り。もしかして……。

「また、あんたかよ！」と、後ろに長谷部くんが立ち上がる気配がした。

「なんなんだよいったい。俺の彼女を離せ！」

　サングラス越しに、おじいさんの……いや、彼の瞳は見えないけれど、ジロリと私に視線を落とし、睨まれたような気がした。

　私はブンブンと首を横に振り、『俺の彼女』と言った長谷部くんの言葉を否定する。

　告白は断ったし二股かけるようなことはしていないと、非難の気持ちで顔だけ振り向いたら、長谷部くんが私を取り戻そうと腕を伸ばしてきた。

　その腕を払い落としたのは、老人のふりをしている彼で、もう我慢ならないと言いたげに声質を変えることなく話し始めた。

「誰がお前の彼女だって？　朱梨は俺の女だ。汚い手で触るな」

「……は？」

　彼の正体に私は先に気づくことができたけど、長谷部くんは今やっと、〝まさか〟という思いの中にいるようだ。

　彼は私を離すと、杖を落とし、白髪のウィッグとマスクを取り、最後にサングラスを外して地面に投げ置いた。

「ふ、副社長……」

　それだけ呟いた後は絶句して、長谷部くんは青ざめている。きっと頭の中には、左遷やクビという文字が浮かんでいることだろう。

　怯える長谷部くんがかわいそうになり、急いで悠馬さんに言い訳をした。

「違うんです。長谷部くんは、私の新作レシピのヒントを探すために、おいしい洋食屋を紹介してくれただけで……」

　長谷部くんに向けられていた鋭い視線が私に向いてギクリとしたが、怒っているというより呆れたように切り返された。

「朱梨がそう思っていただけで、この男は違う。最初から朱梨を狙って、いろいろと企んでいたんだろ？」

　それは、そうだけど……。

　フォローの言葉を失い、どうしようという目で長谷部くんを見ると、強い焦りを顔に浮かべた彼は両手両膝を地面につき、悠馬さんに頭を下げた。

「大変申し訳ありませんでした。朱梨ちゃんがかわいくて、つい……。二度とこのようなことはしませんので、どうかクビだけはご勘弁を！」

　悠馬さんが半歩、彼との距離を詰めるから、私は焦ってその腕を捕まえた。怒りを直接的にぶつけたら……と危ぶんだのだ。

　しかし悠馬さんは私の手をやんわりとほどくと、頭に手をのせ、ポンと叩いた。『心配するな』と言うように。それから長谷部くんの前にしゃがんで、静かな声で語りかける。

「土下座はやめて。パワハラ上司になりたくない。公私混同で君を懲罰対象にもしないから安心していい」

　パッと顔を上げた長谷部くんは、ホッとしたような、本当だろうかと訝しむような、複雑な顔で悠馬さんを見ていた。

「許してくださるのですか……？」

　期待の込められた問いかけに頷くのかと思われたが、悠馬さんは眉間に皺を寄せて「許さない」と冷たく言い放った。

　お咎めなしという流れだったから、気を抜きかけていた私も驚き、焦りもぶり返す。

「君の仕事の評価に影響を与えないが、気持ちは許せるものじゃない。今後、朱梨とふたりきりになるな。業務以外での会話も禁止する」

「それは……はい」

　返事に数秒の間があったのは、業務以外の会話の禁止は難しいからだろう。同期の集まりでよそよそしくしていれば、他の人たちに詮索されそうな気もするし。

　彼の迷いを感じ取った様子の悠馬さんは、瞳の鋭さを増して追い込んだ。

「守らなくても罰則はないよ。けど……さらに俺の怒りを買うことだけは覚えておいて。分かったね？」

「は、はい。守ります、絶対に」

　今度は即答した長谷部くん。罰則なしでも今の言い方だと恐怖を感じたことだろう。

　今回、私は騙されて迫られもしたが、迷惑をかけた気分で申し訳ない気持ちになる。

　思わず同情しかけたら、悠馬さんの怒りの矛先は次に私にも向いた。

「さて、次は朱梨を叱らないとね」

　立ち上がって厳しい顔を向ける悠馬さんに、私は肩をすくめて覚悟する。

　嘘をついて、出かけたことを謝らないと……。

「ごめんなさ……んっ!?」

　急に腰を引き寄せられ、キスによって謝罪の言葉は遮られた。

　それは軽いものでは済まず、唇を割って舌が入り込み、私の口内で我が物顔して暴れまくる。何度も角度を変えて大げさなほどのリップ音を立て、唇を弄ばれた。

　まるで俺のものだと見せつけているような嫉妬心丸出しのキスに、私の羞恥心は頂点に達して、顔から火が出そう。

　やっと唇を離してくれた彼は、呼吸を乱して目を潤ませる私の頬を両手で挟み、ニヤリと口角を吊り上げた。

「言いつけを守らない悪い子には、お仕置きだよ。俺の家でたっぷりとね」

　目がまだ怒っているところを見ると、それは甘さの伴う行為ではないみたい。

　従うしか選択肢はないけれど、その怒りの程度を察して自分の身を案じた。




　それから三十分ほど後。タクシーに乗せられ、悠馬さんのマンションに連れてこられた私は、リビングの三人掛けソファの左端に座っていた。

　オープンキッチンとダイニングスペースを含めると、広いリビングは二十畳ほどありそうで、そこにスタイリッシュで質のよい家具がバランスよく配置されている。茶色の革張りのソファに座る私の前には、ガラスの天板のテーブルがあり、その上には萎れさせることなく持ち帰ったミニブーケの花が飾られていた。

　悠馬さんは今シャワー中。変装用の着物やウィッグで、汗だくになったみたい。

　ひとりきりでいても心が落ち着けずにいるのは、『シャワー後に取り調べるから』と言われたせいだった。

　アイボリーホワイトのクッションを抱えて考える。

　内緒で〝いい女計画〟を進めたかったけど、話さなくてはいけないのかな……。できれば言いたくない。悠馬さんと釣り合う女になるための努力だと暴露すれば、今の私では魅力がないと打ち明けているようなものだもの。

　テーブルには、彼が注いでくれたオレンジジュースのグラスが置かれている。

　水滴のついたグラスを手に取り、中の氷を鳴らして、緊張で渇いた喉を潤した。

　浴室のボイラーの音はまだ小さく聞こえていて、グラスを戻して長い息を吐き出すと、私はまた考えに沈んだ。

　新作レシピのための食べ歩きに関しては白状しなければならないだろうけど、フィットネスクラブ通いはバレていないし、ダイエットのことまで話す必要はないのかも。ということは、いい女計画についても打ち明けずに済ませられるのでは……。

　浴室のドアを開ける音が小さく聞こえ、鼓動を速めてクッションを強く抱きしめる。

　すぐにリビングのドアも開けられて、ズボンだけを穿き、上半身は裸のままの悠馬さんがバスタオルで髪を拭きながら入ってきた。

　均整の取れた筋肉美に、今ばかりは見惚れていられない。その表情を窺うと、怒りの程度はいくらか下がっているような気がした。

　彼はリビング奥のキッチンスペースに移動して、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出し、グラスに注いで一気に飲み干している。それからバスタオルをダイニングの椅子に投げ置くと、私のところまで来て、ソファの右隣に腰を下ろした。

　目を合わせることができずブーケに視線を止めていたら、裸の腕を肩に回され、もう一方の手で顎先をつままれた。強制的に顔を彼に向けさせられて、そこからは目を逸らすことを許してくれなかった。

　ボディソープの爽やかな香りを纏う彼が、真面目な顔をして話し出す。

「まずは説明を聞こう。大方の予想はついてるけど、朱梨の言葉で聞かせてもらおうか。正直にね」

「は、はい……」

　食べ歩きに至る過程を正直に説明した。『朱梨ちゃんに紹介したいおいしい洋食屋が何軒かあるんだ』と言われたところからの、長谷部くんとのやり取りのすべてを。

「ということで、ふたりになってしまいました。ユッコが来ないと分かったときに、中止にすることもできたのに……ごめんなさい」

　実家に帰ると嘘をついたことも謝り、殊勝な態度で縮こまっていると、肩に回されていた手が頭に移動してクシャクシャと撫でられた。

「あいつと待ち合わせているのを見て、最初はまさかと思った。けど、朱梨に浮気心がないのはすぐに分かったし、今回のことは大目に見るか」

　悠馬さんの口元には笑みが戻り、瞳は優しく細められている。

　許してくれたことにホッとした後は、私が質問する番。どうして私の嘘に気づいたのか、疑問に思っていたからだ。

「嘘をどうやって見破ったのか？　それはね――」

　最近の私はどうもおかしいと、彼は感じていたそうだ。それで、母親がギックリ腰で週末は実家に帰ると言われたときに、怪しんだみたい。

　弟の草太に確認の電話をして、母親は元気なことが分かったという話だった。

「草太と連絡先を交換してたんですか!?」

　悠馬さんは一度、弟に会っている。私が男と一緒にいると勘違いして、会社からアパートに駆けつけてきた六月のことだ。

　あのとき草太の連絡先を聞いていたのかと驚いた私だが、「違うよ」と否定された。

「朱梨のスマホの連絡帳を丸ごとコピーしてあったから、それを使ったんだよ」

「えっ!?　いつ、そんなことを？」

「交際を始めて間もない頃。なにかあったときの緊急時に使うこともあると思って」

　彼に悪びれる素振りはいっさいなく、戸惑う私の顔を不思議そうに眺めている。

　連絡帳をコピーした理由は本当に緊急時のためなのだろうけど、言ってくれたらこんなふうに戸惑わずに済むのに。

　きっとスマホを勝手に見られることを不快に思う女性は少なくないはず。私は嫌ではないけれど、一般的にそういうものだと教えてあげるべきか……。

　迷っていたらその話は流されて、話題を変えられてしまった。

「あいつと出かけた理由は分かったけど、なんで急に仕事熱心になった？　今までは呑のん気きにやってきた朱梨なのに」

　今までだって開発の仕事は真面目に取り組んできたつもりでいたが、悠馬さんの目には呑気に映っていたみたい。やる気と頑張りが伝わらなかったということは、努力不足に違いない。

　悠馬さんが四月からの副社長業務を懸命にこなしている姿勢は、私にも他の社員たちにも伝わっているというのに。やっぱり私って、見た目も中身も彼と不釣り合いだよね……。

　実感を新たにしつつ、彼の質問には「二年目なので、そろそろ自分のレシピを商品化させたいと思ったんです」と答えておいた。

　嘘はついていないけれど、肝心な部分は省いた返事。

　彼にまっすぐな視線を向けられると、心が徐々に落ち着きをなくし、抱えているクッションを鼻まで引き上げて目を泳がせた。

「怪しい。まだなにか隠しているよね？」

「そんなことは……」

　鼓動を速めながら否定しようとしたら、クッションを取り上げられてソファの後ろに落とされてしまう。防具を失った気持ちで慌ててソファに膝立ちし、背もたれの後ろに手を伸ばしたら、体を引き寄せられた。

　彼の太ももをまたいで向かい合わせに座らされ、私は顔を赤らめる。

　この体勢はちょっと恥ずかしい。悠馬さんは半裸だし……。

　しかし照れている場合ではなく、涼しげな瞳を狭めた彼に「言いなさい」と詰め寄られた。

「ここのところ、平日もおかしな行動をしているよね。退社後にやたらと寄り道して帰るようになったのはなぜ？　本当は買い物じゃなく、男と密会して――」

「違います！　それだけは絶対に！」

「それなら、どこでなにをしているのか正直に話してもらおうか。言わないなら、浮気疑惑は晴れないよ」

　口撃しながら微笑む悠馬さんに、私の背には冷や汗が流れる。

　余裕の笑みを見る限り、私に浮気心がないことを分かって言っているようだが、それでも退社後の買い物をして帰るというメールの嘘は見破られているようで、もう隠していられない。ごまかせばまた、尾行されそうだもの。

　それで仕方なく、ダイエットのためにフィットネスクラブに通っていることをボソボソと打ち明けた。

「ちょっとだけ、体重が増えちゃって……」

　ああ、恥ずかしい。秘密裏にダイエットを成功させて、『え？　変わってないですよ。私は前から細身です』と格好つけるつもりだったのに、必死に痩せようとしているのがバレてしまった。

　悠馬さんは吹き出し、肩を揺らして笑い声を上げている。

「そう言われたら、俺と付き合い出してから、少しふっくらしたね」

「悠馬さんがいつもご馳走を食べさせるから……って、え!?　やっぱり太って見えるんですか？　どうしよう、元の体重には戻ってないけど、筋肉がついて少しだけスリムになったと思っていたのに……」

　隠すように両腕で体を抱きしめ、うろたえていたら、その腕を外された。

　笑うのをやめた彼は、優しい笑みを浮かべて諭すように語りかける。

「痩せる必要はない。ふっくらしたというのは、太っているという意味じゃないから。ここも、ここも、俺に愛されて女らしく丸みを帯び、触り心地のよい体になったということだよ」

　彼が触れたのは胸とお尻で、そういえば最近、ブラジャーがキツイと感じる。

　てっきり太ったせいだと思っていたけど、カップ数が上がったということなの？

　彼に愛されて胸が育ったのなら、それは女性として嬉しい変化だと思う。それでもウエストや手足は細くしたいから、フィットネスクラブ通いをやめるつもりはない。

　そう思っていたのに、「解約しなよ」と言われてしまった。

「通ったらダメですか？　あまり遅くならないようにしますから」

「帰宅時間だけじゃない。男のトレーナーや利用者が、朱梨に手を出さないかが心配」

　手を出す人なんて……と言い返そうとして、トレーナーの早見さんの顔が浮かんだ。

　腹筋マシンを使う私を指導してくれて、それから『飲みに行こう』と誘われた。あれ以降も声をかけられては誘いを断っていて、悠馬さんの心配は当たっていた。

　肩をすくめた後に笑ってごまかそうとしたけれど、彼は私のお尻を撫でる手を止めて、溜め息をついた。

「既に声をかけられているということか。まさか、飲みに行ったりしてないよね？」

「してないです！　いつもちゃんと断ってます！」

「朱梨は本当に、ちょっかい出されやすい性質をしているな」

　それは、声をかけたらついてきそうな女に見られているということなのか。私はいい女ではなく、ちょうどいい女。遊び相手としても、ちょうどいいと思われてしまうのかも。

　呆れ顔の悠馬さんに、申し訳ない思いで謝る。

「ごめんなさい。私って、ちょうどいい女だから……」

「ちょうどいい女？　なにそれ」

「ええと、同期に言われたんですけど――」

　悠馬さんと交際を始めて有頂天になっていた私は、自分には隠れた魅力があるのだと勘違いしていた。それを同期に話したら否定されて笑われ、いい女ではなく、ちょうどいい女なのだと教えてもらったのだ。

　彼と不釣り合いな自分ではいつか捨てられると不安になり、いい女になるためにダイエットを始め、仕事面でも活躍しなければと焦っていた。

　それを伝えたら、もう隠し事はない。嘘をつかなくて済むのは楽だけど、格好悪い自分に落ち込みそうになる。

　こんなはずじゃなかったのに、失敗しちゃった……。

　彼はフッと笑い、俯く私の顎をすくって唇に優しいキスを落とした。

「俺は朱梨を、最高の恋人だと思ってるよ」

「あ、ありがとうございます。でも……」

　嬉しい言葉をもらっても、自信を失っている心には浸透していかない。慰めの言葉に聞こえるだけだ。

　すると大きな手が私の頬を包んで、さっきよりも深いキスを与えてくれた。唇が離された後には、「そのままでいいよ」という言葉も。

「不安にさせて悪かった。今まで朱梨のどこに魅力を感じているのかを、きちんと言葉で伝えていなかったね。俺は朱梨のそういうところが好きなんだよ」

　自信に繋がる言葉をもらえると期待して、胸が高鳴った。

　聞く前から口元を綻ばせ、「そういうところって？」と話の続きを促す。

「一生懸命なのに空回りして、成果に結びつかないところ。能天気に明るくて前向きで、素直なところもかわいい。だから朱梨は今のままでいい。変わろうとしないで」

『かわいい』と褒められて喜びかけた私だが、目を瞬かせて、はたと考え込む。

　悠馬さんが私に感じる魅力って、そこなの？　ダメなところがほとんどじゃない。

「あの、私は悠馬さんと釣り合ういい女になりたくて、悩んでるんですけど」

「釣り合うってどういうこと？　朱梨を重役にはできないし、給料も変えられない。余計なことを気にしても仕方ないだろ。俺は今の朱梨が好き。自信を持って」

　嬉しくてありがたい言葉だと思うけど、なにか釈然としない。悠馬さんにふさわしい女性になりたかったのに、それを望まれていないなんて……。

　考え込んでいたら額がコツンとぶつかった。

　見えないほどの至近距離で、「また勝手になにかやろうと企んでるの？」と怪しまれ、そんなことを考えていたわけではないと慌てた。

「もう隠れてなにかをやったりしません。今回で懲りました」

「それならいいけど」

　話の区切りに彼は私を膝から下ろし、立ち上がった。「待ってて」と言い置いてリビングを出て、寝室に向かった様子。

　しばらくするとネイビースーツのスラックスを穿き、ワイシャツを着て、ジャケットとネクタイを手に戻ってきた。

「これから仕事ですか？」

「ああ。やることを思い出して少しだけ。車で社に行って二十分で用事を片付けるから、朱梨は車で待っていて」

「私も行くんですか？」

　目を瞬かせて聞き返した。

「そう。その後に朱梨のアパートに寄るつもりだからね。当分の間、必要な衣類と日用品を持って、ここに帰ってこよう」

　毎週末ここで過ごしているので、二日分くらいの着替えやメイク道具は置かせてもらっている。今週は月曜の朝までアパートに戻らなくても事足りるのに。

　彼はダイニングの椅子にジャケットをかけ、慣れた手つきでネクタイを結んでいた。

　その様子を見ながら首をかしげたら、彼の口の端がニヤリと吊り上がった。

「これから朱梨は、この家で暮らすんだよ」

「え、それって……」

　付き合い始めて日も浅いときにも同棲を求められ、まだ早いと断っていた。交際期間は半年を超えたけれど、今でもまだ早い気がして戸惑ってしまう。

　すると、もっと驚くことを言われる。

「当分の間、出社以外ひとりでの外出は禁止ね。買い物やレジャーは俺と一緒に。友人とは不可」

「も、もしかして……監禁する気ですか？」

「人聞きの悪い言い方をしないで。軟禁だよ。あいつとふたりで出かけた罰として、お仕置きすると言ったよね？　言いつけを破ったら会社にも行かせないから」

　ネクタイを結び終えた彼は、ソファの後ろから近づいてきた。冷や汗を流す私の真後ろに立つと、両腕を回して抱きしめてくる。それから耳元に唇を寄せ、ゾクリとするほど色気のある声で囁いた。

「監禁か……。軟禁より楽しそうだ。約束、破ってもいいよ？」

　肩をビクつかせた私をクスクスと笑う彼は楽しそうで、その話は冗談だと思いたい。でも、嫉妬深く独占欲の強い彼のことだから、やってもおかしくはない。

　一度離れた彼は、ソファを回って私の横に立つ。これから出かけると言っていたはずなのに、急に瞳に色を灯して私をゆっくりと押し倒した。

「スーツが皺になっちゃいます」と注意しても、「着替えればいい」と言われただけ。

　締めたばかりのネクタイを片手で器用にほどく、その仕草に色気を感じると、誘われるように私の芯も火照り出した。

　まだ日も高いというのに、抱かれたい気分にさせられて……。

　悠馬さんの首に両腕を回しかけようとしたら、両手首を掴まれ、彼の左手一本で頭上にまとめて押さえつけられた。

　妖艶に微笑む彼はほどいたネクタイを片手で弄びながら、甘い口調で問う。

「縛ってもいい？」

「えっ!?」

　悠馬さんが束縛タイプの男性であることはよく知っている。それでも、物理的にも縛るのが好きだとは知らなかった……。非の打ち所のない彼だけど、少々変わった嗜し好こうもあるみたい。

　嬉々として私の手首を縛る彼に胸を高鳴らせ、愛しいと感じている私も、変わった女なのかもしれないけれど……。










このままの私が最高にかわいいそうです




　同棲生活が始まって、ちょうど一カ月目の八月下旬の火曜日。

　朝日を浴びる私は、広いオープンキッチンに立ち、これから起きてくる悠馬さんのための朝食を作っていた。

　お洒落な西洋風のキッチンにいても、いつもの割烹着姿でメニューも純和風。ふたり掛けのダイニングテーブルに、鯵あじの開きの塩焼きと納豆とキュウリの浅漬け、それからだし巻き卵を並べたところで六時半になる。

　すると、寝室からアラーム音が聞こえ、それが途絶えると悠馬さんが起きて洗面所に向かう物音がした。ご飯と味噌汁をよそいテーブルに置くと、洗面を終えた彼が部屋着姿のままリビングに現れる。

「朱梨、おはよう」

「おはようございます！」

「朝食をありがとう」と言ってくれる彼に、頬が綻ぶ。同棲はまだ早いと最初は戸惑っていた私だけど、好きな人のためにこうして朝食を作ることも向かい合って食べることにも、幸せを感じていた。

　この先、何年も何十年も、こういう朝を迎えられたらいいな……。

　椅子に座りながら、ふと未来に想いを馳せて顔を赤らめる。

　私ったら、なにを考えているの。交際期間は一年にも満たないというのに、プロポーズを期待するのは早すぎる。

　恥ずかしさをごまかしたくて、納豆の小鉢をものすごい速さで掻き混ぜていたら、「豆の原型がなくなるよ」と笑われた。それから「なに考えてた？」とも言われる。

「え？」

「朱梨が考え事をしているときは、無駄な動きが多いからすぐに分かる。やりたいことがあるなら言って。男が絡まないことなら許可するよ」

「本当ですか！」

　ひと月前、軟禁すると言われて約束事も決められた。

　通勤以外ひとりでの外出は禁止で、買い物などは悠馬さんと一緒に。長谷部くんの件ですっかり信用をなくした私は、女友達と遊びに行くのもダメだと言われていた。

　これまでも頻繁に友達と遊び歩く生活はしてこなかったけど、禁止されると急に遊びに行きたくなるものだ。

　その気持ちを我慢していたので、納豆の小鉢を掲げて「やったー！」と喜んだ。

「今週末、ユッコたちに遊びに行こうって連絡してみます。あ、出社してから、直接誘いに行こうかな」

　浮かれる私を彼は、浅漬けを食べながら目を細めて見ている。

　でも、そこはやっぱり彼のことだから、「遊びに行くメンバーが決まったら報告して。出かけたときには、二時間おきの画像付き状況報告メールの送信を忘れないこと」と、注文はつけられた。それに加えて、「アレも持たせるか」と席を立ち、テレビ横のサイドボードの引き出しを開けている。

　疑問に思う私の元に戻ってくると、彼はテーブルに腕時計を置いた。

　それはピンク色の子供っぽいデザインのデジタル腕時計で、私は戸惑う。

　プレゼントしてくれるのは嬉しいけれど、二十四歳の私が持つ時計じゃないよ。小学生、いや、幼児向けだよね……。

　困り顔で一応お礼を言って手に取ると、椅子に座り直した彼は「腕につけずにバッグに入れておけばいい」と不思議なことを言う。

「それ、ＧＰＳだから。時計機能はオマケみたいなもの」

　サラリと説明した彼に、開いた口が塞がらない。

　これって、親が子供に持たせるために作られたＧＰＳ端末だったのね。どうりでデザインが子供っぽいはずだ。

　悠馬さんはこれを私に持たせ、常に居場所を把握しておきたいみたい。知られて困ることはないけれど、心配性がすぎるんじゃないかな……。

　そう思いながらも頷いて、持ち歩くことを承諾した。




「ご馳走様でした」とほぼ同時に、私たちは朝食を終えた。

　片付けようと彼の食器に手を伸ばしたら、「あのさ」と、遠慮がちに問いかけられた。

　いつもとは違う会話の始め方に首をかしげると、彼は言いにくそうに食事に対しての注文を口にした。

「和食も好きだけど、今まで朝はパンだったんだ。たまに洋食にしてくれると嬉しい」

　そうだったの!?と驚く。

　同棲してからずっと朝は和食でも完食してくれて、おいしいと言ってくれていた。だから朝は和食のほうが好きなのかと勘違いしていた。

　作る私を気遣って我慢していたのかな……。もっと早く言ってくれたらいいのに。

「トーストと目玉焼きとかですか？」と気軽に聞いたら、今まで食べてきたメニューの一例を挙げてくれる。

「クロワッサンと生ハムとフルーツヨーグルト。ベーグルとクリームチーズとスモークサーモンに、グリーンサラダの組み合わせが多かったな。でも、パンならなんでもいい。付け合わせは朱梨に任せるよ」

　なんてお洒落な響きのメニューなの。ど庶民の私と、生まれたときからセレブな悠馬さんでは、朝食のメニューにも大きな差があったのね……。

　愛されていることを常々感じさせてもらっているけれど、彼との差を意識して、釣り合わないという思いは変わらない。

　彼が買ってくれる高級ブランド品で着飾っても、中身は取り柄のないダメな私。

　このままでいいと言われて、フィットネスクラブには通わせてもらえず、退会させられた。新作レシピのための食べ歩きには俺が付き合うと言ってくれた彼だけど、忙しい上に、コロッケばかりを食べさせるのは悪い気がして誘えずにいる。

　彼に似合う女になりたいのに、今はなにを努力していいのか分からない状態だった。

「朱梨？　無理しなくてもいいから。パン食は休日だけでも――」

「あ、違うんです！　洋食に困っていたわけじゃなくて。明日からはパンにしますね」

　私が『変わりたい』と言っても、彼はこのままでいいと言うだけだし、出社の準備をしなければならない今、平行線の議論をしている時間はない。

　彼は私の頭をひと撫でし、自分の食器をキッチンに運ぶと、洗面所へと歩き去った。

　悠馬さんにふさわしい素敵な女性になるには、どうすればいいのかな……。

　食卓を片付ける私はひとり、モヤモヤした気持ちと向き合っていた。




　それから数時間が経ち、もうすぐ昼休みになろうかという時間。私たち二班のメンバーは、試作品のコロッケとレシピ表を前に、ミーティングテーブルに向かっていた。

　今回は私のレシピを評価中で、なんとか班会議にかけられるようなコロッケができたけれど、残念ながらこの先には進めなかった。

　班長の三上さんが、締めの言葉を口にする。

「原材料にこだわりすぎて、うちの商品には向かない。冷凍コロッケの適正価格ってもんがあるからね。朱梨ちゃんはもう少し、原価意識を持ったほうがいい」

「はい、分かりました……」

　指摘の通り、今回のコロッケには仕入れ価格の高いブランド豚を使用した。プレミア感をアピールしたかったからだ。

　そのブランド豚の冷凍トンカツもうちの商品にあるのに、庶民の味方のコロッケは、小売価格が三十円高いというのも許されないのか……。

　肩を落とした私を見て、三上さんは励ましてくれる。

「今回のレシピは、いい線いってた。最近の朱梨ちゃんの頑張りは伝わってる。これからに期待してるよ」

「ありがとうございます……」

　班会議は終了となり、私は没をくらったレシピ表を手に立ち上がった。

　泉さんは「頑張って」とエールをくれてから、お弁当を食べるために自分のデスクへ戻っていく。

　頑張りたいんですけど、どんな努力をすればいいのか分からないんですよ……。

　落ちこぼれの言い訳は心の中だけで。優秀な先輩にはぶつけられない。

　小さな溜め息をついた後は気を取り直し、財布だけを割烹着のポケットに入れて、昼食を取るために社員食堂へと足を向けた。




　社食に入ると、混み合う券売機に並びながら、着席して食べている社員たちを見回してユッコの姿を探した。

　まだ来てないみたい。社食で会えると思ったのに、コンビニ弁当にするのかな……。

　ユッコを探した理由は、悠馬さんから女友達と遊びに行くお許しをもらったためだ。彼女の週末の予定が埋まらないうちに相談したいところ。

　日替わり定食を買い、空いている席に座って食べている最中も、ずっと入口を気にしていたが、とうとうユッコは現れないままだった。

　スマホをバッグの中に置いてきてしまったのですぐに連絡することはできず、社食を出た後はユッコの所属する企画部がある三階に上がった。

　三階には事業部と営業部があり、企画部は廊下の角を曲がったさらに奥にある。

　営業部のドア付近に差しかかると、急にパンツスーツ姿の女子社員が走り出てきてぶつかりそうになった。謝る私に目もくれず、彼女は忙しそうに走り去る。

　営業先との約束の時間が迫っているのかな……。

　昼休みも走り回っているなんて、営業職は大変だ。概ね自分のペースで仕事ができる、私たち開発部員と大違い。

　もし私が営業部に所属していたらどんな感じだろうと、歩きながら考える。

　自社の冷凍食品を前に、取引先の人とお茶を飲みつつ談笑している自分の姿を想像し、できそうな気になった。

　私は初対面の人と打ち解けるのが早いほう。年上にはかわいがってもらえるタイプでもあるし、意外と営業職が向いていたりして……。

　コロッケが大好きな私には、今の開発の仕事は天職に思える。それでも仕事で成果を出せずに焦っているせいか、営業部に異動するのも……と考えてしまった。

　しかし、営業部には長谷部くんがいるので、それは無理だとすぐに諦める。異動したいなんて言い出せば、悠馬さんにまた浮気心を疑われそうだもの。

　そんなことを考えているうちに、企画部にたどり着いた。

　開けっ放しのドアの内側を覗くと、奥には机を八つずつ向かい合わせに並べた島が三つあり、手前には立ちミーティング用の丸テーブルが置いてある。その丸テーブルに向かって男女五人が話していて、その中にユッコの姿もあった。

　まだ仕事中だったのね……と状況を理解して、この場を後にするべく背を向けた。

　週末の遊びの誘いは、やっぱりメールにしておこう。

　そう思って足を踏み出すが、一歩目でまた足を止めることになる。聞こえてきたユッコたちの会話に、強い興味を引かれたからだ。

「販促会は明後日に迫ってるんだから、いい加減に決めないと。山やま田だくん、やってよ」

「自分はちょっと……。そういう主任がやってはいかがですか？」

「俺は一昨年やったんだよ。二度目は勘弁。頼むから誰か引き受けて」

　冷凍食品業界の各メーカーが一堂に会する販売促進イベントが、都内のコンベンションセンターで毎年開催されている。

　明後日の販促会というのは、時期的にもそれに違いない。

　私は参加したことはないけれど、、大手卸売業者や大規模スーパーマーケットのお偉いさんたちが招待されて、各メーカーがかなり力を入れるイベントだと、前にユッコが話していた。

　さらに彼女は、こうも言っていた。

『商品をうまくアピールできれば、大口契約も夢じゃないのよ。仕事を取ってくるのは、営業部だけじゃないってことを見せつけてやるわ！』

　企画部の一大イベントである販促会。それに関するなんらかの役割を引き受ける人がいなくて、困っているような会話に聞こえた。

　これだ！とひらめいた私は企画部に駆け込み、ミーティングの中に割って入った。

「すみません、その仕事、私にやらせてください！」

　企画部の五人が、目を丸くして私を見る。「あ、朱梨!?」と、ユッコも当然、驚いていた。

　他部署の人間がなにを言うかと叱責も覚悟の上、私は拳を握りしめて頼み込む。

「お願いします。その役割、私に譲ってください！　全力でやり遂げますから！」

　頭に流れるのは、『うまくいけば大口契約』というユッコの言葉。

　もし私が大口契約を取れたら周囲の評価は一気に上がり、『さすが副社長の彼女だ』と言われて悠馬さんと釣り合ういい女になれるかも。悠馬さんには『惚れ直したよ』と、もっと愛してもらえるかもしれない。

　そんな打算をして頭を下げると、「じゃあ、北さんにお願いしようか」と、年長の男性社員から嬉しい言葉が返ってきた。

「ありがとうございます！　精一杯、頑張ります。よろしくお願いします！」

「こちらこそ。みんな嫌がってたところだったから助かるよ。着ぐるみの中は、暑いし蒸れるし、クーラーがあってもキツイから」

　え、着ぐるみって、どういうこと？

　思いがけない役割にキョトンとしていたら、ユッコが隣に来て、「アレ」と指差した。

　その指先をたどり、右斜め後ろに視線を向けると、壁際に段ボール箱に入れられた着ぐるみの顔が見えていた。

　雪だるまのような丸く白い頭に、垂れた耳と犬の顔。あれはユキヒラ食品のマスコットキャラクター『ユキ丸まるくん』だ。

　なぜ犬なのかは分からないけれど、創業当初からユキヒラ食品の商品パッケージの片隅には、このユキ丸くんがプリントされている。

　毎年、この中に誰が入るかで企画部は揉もめるのかな……。

　役割が着ぐるみと知り、やめたくなっていた。

　着ぐるみでの営業は無理だろう。話してはいけないかもしれないし、声を出していいとしてもきっと『ワン』と鳴くだけで、大口契約なんて取れっこない。

「本当にやるの？」とユッコが心配そうに聞いてくれたので、「着ぐるみとは思わなくて……」と辞退しようとしたら、年長の男性社員が近くのデスクの受話器を取った。

　どこかに内線電話をかけているみたい。

「企画部の鈴すず木きです。食品開発部、冷凍コロッケ課、二班の班長さんをお願いします」

　これはまさか……私を借りるための、許可取りの電話なの!?

　マズイと焦るも止められず、電話の向こうの三上さんと話し始めた鈴木さんは、簡単な説明をした後に、「ありがとうございます。それでは北さんをお借りします」と受話器を置いてしまった。それから私に振り向いて、笑顔を浮かべる。

「北さん、許可も取れたしよろしくね。難しいことはなにもないよ。ユキ丸くんの中で、尻尾を振るように体を動かしてくれたらいいだけだから」

　ユッコだけは、『あーあ』と言いたげな呆れた顔をして横目で私を見ている。私がなにかを勘違いして『やりたい』と言い出したことを見抜いているみたい。

　一方、他の人たちには口々に「ありがとう」「よろしくお願いします」と声をかけられ、今さら『やめたい』とは言い出せなくなってしまった。

「頑張ります……」と引きつる笑顔で答えて、心の中で溜め息をつく。

　始めは大口契約を取って悠馬さんに褒めてもらおうと企んだけど、今は彼にだけは知られたくない。

　早とちりの上に尻尾を振り続けるだけの仕事なんて、いい女からますます遠ざかる話は内緒にしておこうと心に誓っていた。




　それから二日後の木曜日。

　今日は販促会で、私は普通に出社した後に、企画部の社員たちと社用車でコンベンションセンターに来ている。

　イベント会場は三階にあり、バスケットボールのコートが四面は入りそうな広々とした空間には、各冷凍食品メーカーがブースを設けて自社製品をＰＲしていた。

　うちの社のブースは、会場の出入口に程近い好位置にある。モニターで冷凍コロッケができるまでの工場の動画を流し、製品のパッケージを見栄えよく展示していた。今発売中の製品だけではなく、古いデザインのパッケージもパーティションに飾られて、ちょっとした博物館の様相だ。

　もちろん、試食には一番力を入れている。

　この会場は火気厳禁ということで、油で揚げるタイプの冷凍コロッケは、別室で調理しなければならない。揚げたてコロッケを来場者に食べてもらうために、企画部の人たちは会場と調理室を何度も往復して汗を流していた。

　その企画部の人たちよりも汗だくで仕事をしているのは、この私。前もって注意されていたけれど、着ぐるみの中は想像以上の暑さで低温サウナに入っているみたい。

　控え室に戻れる休憩時間が三十分おきに与えられていても、たった三十分がなんと長く感じられることか……。

　ユキ丸くんの口に当たる部分はメッシュ素材になっていて、そこから周囲が見えるようになっている。狭く見えづらい視界の中で、会場内の壁の高い位置にあるデジタル時計を眺めては、次の休憩時間はまだかと、そればかり考えていた。

　するとユッコにお尻を叩かれる。

「朱梨、尻尾を振るの忘れてるよ」

「あ、ごめん」

　ユッコはビシッとスーツ姿で、試食品をのせたトレーを手にしている。

　私は彼女の隣で、ひたすらお尻を振るのが仕事だ。

　来場者は、各メーカーが招待している取引先関係者の他に、事前にウェブで参加申し込みをした一般の人が三百人ほど。

　子供連れの主婦もいて、そういう人には着ぐるみの受けはいいけれど、仕事で来ている関係者はユキ丸くんに喜んだりしないのに。ハッキリ言って不必要な役割なのでは……。

　そんな疑問を抱いていたら、小さな男の子が寄ってきて左右に揺れるユキ丸くんの尻尾に攻撃し始めた。

　その子の母親らしき女性は側にいるけれど、『尻尾だからいいか』と言いたげな顔をしてコロッケを食べるだけ。注意してくれない。

　ユキ丸くんの頭は軽量プラスチックに布を張りつけて作られていて、少し叩かれたくらいでは痛くないが、体はモコモコの綿を詰めた白いつなぎで、衝撃はそれほど緩和されずに響いていた。

　グルグル回って逃げる私と、楽しそうに追いかける男の子。

　ああ、私はなんて情けない……。

　肩を落としつつ、悠馬さんがイベント会場にいなくてよかったとホッとしてもいた。

　今朝、さりげなく彼の今日の仕事予定を聞いてみたら、会議が三つも入っているから忙しいと言っていた。二班の男性社員への牽制のため、今でもときどき開発室に立ち寄る彼だけど、『今日は行けそうにない』というありがたい言葉も。

　念には念を入れて、『もし副社長が来たらトイレに行っていることにしてください』と泉さんに頼んできたことでもあるし、私がここにいることは気づかれないはずだ。

　男の子が去った後も来場者に尻尾を振り続け、遠くの時計をチラチラと見遣る。

　今は十一時四十分で、次の休憩まであと十分。

　早く着ぐるみを脱いで涼みたいと思っていたら、後ろのブースの中で「お疲れ様です」と聞き慣れた声がした。

　この声は……!?

「副社長お疲れ様です」と答える声も聞こえて勢いよく振り向いたら、着ぐるみの頭が外れそうになり、慌てて押さえた。

　今朝見たままのネイビースーツを素敵に着こなす悠馬さんは、企画部の課長に「今年も盛況ですね」と話しかけ、ねぎらいの言葉もかけていた。

　来ないはずの彼に驚き慌てたけれど、私だとバレなければ問題ないと言い聞かせ、なんとか心を落ち着かせた。課長と談笑している彼から目を逸らして前を向き、素知らぬふりを決め込むことにする。

　尻尾を振ってユキ丸くんを演じていたら、笑いをこらえているユッコに気づいた。

『なんで笑うのよ』という思いで肘でつつくと、彼女が声を潜めて言う。

「朱梨って、やることなすことすべて裏目に出るよね。おもしろいわ」

　それは否定できないけど、おもしろがっていないでバレないように協力してほしい。

　文句を言おうとしたら、ブースの奥から出てきた悠馬さんが私たちの前で立ち止まるので、ギクリとして肩を揺らした。

　まさか、ユッコとの会話を聞かれていないよね……？

　肝を冷やす私たちに彼は「お疲れ様です」と声をかけ、その口元には社用の、紳士的で人当たりのよい笑みが浮かんでいた。普段、そのような作り笑顔を私に向けたりしないので、どうやら気づいていないみたいだ。

　ユッコは「副社長もご試食いかがですか？」と、コロッケののったトレーを差し出し、私に注意が向かないようにと気遣ってくれる。

　悠馬さんはクスリと笑い、「おいしいのはよく知っているからいらないですよ」と断って、「取引先の方々に挨拶して回らないと」と来場の目的を口にした。

　会場には取引先の卸売・小売業者の上層部や仕入担当部署の人が招待されている。その人たちを目的に来たということは、長居しないはず。きっと彼は挨拶しながら会場をぐるりと一周して、社に戻ることだろう。忙しいと言っていたことだし。

　そう予想して胸を撫で下ろしたら、彼の視線が私に向いてじっと見つめられた。

『中には誰が入っているの？』と聞かれそうな予感にまた焦らされ、慌てて両手を前に揃えてお尻を全力で振る。

　私はユキ丸くん。しゃべることのできない犬なんだから、話しかけないでくださいね……。

　ユキ丸くんになりきっていたら、誰かが彼の後ろで足を止め、「悠馬」と呼びかけた。

　注意を逸らしてくれた救世主に感謝するとともに、親しげな呼び方をする理由がものすごく気になった。声が若い女性のものだったから。

　悠馬さんは彼女に振り向き、私はスーツの背中から覗き見るようにして、視界に女性の姿を捉えた。

　え!?　この人って……。

　メリハリのある抜群のスタイルを持つ、目鼻立ちの整った美人。夏らしい水色のスーツを素敵に着こなし、ダークブラウンの波打つ髪を上品に結わえている。

　彼女は私がひと月前に辞めたフィットネスクラブの会員で、なぜか会うたびに挑んできて私に敗北感を与え続けた、あの人だった。

　悠馬さんの知り合いだったの!?

　名前で呼ばれた悠馬さんは、「望もち月づき、久しぶりだね」と返事をしていた。

「四カ月ぶりになるかしら？　忙しいのは分かるけど、たまには誘いに応じてよ」

「俺が君とふたりでいたら、なにかと問題があるだろう？」

「心配いらないわ。悠馬がイエスと言えば、すべての問題は解決するんだから」

　気になる会話が目の前で繰り広げられ、着ぐるみの中の私は落ち着かない気持ちにさせられていた。

　理想的に美しい彼女の名前は、望月さんというみたい。

　望月……あれ、どこかで聞いた覚えが……。

　斜め横に顔を向けると、【望月フーズ】と書かれたブースを視界に捉えた。

『望月フーズホールディングス』は業界最大手の加工食品会社で、冷凍食品だけではなく、缶詰や健康食品、調味料でも有名だ。最近では化粧品まで手がけている。

　冷凍コロッケに限っていえばユキヒラ食品がシェアで勝っても、向こうは超がつくほどの大企業。経営規模も年商も、ユキヒラ食品とは比較にならない。

　もしや彼女は、望月フーズの関係者？　そして悠馬さんとは、仕事以外でもなんらかの接点があるということなの？

　彼女は悠馬さんに好意的な視線を向け、誘うような色気のある笑みを赤い唇に浮かべている。

　ふたりの親しげな様子は、悠馬さんの恋人の私としてはかなり気になるもので、ついユキ丸くんでいることを忘れそうになる。ハイヒールが半歩、彼との距離を詰め、綺麗な指先がスーツの腕に触れそうなのを目にしたら、焦るあまりに彼の腕にしがみついてしまった。

　私の恋人を取らないで……。

「ちょっと、あか……ユキ丸くん、なにしてんのよ！」

　ユッコが注意してくれて、ハッと我に返る。正体がバレるかもしれないと、今度はそのことに慌て、手を離して飛びのいた。

　その後は自らおかしくしてしまったこの空気を修正しようと、下手くそなステップを踏み、かつて習ったエアロビクスを披露して尻尾をパタパタと振ってみた。

　すると望月さんはクスクスと笑い、「企業キャラクターの着ぐるみもいいわね。イベントでは客寄せになるもの。うちも作ろうかしら？」と悠馬さんに話しかける。

　一方、悠馬さんはニコリともせずに、じっとユキ丸くんと視線を合わせたまま。

　私は気ぐるみの中で冷や汗をかいたが、彼は小さな溜め息を漏らし、フイと視線を逸らした。

「望月、場所を移そうか」

「そうね。久しぶりにゆっくり話したいわ」

　私の肩をポンと叩いた悠馬さんは、「ご苦労様」と声をかけ、望月さんと歩き出す。

　バレなかったとホッとしたのも束の間で、並んで歩くルックスのよいふたりの後ろ姿を見送っていると、不安が急上昇した。

　悠馬さんの隣に私が立つよりずっと、望月さんのほうが似合ってる……。

「ユッコ、どうしよう!?」と隣の友に助言を求めてみたけれど、「どうにもならないでしょ」と溜め息交じりに返された。

「あの人、去年も見た。確か望月フーズの社長令嬢だよ。副社長とは大学の同期だって噂も聞いたけど、さっきの会話からすると本当みたいね」

　社長令嬢で大学の同期なの!?

　付き合いが長いという事実にショックを受ける。同業者だからこうして顔を合わせる機会は今後も続くだろうし、なにより彼を狙っているような言動が気にかかる。

「どうしよう、悠馬さんを取られちゃう……」

　うろたえる私を、ユッコは「落ち着きなよ」と背中を撫でて慰めてくれる。

「副社長は浮気しないと思うよ。お嬢様の誘いを断ってるような言い方をしていたし、邪魔しに行くことができなくても、まさかこの場で取られることはないでしょ」

　私の中にも浮気を疑う気持ちはない。悠馬さんは束縛するほどに私を愛してくれて、一途な人だと信じている。それでも不安になるのは、フィットネスクラブで味わわされた度重なる敗北感が尾を引いているのかもしれない。

　それに加えて、彼女はセレブなお嬢様で大人っぽい美女。どう考えても私なんかより遥はるかに悠馬さんにふさわしく、彼を信じていても取られる気がして仕方ないのだ。

　十時から開催のイベントは、十二時近くになると来場者が急に増えていた。ユキヒラ食品のブースの前も人が絶え間なく行き来して、数人が立ち寄り試食している。

　ユッコともうひとりの企画部の女子社員は、試食のコロッケを差し出して笑顔で応対し、私も尻尾を振って仕事をしつつも悠馬さんと望月さんを気にし続けていた。

　賑わう会場内を、ふたりは会話しながらゆっくりと奥へ進んでいる。

　人混みの中に見え隠れするふたりの姿から目を離せずにいたら、別室で揚げたコロッケを運んできた男性社員に「北さん、休憩時間だよ」と声をかけられた。

　これから十分間の休憩が与えられ、私は控え室に戻って着ぐるみを脱ぐことができる。さっきまで早くこの暑さから解放されたいと時計ばかり見ていたのに、「休憩してきます！」と言った私は、会場の出入口ではなく奥の方へと走り出した。

　悠馬さんたちが気になって仕方ない。正体には気づかれたくないので邪魔するのではなく、会話だけでも盗み聞きできないものかと着ぐるみのままで追っていた。

　ブースの間の通路を抜けた悠馬さんたちは、壁際を歩いている。隅っこで立ち話でもするのかと思っていたら、非常口と書かれたドアを開けて会場外へ出てしまった。

　ひと気のない場所に移動するなんて……。

　ますます不安に駆られた私は、閉められたドアに飛びつき、すぐに開けようとする。

　しかしドアノブを回せない。ユキ丸くんの手は物を掴める構造になっていなかった。

　ドアノブをモコモコの丸い大きな両手で挟むようにして、悪戦苦闘すること数十秒。同業他社と思われる見知らぬ男性が近づいてきて、代わりにドアを開けてくれた。

「ユキヒラ食品さん、どうぞ。涼みに行くんですか？　着ぐるみは大変ですね」

　涼みに行くのではないけれど、「ワン」と答えてペコペコと頭を下げ、感謝を表した。そして開けてくれたドアの向こうへと、足を一歩踏み出す。

　ドアの外に出てから、尾行に気づかれる危険性に気づいて慌てたが、大きな頭を左右に振って周囲を確認しても、そこは無人の非常階段。

　私がいるのは三階の踊り場で、ふたりの話し声が小さく階下から聞こえていた。

　こんな場所で立ち話をするなんて……。

　悠馬さんを信じたいのに、頭が勝手にふたりのラブシーンを想像して涙目になる。

　庶民で取り柄のない私では、望月フーズのお嬢様に勝てっこない。あの人に強く迫られたら悠馬さんは心変わりしてしまうかもしれないと、不安に突き動かされ、手すりを頼りに一段一段ゆっくりとステップを下りていった。

　階の間の踊り場まであと五段という場所まで下りると、まだ姿は見えずとも会話の内容がハッキリと聞き取れた。

　その声の聞こえ方から推測するに、どうやらふたりはすぐ下の階の非常口に繋がるドア前で話しているみたい。

　階の間の踊り場まで行けば見つかってしまうので、ステップの途中で足を止めた私は、ふたりの会話に耳を澄ませた。

「――という感じかしら。これでうちが調味料市場のおよそ八割を獲得したようなものよ」

「相変わらず、望月フーズは攻撃型のビジネス展開をするね」

「貪欲さは強み。だからこそ、ここまで成長したの。業務提携とは名ばかりの買収契約書にサインするなんて馬鹿よね。向こうの社名を残しておくと思ってるのかしら？」

「相手だって君たちの思惑は分かっているさ。きっと従業員を思ってのことだろう。悲しくて強い決断に、俺は敬意を表したい」

　その会話にホッと胸を撫で下ろす。

　どうやら仕事関係の話のようで、私の危惧する甘い展開には至っていないみたい。

　楽しそうな雰囲気でもなく、悠馬さんの声には深刻そうな響きも窺えたし、ビジネスから急に恋愛絡みの話題に移るとも思えなかった。

　ひと安心という思いでユキ丸くんの中で小さな溜め息をつく。それから見つからないうちに戻ろうと体の向きを変え、会話を耳にしつつステップを上ろうとした。

「教えてくれてありがとう。早めに対策を立てられて助かるよ」

「あら、どんな対策かしら？　ユキヒラ食品がうちに吸収されないようにする対策？」

「それも必要だね。望月フーズは怖い存在だよ。我が社の冷凍コロッケだけは生かしておいてと、大学同期のよしみで頼んでおこうかな」

　悠馬さんが私の知らない大人の笑い方をした後は、突然会話の流れが変わる。

「ユキヒラ食品も欲しいわ。特に悠馬をね」と、色気のある声で彼女が言ったのだ。

　慌てた私は勢いよく振り向き、バランスを崩しかけ、手すりにしがみついた。軽量プラスチックと布でできているとはいえ、ユキ丸くんの頭は大きくて重い。

　ここで転んではふたりに気づかれてしまうから、気をつけないと。

　今度は注意深く上った分のステップをまた下りて、着ぐるみの中で耳をそばだてる。

　悠馬さんを欲しいという言葉の意味は、ビジネス上のこと？　それとも……。

「俺じゃ、望月の力になれないよ」

「あら、優秀なあなたがなにを言うの？　私、学生時代に一度も勝てたことないわ」

「成績とビジネスは違……おっと、やめてくれ。君とそういう関係にはなれない」

　ドクドクと心臓が嫌な音を立てていた。

　望月さんが悠馬さんを求めているのは、ビジネス上のことでないのは決定的だ。彼は今、迫られているようだけど、『やめてくれ』って、いったいなにをされたの……？

　踊り場の手前のステップまで下り、手すりに両手をかけてバランスを取ると、そっと顔だけ覗かせてみる。

　思った通り下の階の非常口のドア前にふたりは立っていて、悠馬さんはこっちに背を向け、向かい合う望月さんの顔と半身だけが確認できた。

　男を誘うような目つきと、色気のある赤い唇。それと、私を断る男性はいないと言いたげな、自信に満ちた微笑。

　彼女は悠馬さんの首に両腕を回しかけていて、顔の距離はわずか拳こぶしふたつ分。キスしようとしているように見えた。

　着ぐるみの中で目を見開いた私は、なんとかしなければと大慌て。でも、駆け下りて割って入れば、「誰？」と問われて正体がバレてしまう。

　そうなれば、ユキ丸くんの役を引き受けることになった経緯を白状する展開になりそうで、悠馬さんに呆れられることだろう。内緒でまた勝手なことをしたと、怒られるかもしれない。

　キスを阻止するべきか、正体がバレることを避けるべきかと迷っていたら、彼女が少し背伸びをして、斜めに傾けた顔をさらに近づける様子を目撃した。

「悠馬、イエスと言って。今のあなたはとても魅力的。私と結婚して、ふたりで望月フーズを動かしましょう？」

「望月……」

「うちの傘下に入っても、名前を残すことは約束するわ。冷凍食品部門をユキヒラ食品として独立させてもいいわよ。決して悪い話じゃないと思うけど」

　け、結婚!?　ダメ、絶対にダメ。それ以上、私の悠馬さんに近づかないで!!

　迷っている場合ではなくなり、ついに私は駆け出した。しかし、踊り場を過ぎた次の瞬間、ひとつ目のステップを見事に踏み外してしまう。

「キャア！」と悲鳴を上げて一気にゴロゴロと下まで転げ落ち、開けた場所でうつ伏せ寝の姿勢で体は止まった。

　着ぐるみが防御服のような役割をしてくれて、大きな怪我はしていないようだが、痛みはある。体にも頭にも。

　よろよろと身を起こした私は、たんこぶのひとつでもできているのではないかと心配し、ユキ丸くんの手で頭を触ってハッとした。

　着ぐるみの頭がない!?

　クリアになった視界の中で慌てて周囲を見回すと、ユキ丸くんの頭は壁の隅に転がって、こっちを向いて微笑んでいる。

　やってしまった……という思いで恐る恐る視線を上げたら、すぐ隣には呆れたような顔でこっちを見下ろす悠馬さんがいた。

　大きく一歩後ずさり、目を丸くして驚いている望月さんとも視線が合った。

「あなた……フィットネスクラブにいたリズム感のない子!?　出来が悪いことで男をあざとく引きつけるあの目障りな子が、ユキヒラ食品の社員なの!?」

　ひどい言われように傷つきつつ青ざめていた。思わず飛び出してしまったけど、正体がバレていいとは思っていなかった。床にお尻をつけた姿勢でうろたえる。

　心臓が早鐘を打ち鳴らし、目を泳がせていたら、悠馬さんが私の腕を取って立ち上がらせ、「怪我はない？」と心配してくれた。

「はい、大丈夫です。あの……ごめんなさい」

　小声で謝る私に、深い溜め息が降ってくる。

「やっぱり中身は朱梨だったか」

「え？」と聞き返したのは、もっと前から気づいていたような言い方をされたからだ。

　内緒で行動していたつもりなのに、と首をかしげる私に彼は教えてくれる。

「ＧＰＳを持たせただろう。秘密にしたかったのなら、社に置いてくるべきだったね」

「あ……」

　悠馬さんに持たされた腕時計型のＧＰＳは、通勤用のバッグに入れたままで、その存在を忘れていた。今日もバッグごと会場に持ってきてしまい、それを指摘されて気づく私は馬鹿かもしれない。

「忘れてた……」

　ばつの悪い思いで肩をすくめたら、「嘘をつく才能がないな」と悠馬さんはほんの少し笑ってくれて、それから言葉を付け足した。

「着ぐるみの動きがもろに朱梨だったし、ＧＰＳがなくても気づいただろうけど」

　呆れ顔をしていても、彼の瞳も声も優しかった。大きな手で私の頭を撫でてくれる。

「悠馬さん、また勝手なことをしてごめんなさい。実は――」

　許してもらえそうな雰囲気に、ここまでの経過も正直に話そうとしたら遮られた。

「家に帰ってからゆっくり聞くよ。大方の想像はつくけれど。それより今は望月に事情説明したほうがよさそうだ」

「そうね」と不愉快そうな声がして、二歩分離れた斜め向かいに立つ彼女に、私は恐る恐る視線を向けた。

　腕組みをして大きな目を狭め、睨みつける美人。綺麗な顔で凄まれるのは迫力があり、私は肩をビクつかせた。

　悠馬さんは私の腰に腕を回し、自分の方へ引き寄せながら、彼女に向けてハッキリと私たちの関係を口にする。

「北 朱梨。我が社の開発部員で、俺の恋人でもある。一緒に暮らしているよ」

　途端に望月さんの瞳に侮ぶ蔑べつの色が広がり、それは私にだけではなく彼にも向けられている。

「知らなかったわ。女の趣味が悪いほうへ変わってしまったのね」という言葉からすると、私のせいで悠馬さんの評価まで下げられてしまったようだ。

　申し訳ない思いでそれを気にする私に対し、悠馬さんは余裕のある大人の笑みを浮かべ、落ち着いた静かな声で反論する。

「望月と朱梨は正反対。君は素晴らしい女性だと思っているけど、今の俺にとって最高にかわいい彼女は朱梨なんだよ。あとは言わなくても分かるよね？」

　彼女のプライドを傷つけたくないのか、ハッキリとした断りのセリフは避けていた。

　怒らせても得はないと、私にもなんとなく理解できる。同業者の彼女とはこの先も顔を合わせる機会があるだろうし、望月フーズの力はユキヒラ食品よりも大きいからだ。

「私は、あなたの趣味に合わなくなったということね？」

「悪いね」

「いいわよ。気にしないで。私を求める男は、掃いて捨てるほどいるもの。その中から伴侶を選べばいいだけの話よ」

　彼女は怒るのではなく悔しそうにするのでもなく、上品な笑みをたたえてそう言った。

　それは決して強がりではなく本当のことなのだろう。彼女と結婚すれば、望月フーズの経営に関与できる。そのメリットは、野心家の男性たちには魅力的。加えて美女でもあり、妻にすれば誰もがうらやむことだろう。

　きっと見合い話が嫌になるほどありそうで、お嬢様の苦労を思った。

　悠馬さんにプロポーズしたということは、周囲に早く結婚しろと言われているのかもしれない。お見合いじゃなく、自分が望む相手と恋愛結婚したいよね……。

　思わず哀れみの目を向けたら、彼女を不機嫌にさせてしまったようだ。私に冷たい視線を浴びせてから、彼女は背を向けて非常口のドアノブに手をかける。そしてドアを開けて二階の通路に出ていきながら、独り言のような言葉を残した。

「群がる男はうざったいほどいるのに、どれもこれもイマイチなのよね……」

　金属音を響かせてドアが閉められると、非常階段には私たちふたりきりになる。

　静かな空気の中でホッと息を吐き出したら、耳元に「ねぇ」と不愉快そうな声を聞いた。両肩を強く掴まれ、彼の方に向かされる。

　すると至近距離にあるのは、文句を言いたげにしかめられたハンサムフェイス。

　さっきまで、呆れるだけで怒ってはいない様子だったのに、どうして？　やっぱり私の勝手な行動に、ご立腹だったの？

　戻ってきた緊張感の中で、叱られる覚悟を決める私だったが、悠馬さんはなぜかユキ丸くんの体のあちこちに触れるだけ。

　胸元を探られて頬を赤らめたら、今度はくるりと向きを変えられて背中をいじられた。それからまた正面に戻され、首や肩の白い毛を掻き分けられ……。

　いったい、なにがしたいのだろう。毛づくろい？

　不思議に思いつつされるがままになっていたら、「チャックはどこだ」とイライラした声で問われた。

「あ、左の横です。脇の下から腰までについて――」

「あった、これか。早く脱いで」

「どうして？　私、この後もユキ丸くんをやらないといけないんですけど」

「それは許さない。前回もその前も、この中に入ったのは企画部の男だろ。他の男の汗が染みついたものを着るな」

　チャックを下ろす彼の顔は、嫉妬にしかめられていた。

　悠馬さんの怒りの原因は、それなの？

　おかしくなって吹き出したら、心に喜びが込み上げて幸せな気分にさせられた。

　無理をするのは、もうやめようかな。いい女とは程遠い姿を見せてしまっても、彼はこうしてヤキモチを焼いて私に執着してくれる。まさに〝いい女〟である望月さんよりも、こんな私を最高にかわいいと言ってくれた。

　だから、私はこのままで。いい女ではなく、ちょうどいい女のままでいたほうがいいみたい……。










この恋を全力で守ります




　販促会から三日後の日曜日。

　悠馬さんの許可が下りたので、私はユッコとふたりで大型ショッピングモールに遊びに来ている。

　外は小雨が降り、ジメジメと蒸し暑くても、なんの悩みもない心の中は晴れやかだ。

　セール品の服をアレコレと手に取って試着を繰り返す。

「ユッコっぽくなくて新鮮でいいかも。私のは？」

「うーん、朱梨は童顔だから、もう少し大人っぽい服を選んだら？」

　そんなふうにアドバイスし合うのがとても楽しい。

　悠馬さんとのショッピングだと、こうはいかない。彼のプライドが許さないのかセール中の店には入らせてもらえず、敷居の高い高級ブランド店で、彼と店員が相談して決めた服を私が試着して買ってもらうという感じ。

　私には到底手が出せないブランド服を次々と買ってくれる彼には感謝しているけれど、本当はこういう買い物が好きだったりする。セール品の棚やワゴンから掘り出し物を見つけたときの喜びは格別で、友達と感想を言い合いながらの試着が楽しいのだ。

　とはいえ、セレブな悠馬さんと庶民的な私の買い物の感覚が大きくずれていても、それは悩みではない。こんな私でも彼は愛してくれるし、ショッピングを楽しみたいときは悠馬さんの許可を取って、女友達と出かければいいのだから。

　それから私は、夏物処分と書かれたセール品の中から、パステルピンクのオフショルダーのブラウスと、膝下丈のフェミニンな白いフレアスカートをホクホクした気分で購入した。

「ユッコに見立ててもらってよかった！」

　試着した服を着たままショップを出て、ユッコと笑い合う。

　彼女も買ったばかりの服を着ていて、「上下で五千円以下だよ。いいもの買えたね！」と私たちは上機嫌だった。

　たっぷりと三時間のショッピングを楽しんで、時刻は十五時になるところ。そろそろ足が疲れてきたので、どこかでスイーツでも食べながら休憩しようという話になり、飲食店の並ぶエリアへと移動を始めた。

　人の流れにのってゆっくりと歩きながら、「あ、そうだ」とハンドバッグからスマホを取り出す。

　思い出したのは悠馬さんに義務づけられている外出時の報告メールで、そろそろ前のメールから二時間が経つので、ユッコと顔を寄せ合い、自撮り写真を一枚パシャリ。

【これから甘いものを食べて休憩します】と文章を添えてＬＩＮＥメールを送信し、彼から【了解】というひと言が返ってきたのを確認してスマホをバッグに戻した。

　彼の度を越した束縛ぶりに、今はもうすっかり慣れた様子のユッコは、「いいなぁ」と吐息交じりに呟いた。

「私も彼氏が欲しい。なんかね、長谷部は頑張っても無理みたい。モテるからね、あいつ。脈なしって感じで、もう諦めようと思ってるんだ」

　長谷部くんの名前を出され、ギクリとする。

　悠馬さんを恐れて私を避けているのか、最近は長谷部くんを見かけることさえない。

　やましいことがいっさいなくても、以前ふたりで出かけてしまったことを思い出すと、ユッコに申し訳ない気持ちになる。

　あのとき思いがけず告白されてしまい、ユッコの恋を応援していたつもりだったのに、実は邪魔していたことに気づいた。

　女の友情にヒビを入れたくないので、その話を打ち明けるわけにいかず、「う、うん。長谷部くんは人気者だから難しいかもね」と答えて、チラチラと顔色を窺っていた。

　すると、私と目を合わせたユッコが、「ん？」と訝しげな顔をする。

「長谷部となんかあったの？」

「ないない！　ヤダな～私には悠馬さんがいるんだから、なにかあるわけないでしょ」

　一瞬バレたかと思って肝を冷やしたけれど、悠馬さんを理由にしたことがよかったのか「そうだよね」とすんなり信じてくれた。

「あいつ、朱梨のこと気に入ってたんだよ。知らなかったでしょ？　でも最近、朱梨に近づいてないようだね。まぁ、副社長の女に手を出すわけないか。クビは嫌だろうし」

「そ、そうなんだ……」

「いいな～朱梨は。よく考えたら、彼氏が副社長ってすごいよ。地位だけじゃなくルックスも抜群だし、束縛されても許せる。ねぇ、どうしたらあんなにいい男を捕まえられるの？」

　嫌味で言っている様子はなく、ユッコは至って真剣な顔をするので、私も真面目に考えてみる。

　悠馬さんと初めて出会ったのは入社試験の面接のとき。熱くコロッケ愛を語る私を、他の面接官は少々呆れて見ていた気がするけれど、悠馬さんだけは楽しそうに話を聞いてくれた。

　でも、私から積極的にアピールしたのはあのときくらいで、それは恋愛事とは無関係。彼からのデートの誘いに応じていたら、告白されてとんとん拍子で付き合う流れになっただけ。

　私からこれといったアクションを起こしたことはなく、恋愛テクニックのようなものを駆使したこともない。常時受け身の恋愛を、悠馬さんとはしてきたわけで……。

　だから、どうやって悠馬さんを射止めたのか分からなかった。

「ユッコ、ごめん。全然分からないよ。私はただ、悠馬さんに選んでもらっただけなんだ」

　行く手には四角い枠の噴水があり、人の流れがそこで淀よどんでいた。噴水の縁は待ち合わせや休憩する人が腰かけて、空きスペースはない。

　その前に立ってスマホをいじっている人も十人ほどいて、私たちの足も噴水前で自然と止まった。

　結局、期待外れの答えしかできなかった私は、ユッコに溜め息をつかせてしまう。

　申し訳なさをどうにかしたくて「荷物持つよ」と彼女のショッピングバッグに手を伸ばしたら、「そんなことしなくていいから。気を使わせてごめん」と苦笑いされた。

「そういうところが男性に好かれるのかな。うーん、なんか違う気がする……。副社長が朱梨を選んだポイントってどこ？」

　ユッコは私の頭から爪先までに視線を往復させて、考え込んでいる。

　その視線をくすぐったく思いながら、彼女の独り言のような分析を聞いていた。

「見た目は普通すぎるほどに平凡なんだよね。強いて特徴をあげるなら、丸顔で童顔なところ。秘書課の知的美人な北きた川がわさんや、癒し系受付嬢の有あり村むらさんのほうが客観的に見て魅力的なのに、副社長に振られたらしいし……」

「え、そうなの!?」

「なんで知らないの？　社員のほとんどが知ってる有名な噂話なのに」

　サラリと言ったユッコに、私は目を瞬かせる。

　私と出会ってから、悠馬さんに他の女性の影はないと思っていた。だからこそ、この前の望月さんとの一件は私にとって青せい天てんの霹へき靂れきで、ものすごく慌ててしまったのだ。

　社内で有名なその話を知らなかった理由は、私が開発部員だから？

　他部署の人との接点がほとんどなく、開発室にこもって仕事をしているから噂話が聞こえにくい環境にはある。それに加えて、恋人である私の耳に入れないようにと、周囲が気遣ってくれていたのかもしれない。

　私の驚いた顔がおかしかったのか、ユッコは吹き出して笑いながら付け足した。

「他にもありそうだよ。真偽は確かじゃないけど噂はちらほらと。今でも女子社員からの告白が絶えなかったりするしね」

「今も!?　私が恋人だって、みんな知ってるのに？」

「だって朱梨だもん。普通は勝てそうだって思っちゃう。勇気を出して告白すれば、自分に乗り換えてもらえるんじゃないかって」

　友達だから正直な意見を聞かせてくれるユッコに、思わず納得して頷いた。

　確かにライバルが私なら、勝てると思われそう。庶民的で、美人ではなく、仕事面での活躍もない。どちらかというとダメ女なのだから。

　彼を狙う女子社員はたくさんいるのだと、今まで考えもしなかった話を聞かされた驚きはやっと引いて、心に落ち着きが戻ってきた。

　その後にはなにも残らない。焦りの感情は少しも湧かない。それは悠馬さんが日常的に、愛情を見せてくれているからだろう。

「そっか。ライバルってけっこういたんだね。全然気づかなかった」

　ただの感想としてそう言えば、ユッコはフッと笑って好意的な視線を向けた。

「この前、社食で見たよ。朱梨がトレーを手に空席を探していたとき、事業部の女子社員にわざとぶつかられたよね」

「わざと？　違うよ。『すみません』と謝ってくれたし、多分私が歩調を緩めたから、後ろにいた人に――」

「わざとなんだよ。はたから見てればすぐ分かった。コップの水をかけられたときもあったじゃない。被害に遭ったあんたが、なんで謝るのよと思って見てたけど」

　それも社食でのことで、水をかけられたといっても、着替えの必要がないほどの少量。周囲を確認せずに立ち上がった私も不注意だったから、総務部の女子社員に謝った。相手に悪意はないと思うんだけど……。

「嫌がらせなんだよ」と言い切るユッコに、首をかしげる私。すると彼女は呆れたような溜め息をついてから、口元に笑みを戻して大きく頷いた。

「今、分かった。朱梨って人の悪意に気づかずに生きている子だよね。いい男を手に入れるには純粋さが必要なんだ！　分かったけど……私には無理かな。ぶつかられたら、コノヤロって思っちゃうもの」

　ユッコは鈍感だと非難するのではなく、純粋だと褒めてくれた。

　嬉しいけど、それについても同意できない。私だって嘘をついたり、ごまかそうとしたり、都合のいい方へ物事を動かそうと企んだりする。悪人ではないけれど、そんなに清い心も持ち合わせていないのに……。

　噴水前から再び歩き出した私たち。飲食店の並ぶエリアに入り、ショーウインドウの食品サンプルやメニュー表を見て歩く。

　パフェもいいし、パンケーキも捨てがたい。それとも夏はやっぱりかき氷か……。

　ふたりで相談して決めたのは洋食レストランの季節限定フルーツパフェで、八種類ものフルーツが贅沢にデコレーションされ、今日まで二十パーセントオフだとポスターが貼られていた。

　庶民的な私たちは、季節限定や割引の言葉に弱い。「決まりだね！」とウキウキしてレストランに入ろうとしたら、中から他の客が出てきたので、道を譲ろうと一歩横にずれた。

　すると、出てきたひとり客が足を止め、「またあなたなの？」と声をかけてきた。

　ハイヒールを履いて私より十五センチほど上背のあるその顔を見上げれば、私の目は丸くなる。

「望月フーズの、お嬢様!?」

　彼女はオフホワイトの上質なスーツを上品に着こなして、ショルダーバッグを携え、手には書類ケースを持っている。

　出会ってしまった不運に、やっぱりかき氷の店にすべきだったと後悔しながらも、引きつる笑顔で挨拶する。

「こんにちは、奇遇ですね。望月さんもフルーツパフェですか？」

「パフェ？　違うわよ、私は仕事。会社役員であり、フードコーディネーターでもあるの。今日は後者のほうの仕事よ」

　店の出入口での立ち話は迷惑になるので、私たちはパフェのポスターが貼られている壁際に移動した。

「はい」と渡されたのは彼女の名刺。

　望月フーズホールディングスの専務取締役という肩書に気後れしつつ受け取れば、その役職の下に確かにフードコーディネーターとも書かれてあった。

　こういうレストランでのフードコーディネートの仕事とは、新メニューの相談や集客率アップの方法の指導といった内容だろうか。

　彼女は大企業の重役の椅子に座って、ただ形ばかりに判を押しているだけのお嬢様ではなく、ひとりであちこちの店に出向いて地道な仕事もしているんだ。すごく格好いいと、思ってしまう……。

　肩書の下には望月椿つばきという、初めて知る彼女のフルネーム。

　椿というより大輪の真っ赤な薔ば薇らといった雰囲気だけど、名前も女優みたいで素敵。私なんかジャガイモの品種、キタアカリと同じ名前なのに。

　今まで割と気に入っていたはずの自分の名前が、彼女と比べれば恥ずかしく感じられた。

「朱梨さん、でよかったわよね？　あなたの名刺もいただきたいのだけど、お持ちかしら？」

「いえ、今日は仕事じゃないので持ってきていません……」

　目を泳がせたのは、デスクの引き出しの奥深くで眠る、入社時に配られた名刺を思い浮かべていたから。今まで使用したことはなく、末端の開発部員を続ける限り今後もきっとそうだろう。『今日は』と付け加えてしまったのは、彼女と比較して、名刺のやり取りさえしたことのない自分を恥ずかしく思っているせいだ。

　フィットネスクラブで植えつけられた劣等感が、膨らむような心持ちでいる。

　私はこのままでいいと思い直し、無理していい女を目指すのをやめたばかりだというのに、また焦り始めている。なにかを努力しなければならないのではないか、と。

　名刺代わりに彼女の手帳に名前と連絡先を書かされて、「それでは、私はこれで」と立ち去ろうとしたが、「待って」と引き止められた。

「私、この後のスケジュールは空白なのよ。せっかくの機会だから、お茶を飲みながら話しましょう？」

　敵意のない笑顔で誘われても、なにかを企んでいそうな気がしてならない。

「すみません、今は友達と一緒なので」と断ったら、「お友達もぜひご一緒に。ふたりにフルーツパフェをご馳走させて」と言われてしまった。

　斜め後ろに振り向くと、ユッコは私と同じように笑顔を引きつらせていて、『こういうお嬢様ってものすごく苦手だわ……』という感情が透けている。

　私としては、味方であるユッコが一緒にいてくれたほうが心強い。それで「ユッコも一緒に――」と言いかけたら、慌てたように遮られた。

「私はこれで帰るよ。用事があるのを思い出したんだ。朱梨、また明日ね」

　望月さんに会釈して、そそくさと立ち去るユッコ。その後ろ姿を見送りながら、軽いショックを受けていた。

　女友達とのショッピングはやっぱりいいなと思っていたのに、助けてくれずに逃げられた。私たちの友情って……。

「入りましょう」という彼女に従い仕方なく入店し、奥の角の四人掛けテーブル席に向かい合って座る。

　注文を取りに来た店員に彼女が応対する。

「アイスコーヒーひとつと、朱梨さんはフルーツパフェよね」

「いえ、私はアイスティで……」

　フルーツパフェに浮かれていた気分は、とっくに消え失せた。こんな状況でひとり、パフェにはしゃげるほど子供じゃない。

「そう。じゃあ、それで」と言って注文を終えた彼女は、観察するような視線を私に浴びせてなにも話さない。

　私から話すべきこともなく、落ち着かない気持ちで俯いていたら、飲み物が運ばれてきてからやっと、彼女のリードで会話が始まった。

「この前のイベント、ユキヒラ食品の宣伝効果は上々だったようね。どこよりも足を止めるお客様が多かったように見えたわ。それと――」

　販促会でのうちの社のブースに対して上手な褒め言葉を並べられ、ただ尻尾を振っていただけの私がなぜか「ありがとうございます」と、社を代表してお礼を述べる。

　緊張しながら飲むアイスティは味気ない。できればガムシロップを追加したいと思いつつ、このまま販促会の感想とお世辞のみで終わってくれないかと願っていた。

　しかし、そうはいかない。やはりというべきか、私と悠馬さんの交際について話が移り、「いつから？」「どんなきっかけがあったのかしら？」と情報を取られた。

　まるで尋問されている気分でどんどん萎縮して声が小さくなったら、彼女はアイスコーヒーの氷をカランと揺らし、クスリと笑った。

「そんなに身構えないで。虐めているわけじゃないのよ。悠馬に選ばれたあなたの魅力が知りたいだけなの」

　ユッコにも聞かれたのに、またそれ……。彼と不釣り合いなのは充分に自覚しているから、そこに触れないでほしいのに。

「知りたいのでしたら、悠馬さんに聞いてください」とボソリと答えれば、なぜかにっこりと素敵な笑みを返される。

「あら、いいのかしら？　あなたの知らないところで、悠馬に連絡を取っても」

「いいですよ。私、悠馬さんのことを信じてますので」

　イベント会場の非常階段で、悠馬さんは終始彼女の求愛を拒んでいた。間抜けに転がり落ちた格好悪い私を恋人だと紹介してくれて、『最高にかわいい彼女』だと嬉しい言葉も言ってくれた。例え望月さんが誘惑したって、悠馬さんはなびかない……と思いたい。

　望月さんを前にすると、あまりの違いに自尊心は木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれる。自分に自信がない分、彼の愛情を信じたくて、「悠馬さんは私を捨てたりしません」と願望を口にした。

　すると、彼女の口元に浮かんでいた笑みがスッと消える。

「ずいぶんと余裕があるのね。私ね、大学時代に悠馬のことを一度、振っているのよ。研究室が一緒で、卒業研究は共同で行っていたの。そのときに仲が深まって」

「嘘……」

「嘘じゃないわ。当時、私には別に恋人がいたから彼の告白を断ったの。新進気鋭の起業家と言われていた人で、そのときは悠馬より魅力的に感じたわ。でも、判断ミスだったみたい。悠馬を受け入れるべきだったと後悔しているのよ。優秀で見栄えもするいい男。素敵よね、悠馬って」

　頭をフライ用鍋で殴られたくらいのショックを受けていた。

　だって悠馬さん、そんなこと、ひと言も言わなかったから……。今は私を愛してくれる彼だけど、大学時代には望月さんが好きだったんだ。

　途端に私への愛情がいつか消えてしまうのではないかと焦り出し、彼女に取られそうな予感に落ち着きを失う。

　やっぱり彼と個人的に連絡を取り合うのはやめてほしいと思い直して、先ほどの言葉を訂正しようとしたら、先に言葉を続けられた。

「朱梨さんは確か、開発部員と言ってたわよね。それなら、私と勝負しましょう？　冷凍コロッケの開発勝負」

「……はい？」

　首をかしげた私に、彼女は挑戦的な笑みを浮かべて説明する。

　これから三カ月かけて新作冷凍コロッケを完成させ、大手スーパーマーケットで同時に発売を開始する。十日間の売上高で勝敗を決め、勝ったほうが悠馬さんと交際するという内容だった。

「どう？」と言われても、「そんなのやりません！」と語気を強めて当然拒否する。

　私にとってメリットゼロだし、悠馬さんを賭け事の商品にするとは失礼な話だ。

「冷凍コロッケはユキヒラ食品の独どく壇だん場じょうじゃない。うちは今、三十種類ほどの冷凍食品を取り扱っているけど、コロッケはないのよ。あなたに有利な勝負にしてあげたのに、自信がないの？」

「そういう理由じゃないです。恋人を賭けるのが嫌なんです。絶対にやりませんから」

　キッパリと断った私に、望月さんは迫力のある視線を向けてくる。

　美人に凄まれると、気け圧おされそうになるけど……負けられない。

　悠馬さんを取られまいとして視線を逸らさずに耐えていたら、彼女は急に笑みを取り戻し、フフッと声を上げて笑った。

「意外と骨があるようね。分かったわ、あなたとの直接勝負は諦める」

　やけにすんなりと引き下がった彼女に一瞬、気を緩めかけた私だったが、すぐに引きしめ直すことになる。

「別の方法で悠馬を手に入れることにするわね」

「え……別の方法？」

　聞き返しても、彼女からの答えはない。グラスに半分ほど残っているアイスコーヒーをひと口だけ飲むと、ストローの先端に赤い口紅を残して、会計伝票を手に席を立つ。

「ここから先はあなたには関係ない話よ」

「待ってください。そんな気になる言い方をされて、そのまま帰られたら困ります！」

　私も立ち上がり、慌てて彼女の腕に手を伸ばしたら、パチンと手の甲を叩き落とされて睨まれた。

　叩かれた右手を左手で握りしめ、進路を塞ぐように立ち、「望月さん、教えてください！」と諦めずにお願いする。

　するとこれまでと違い、その唇には微かに悪意のありそうな笑みが広がり、「仕方ないわね」と彼女は語り出した。

「今まで我が社は冷凍コロッケ市場に参入しなかった。それはユキヒラへの温情よ。うちが入れば潰しかねないもの。でも気が変わったわ。社を挙げて冷凍コロッケ開発に取り組むことにする。悠馬を得るために、まずはユキヒラ食品を手に入れる。倒産危機に追い込んでから、私に助けてと泣きつかせてみせるわ」

「そんな……」

　恐ろしい企みを聞かされて、大学時代の告白話を聞かされたときよりも強い衝撃を受けていた。

　冷凍コロッケの市場を望月フーズに奪われたら、確かにユキヒラ食品は経営が厳しくなりそう。それほどに利益の大半を冷凍コロッケが占めているのだ。

　望月さんと結婚するから会社を潰さないでほしいと、頭を下げる悠馬さんを想像し、捨てられる自分の姿も思い描いてしまった。

　血の気が引く思いで小さく首を横に振ったら、彼女はクスリと大人の笑い方をする。

「私だってこんな手法は取りたくないのよ。あなたとの直接勝負に負けたら悠馬を諦められると思ったのに、応じないんですもの。戦わずに負けるのが嫌なのよ。だからあなたとは無関係の場所での戦いに――」

「やります！　コロッケ勝負やりますから、ユキヒラ食品を潰すなんて、そんな怖いことやめてください！」

　悠馬さんを賭けたくないけど、そう言うしかないじゃない。ユキヒラ食品の存続が危ぶまれるというのに、勝負しないという選択はできないよ……。

　その後、彼女は席に座り直し、書類ケースから真っさらなＡ４紙を取り出して、手書きで契約書を作り始めた。

　先に聞かされたコロッケ勝負について記されて、勝った者が悠馬さんと交際するとも書き込まれている。

　それを手早く二部作成した彼女は、まず自分で署名捺なつ印いんし、その下に私にも同じようにするよう求めてきた。

「印鑑がないなら拇ぼ印いんでいいわよ。はい、朱肉」

　名前を書こうとするペン先が震えている。

　やらなければならないけれど、この勝負に私は勝てるのだろうか？　開発部員とはいえ、今まで自分のレシピを商品化させたことはないのに……。

　そこまで考えて、問題があることに、はたと気づいた。この契約書には九月から十一月の三カ月間で新作コロッケを開発し、十二月初旬に発売と記されているが、私には無理だと。

　記名の途中でペンを止めた私に、彼女は苛ついた声で「早くして」と催促する。

「あの……」

「なに？　応じないなら、ユキヒラ食品を――」

「違うんです。やらないんじゃなくて、できそうにないんです。実は――」

　自らの不出来具合を暴露するのは恥ずかしいけれど、仕方なく、今までレシピを採用されたことはないと打ち明けた。

「ですから、私がいくらやる気を出したって、たった三カ月で商品にしてもらえるはずはないし、勝負にならないんです」

「朱梨さんって、想像以上にダメな人なのね。かつて私に告白した人の彼女があなたなのは、屈辱的よ」

「す、すみません……」

　呆れ顔をする彼女だったけど、縮こまる私に小さな溜め息を聞かせてから、「まぁいいわ」と気を取り直していた。

「それくらい、私がなんとかするから」

　なんとか？　他社の望月さんが、私のレシピをどう商品化させるというのだろう。

　そんな疑問を顔に表すと、驚くことをサラリと言われる。

「朱梨さんのレシピで十二月に新商品を出すよう、圧力をかけておくの」

「そんなことできるんですか!?」

「簡単よ。私を誰だと思ってるの？」

　彼女は天下の望月フーズホールディングスの社長令嬢で、専務取締役だ。

　中堅企業であるユキヒラ食品に、それくらいの要求を飲ませることなんて造作もないという自信が彼女の表情から見て取れた。

　結局、署名させられて、契約書を一部渡される。

「詳細が決まったら連絡するわ。今日はこれで失礼するけど、最後にひとつ気になっていたことを言ってもいいかしら？」

「はい？」

「いかにも安物に見える服はやめて。今はまだ、あなたが悠馬の恋人なんだから、彼の評価を下げないように気をつけてあげて」

　その声に嫉妬は感じられず、ただ淡々と注意を与えてから、彼女はショルダーバッグを肩にかけた。

「はい……」

　セール品の服にダメ出しをされてしまった。ユッコと楽しく選んだ服なのに……。

　でも、彼女の注意は正しく聞こえて、反論の言葉は出てこない。

　先に席を立った彼女は歩く姿も美しく、会計を済ませると颯さっ爽そうと店を出ていった。

　周囲は三分の二ほどが空席で、店内音楽の歌詞が聞き取れるほどに静かだったが、女子高生風の四人組が来店し、隣のテーブルに着くと急に賑やかになる。

　季節限定のフルーツパフェが二割引きだと喜ぶ会話は、数十分前にユッコと私が交わしていたものと似ていて、楽しそうな少女たちをうらやましく思った。

　テーブル上の契約書を読み返して、深い溜め息をつく。

　焦って契約してしまったけど、今、冷静になって考えてみれば、彼女の術中にはまった気もしなくはない。

　どうしよう、帰るのが怖い。悠馬さんに、なんて説明したらいいのだろう……。




　それから二時間ほど経った夕暮れ時。

　マンションに帰ってきた私は、すぐに悠馬さんに報告することはできず、まずは夕食の支度に取りかかっていた。

　献立はカレーライスで、野菜を切って牛肉と炒いため、水を入れてグツグツと煮込む。

　火加減を調整しつつ悠馬さんへの説明の仕方について悩んでいたら、リビングでサッカー中継を観ている彼の手元でメールの着信音が響いた。

　オープンキッチンのコンロの前に立つ私は、鍋からソファに視線を移す。ここからでは悠馬さんの肩から上の後ろ姿しか見えず、誰からのメールだろうと気にしていたら、彼がこっちに振り向いた。

　ビクリと肩を揺らしたのは、私に文句がありそうに眉間に皺を寄せているからだ。

　テレビを消して立ち上がった彼は、キッチンに近づいてきて、私にスマホ画面を見せながら「どういうこと？」と問いかけてきた。

「望月のメール。【朱梨さんから話を聞いておいて】と書かれているけど、なにがあった？　望月に会ったの？」

「あの、ばったり出会ってしまったんですけど、えーと……」

　正直に話すつもりでいたけれど、まだ心の準備ができていない。言葉が続かずに目を泳がせるだけの私に、悠馬さんは溜め息をついた。

「今度はなにをしでかしたんだ？　こっちにおいで。話を聞かせてもらうよ」

「はい……」

　促されてコンロの前から離れた私は、ダイニングテーブルに彼と向かい合って座る。

　それから五分ほどかけてコロッケ勝負についてボソボソと打ち明け、望月さんと交わした契約書もバッグから出して彼に渡した。

「――ということになりまして……ごめんなさい。また勝手なことをしてしまいました」

　俯いて割烹着の裾を握りしめている私は、目線だけを動かし、悠馬さんの顔色をそっと窺おうとする。

　黙り込んでいるということは、やっぱり怒っているのだろうけど、その怒りの程度はどれくらい……？

　盗み見た彼の眉間の皺は先ほどよりも深いものとなっていたが、睨む視線は私に向けられていない。テーブル上には契約書とふたり分の緑茶のグラスの他に、彼のスマホが置いてあり、どうやら鋭い視線はスマホに止められているようだ。

　それは私に対してというより、望月さんのことを怒っていると解釈していいのかな？　それなら私へのお叱りの言葉は、なし……？

　期待して顔を上げたら、彼と目が合い、「なにやってんだよ」と叱られた。

「望月に言いくるめられて、こんな契約書まで交わしてくるとは……呆れるな。もう少し考えて。判断できないなら、なぜその場で俺に電話しない？」

「電話……そっか、悠馬さんに聞けばよかったんだ。それさえ思いつかなくて、本当にごめんなさい。ユキヒラ食品を潰すようなことを言われて、焦っちゃって……」

　身をすくめ、謝罪の言葉にボソボソと言い訳を付け加えた。

「望月フーズが冷凍コロッケを作らないのは、利益を見込めないからだ。創業以来うちが独走して、コロッケといえばユキヒラだと全国に浸透しているため。望月が参入したって、うちは潰されない。失礼なことを言うな」

　愚かな私は悠馬さんの不機嫌さをもう一段階進めてしまい、「すみません……」と肩を落として謝った。

　潰すようなことを言ったのは、望月さんの虚勢だったということなのか。彼女にもらった大企業の名刺は、まるで黄門様の印籠のように感じてしまい、恐れおののいた私は、つい彼女の言葉を信じてしまった。

　悠馬さんの言う通り、天下の望月フーズといえども、冷凍コロッケでうちが負けたりしないのに……。

　思慮不足を恥じる。

　今後は慎重に……とはいっても私のことだから、また間違った判断をしてしまいそう。これからは逐一、悠馬さんの指示を仰ごうか。

　心の中で反省してからもう一度謝って、恐る恐る聞いてみた。

「それで、私はこれからどうすればいいですか……？」

　すると「放っとけ」という適当な返事をされ、目を瞬かせる。

「こんなおかしな勝負に応じてどうする。契約を破った場合の罰則等も記載されていないし無視しろ。なにより、俺は望月と付き合う気はさらさらない」

　無視していいの？

　戸惑いつつも、そう言ってもらえるとホッとして心が少し軽くなる。それと同時に、もしや大学時代の告白話も嘘だったのではないかと期待が芽生えていた。彼の言葉からは、望月さんに対する愛情を少しも感じられないためだ。

　それで確認してみたら、目を逸らされて一拍の間を置いてから、「それは本当」と言われてしまった。

「そうですか……」

「昔のことだよ。今は望月を女として見ていない。朱梨は俺の愛情を疑うの？」

　不愉快そうな視線を向けられ、「疑ってません！」と慌てて否定する。

「悠馬さんを信じてます。いつも愛情を感じさせてもらってますし、心変わりされるとは思ってませんから」

「それならいいけど……不公平だよな。朱梨は俺に愛情を見せてくれないから、たまに逃げられる不安に駆られるときがある」

　思ってもみないことを言われて、目を丸くする。

　逃げるって、私が悠馬さんを振るということ？　私にはもったいないほどに素敵な人なのに、私から交際に終止符を打つことは絶対にありえない。少し前までは捨てられないようにと、いい女になるべく無駄な努力をしていたほどだったのに、どうして不安になるの？

　愛情表現が足りないというなら、なにかしないといけないが、具体的にどうすればいいのか……。

　正解が分からなくて、取りあえず「悠馬さんを愛してます」と言葉で伝えたら、頬杖をついた彼に怪しむような目で見られ、「どうだか」と言われてしまう。

「いつも俺に内緒で勝手なことをするじゃないか。今回は、俺を賭けての勝負を受けてくる始末だし」

「ごめんなさい……」

　それについては心から申し訳なく思う。本当は嫌だったのに……という言い訳は意味がない。実際に断らずに承諾して、悠馬さんの心を傷つけてしまったのだから。

　再び私が縮こまると、彼は小さな溜め息をついて話を締めくくる。

「まぁいい。過ぎたことを責め続けても仕方ない。これからは望月と接触するな。電話にも出るな。なにかあれば俺に言って。分かった？」

「はい」

「よし」と悠馬さんは立ち上がり、私の頭をポンポンと優しく叩いてから、契約書とスマホを手にソファに戻っていった。

　よかったと緊張から解き放たれた後は、ハッとして慌ててコンロの前に立つ。

　カレールーを入れる前の野菜と肉を煮込み中で、鍋の蓋を開けると水かさが半分ほどに減り、ジャガイモが煮崩れてしまっていた。

　火を止めて、話し合えばよかったな……。

　そう思いつつお湯を足して、市販のカレールーを鍋に入れたら、悠馬さんのスマホが鳴った。メールではなく電話のようで、また望月さんからかと身構える先では、彼が「親父からだ」と呟いていた。

　なんだ社長からか……仕事の電話かな？

　彼は話しながらリビングのドアを開けて廊下に出ていき、私の意識はまた鍋に戻る。

　木ベラで混ぜてルーを溶かし込み、隠し味にソースとケチャップを少々入れて……。

　そのとき廊下から、「はあ!?」と大きな声がして、驚いた私はケチャップの容器を思いっきり押してしまった。鍋の表面は赤くなり、これではカレーなのかハヤシライスなのか分からなくなりそう。

　混ざる前に急いでおたまでケチャップをすくい取ろうとしたら、今度は慌てたような悠馬さんの声が聞こえてきた。

「親父、考え直して。それを受けられない事情がこっちには……いや、なんでもない。とにかく俺としては……」

　気になっておたまを持つ手を止め、ドアの方を見たらハッと思い出した。それは、解決したものとしたコロッケ勝負についての、望月さんとの会話だ。

　今まで私のレシピは、一度も商品化されたことがないから、いくらやる気を出したところで勝負は無理だと説明したら、彼女にこう言われたんだ。

『朱梨さんのレシピで十二月に新商品を出すよう、圧力をかけておく』

　そんなことできるのかと疑問を投げると、『簡単よ』とも言われた。

　もしかして、社長からの電話はそれに関することだったりして……。

　火を止めて急いで悠馬さんの元に駆け出したら、リビングのドアが開き、電話を終えて戻ってきた彼と出くわした。

　一度は許してくれた悠馬さんだったけど、その顔には怒りが戻され、先ほどよりもさらに不愉快そうにしかめられている。「あの」と問いかける私と目を合わせてくれず、床を睨みつけて「やられた」と吐き捨てるように言った。

「親父に直接コンタクトを取られた。冷凍コロッケの開発勝負は話題性があり、お互いの販売促進に繋がる企画だからやってみろと言われた」

「ええっ!?　社長は、悠馬さんが賭けられていることを承知で言ってるんですか？」

「知るわけないだろ。親父は――」

　悠馬さんの説明によると、社長が聞かされたのは、若い女子社員のレシピで作った冷凍コロッケの売上勝負という話らしい。

　こっちの開発者は私が指名で、向こうは知らない女性開発部員の名前を挙げられたそうだが、実際にレシピを考えるのは望月さんなのは明らかだ。彼女が私と勝負したがっているのだから。

　若い女子社員の勝負という話題作りは世間の注目を浴びそうで、冷凍コロッケの消費拡大に繋がることが期待できる。そんなメリットを聞かされた社長は望月さんにやる気にさせられてしまったようだ。

　本当は悠馬さんを賭けての勝負だと、社長に話せばいいのではないかと提案したら、「そんな恥ずかしい話を親にできるか」と叱られた。

　じゃあ、どうすればいいの？

　慌てた私は彼の腕にすがり、「断ってください。お願いします！」と頼み込む。しかし私の手はすぐにほどかれて、「無理だ」と冷たい返事をされてしまった。

「すべての決定権は俺じゃなく社長にある。朱梨は望月と勝負をすることに決まったんだ。ただし、お前が負けても俺は望月と交際しない。なんでこんなことに……ったく、俺は関わらないぞ。勝手にやってろ」

　悠馬さんはソファ前のテーブルに置いていた財布だけを手に取ると、「出かけてくるから。夕食はいらない」と言い置いて、家を出ていってしまった。

　かなりの怒りの中にいることがひしひしと伝わってきて、彼を止められなかった。

　私と一緒にいたくないと思ったのかな……。いや、違う。怒りを私にぶつけないために、どこかで冷静さを取り戻そうとしているのだろう。独占欲が強くて私を支配しようとする人だけど、そこにはいつも愛情と優しさがあるから……。

　出ていったのは私を思ってのことだと感じても、せっかく作ったカレーを食べてもらえないことや、彼のいない広い静かな部屋は寂しくて悲しみが込み上げる。

　無人の廊下を見つめていると涙が浮かんできたが、それが流れ落ちる前に手の甲でグイと拭い、唇を噛みしめた。

　愛想を尽かされても仕方ないことをしたのは私なのだから、悠馬さんに泣きついたりせず、自分の力でなんとかしないと。

　要は勝てばいいのよ。勝って、『悠馬さんのことは諦めて』と望月さんに言ってやるんだから。

　サイドボードの上に置いていた通勤用のショルダーバッグの中からレシピノートを取り出し、ダイニングの椅子に座ってそれを開いた。ペンを握りしめて、早速新作レシピを考え始める。

　私だって開発部員。

　過去最高のレシピを完成させ、この恋を守り通してみせると、闘志をみなぎらせていた。










彼はいつでも私の味方




　望月さんとの勝負のためのコロッケ製作を始めてから、ひと月半ほどが経ち、十月も後半に突入していた。東京の街は秋色に染まり、枯葉が足元で乾いた音を立てる。

　朝八時二十分、私は悠馬さんと並んで吊革に掴まり、電車に揺られていた。

　彼のマンションから会社までは電車でふた駅。平日の多くはこうして一緒に通勤している私たちだが、会話は少なく気まずい思いでいた。

　社長の指示でコロッケ勝負が決まってしまった後に、怒って家を出ていった悠馬さん。あの日は夜遅くに帰ってきて、そのまま寝てしまったのだけど、翌朝は笑顔で『おはよう』と声をかけてくれた。

　それ以降、悠馬さんが不機嫌さを露わにすることはなく、一見仲よく暮らしている。

　でも違う。当たり障りのない話題を選んで会話して、コロッケ勝負について彼は決して触れようとしない。夜の営みもしばらくないし、やっぱり怒っているのよね……。

　駅に到着して、電車を降りる。その際に急いでいる人が私を押し出すように後ろからぶつかってきて、つんのめるように転びそうになった。

「あっ！」と声を上げると、斜め前を歩いていた悠馬さんが振り返り、抱えるように支えてくれたから難を逃れる。

「ありがとうございます」と笑顔を向けたのに、彼の返事は「ん」と一音だけ。口元に無理やり笑みを作っているけれど、その目は少しも笑っていなかった。

　普通にしようと努力してくれる彼だが、その無理をしている感じがかえって気づまりな空気を生み出す。

　彼のマンションを出て、元のアパートに戻ったほうがいいのかもしれない。でも、そうすればこの恋が自然消滅してしまいそうで、怖くてできない。だからこうして彼の不機嫌さを感じるたびに、私は心で謝るしかなかった。

　悠馬さん、不愉快な思いをさせてごめんなさい……。

　改札を出て、社屋までの徒歩五分ほどの道のりを歩く中でも会話はなく、社屋に入れば「じゃあね」と背を向けられる。

　副社長室は七階で、悠馬さんはエレベーターホールへ。一方私の職場は二階だから、混み合うエレベーターには乗らずに、その奥の階段に向かう。

　彼の背中を見ながら「お仕事頑張ってください」と声をかけ通り過ぎたら、「朱梨」と呼び止められた。

　振り向くと視線が合い、なんとなくばつの悪そうな顔をしている彼が「あのさ」と話しかけてくる。

「はい」

「いや……いい。なんでもない」

　エレベーターは一階に到着し、「副社長、おはようございます」と挨拶してくる社員とともに乗り込む悠馬さん。閉まりかけている扉の隙間に目を伏せる彼の顔が見え、それはすぐに私の視界から消え去った。

　なにかを言いかけてやめるなんて、彼らしくない。

　私たちの今の関係には、〝ギクシャク〟という言葉が似合っていた。




　開発部のドアを開けてから、午前中は駆け足で過ぎていく。

　私のレシピで作られた冷凍コロッケが、大手スーパーマーケットに並ぶのは、十二月八日から十七日の十日間。十一月末日までにレシピを完成させないと、その後のパッケージ制作や工場での製造に間に合わないため、私は焦っていた。

　開発に費やせる月日は半分を経過したというのに、まだこれといったコロッケができていない。今、揚げているコロッケは試作品第九十七号だった。

　揚げたてのコロッケを包丁で半分に割って、中の具合を確かめる。

　うん、断面は予定通りで綺麗。

　カボチャとサツマイモと男爵イモの三層コロッケは、カットしてお弁当に入れたら見栄えがすると思って考案した。

　次は味を……。

　口に入れて咀そ嚼しゃくして、飲み込む前に私は首を横に振る。

　残念。見た目がよくても、味はいまいち。変に甘くてご飯のおかずにならないし、デザートコロッケと捉えるとしたら、逆に甘さが足りない。糖分を添加すれば、健康志向の主婦層に敬遠されそうだから、やめたほうがよさそう。

　これもダメか……と溜め息をついたけど、落ち込んでいる暇はない。事態は『できませんでした』で済む話ではなくなっているのだ。

　唇を引き結んで眉間に皺を寄せ、やらなければ！という思いに自然と怒り顔のようになってしまう。すると、調理台を挟んだ向かいから声をかけられる。

「北さん、ちょっと怖いよ。かわいい感じの写真にしたいから、笑って？」

　先ほどから調理中の私に向けて、パシャパシャとカメラのシャッターを切り続けているのは、広報部の若い男性社員。

　撮られた写真は、うちの社のウェブサイトに上げられている。コロッケ勝負のための開発風景を、ブログ形式で三日に一度、世に発信しているのだ。

　コロッケ勝負は、私と望月さんの個人間のものではなくなり、今はもう、社と社の対決となっている。とはいっても、火花をバチバチと散らしたり、社運を賭けてといった深刻なものではなく、もっと気楽なイベントとしての対決だ。

　この勝負で勝ったほうのコロッケは今後も発売を続け、負けたほうは販売中止というだけのペナルティー。それがお互いの会社間で交わされた契約で、うちの社長としては、話題性があって一時的な冷凍コロッケの売上アップを期待しているだけみたい。

　私と望月さんが、悠馬さんを賭けて交わした契約書のことは当事者以外誰も知らないから、必死なのは私だけ……。

「すみません。こんな感じでいいですか？」

　写真を撮られている暇もないのにと思いつつ、作り笑顔で失敗作のコロッケを箸でつまんで口元に持っていく。

「そうそう、いいよ～その顔」

　笑顔の写真を撮り終えると、広報部の人は「それじゃ、頑張ってね」と簡単な激励をくれて、開発室を出ていった。

　私はすぐに次のレシピに取りかかる。

　昨夜、家で考えてきたレシピは十個。悠馬さんと一緒にベッドに入ったのは０時頃で、彼が眠りについたのを見計らってこっそりと起き出し、明け方までかけて考えてきたレシピだ。

　それらをすべて試作したいところだけど……夕食の支度をしなければならないから、十九時までしか残業できない。

　それまでに、十個のレシピを形にできるかな。

　ひとつのレシピを作るにしても、材料の種類や配合を細かに変えて、何通りも作るから時間がかかる。開発室にこもっている間はあっという間に時間が経ってしまい、目の回るような忙しさの中にいた。

「朱梨、レシピノート見せて。次は、これか。ジャガイモの潰しの程度はどれくらい？」

　隣でそう言ったのは、泉さん。

　前は私が補助をしていたが、今は逆で、二班の全員が代わる代わる私のアシストをしてくれている。

　そのことに感謝しつつ、壁掛け時計に目を遣って、泉さんに伝える。

「お昼休みですよ。私は入ってる暇はないけど、泉さんは休憩してください」

「入らないよ。そのつもりでお弁当持ってきてない。朱梨の試作品でお腹いっぱいになるし、私の昼休憩は気にしなくていいから。それより早く、次の指示をちょうだい」

「泉さん……ありがとうございます。ええと、ジャガイモの潰し具合は――」

　彼女だけではなく、昼休みを利用して他の班員たちも私の周囲に集まり、「手伝うよ」と口々に声をかけてくれた。

　切って混ぜて潰して、計量したり衣をつけたりと手伝ってくれる優しい先輩たちに、心が熱くなる。しかし、感激して涙ぐんでいる暇もない。私はこの勝負に勝たなくてはいけないのだから。

　以前、悠馬さんは、例え私が負けても望月さんと交際する気はないと言っていたけど、彼女のことだから、すんなり『そうですか』と引き下がるとは思えない。

　例えば、悠馬さんとの婚約を勝手に発表したり、なんてことをやりそうで、想像しただけで恐ろしい。悠馬さんが拒めなくなる状況を彼女なら作れるような気がして、焦るばかりだ。

　それを阻止するためにも、そして私自身のためにも負けられない思いでいる。

　なにもかもが望月さんに劣る私だけど、コロッケ開発だけは勝てると胸を張りたい。開発部員としてのプライドを持って、私は今日もひたすらコロッケを作り続けた。




　立ちっ放しで半日が過ぎ、時刻は十八時半になるところ。

　残業までして補助を頼むには忍びなく、残ってもいいと言ってくれる先輩たちには頭を下げてお帰りいただいた。

　それでも『いいから』と最後まで付き合ってくれたのは泉さんで、そんな彼女も旦那さんがそろそろ帰宅する時間だからと、ついさっき開発室から出ていった。

　静かになった開発室に、パン粉を振るいにかけるシャカシャカという音だけが響いている。

　私もあと三十分しか、ここにいられない。本当はここに寝泊まりしたいほどに焦っているが、悠馬さんとの生活を崩したくないので、彼の帰宅前に帰って夕食を作り、簡単な掃除もしておかないと。

　この勝負が始まってからの私は一日中忙しく、夜中にレシピを考えているため、平均睡眠時間は三時間ほど。それがひと月半も続けば、いくら健康な私といえども体に支障が出てくる。実は今朝から熱っぽい気がしていた。

　市販の風邪薬を飲めば一時的に熱は下がり、倦けん怠たい感かんは和らいで眠気も去っていくけれど、十四時頃に飲んだ薬の効き目はそろそろ切れてきたみたい。吐く息は熱く、体が重くて仕方ない。それに寒気もしてきた。

　退社する前に、薬を飲まなくちゃ……。

　そう思っていたら、急に景色が揺れた。めまいがして立っていられずに、その場に崩れ落ちる。

　倒れるときに、調理台のボウルに手を引っかけてしまったようで、頭からパン粉を被り、ボウルは床にカランカランと転がった。

　倒れている場合じゃない。まだまともなレシピができていないし、私には時間がないのに……。

　そのとき、開発室のドアが勢いよく開けられる音がした。

　この勝負に関わらないと宣言した悠馬さんは、今はもう男性たちを牽制しに開発室にやってくることはない。だから悠馬さんじゃないと思うけど、いったい誰が入ってきたのだろう。泉さんが忘れ物をして取りに戻ったのかな。

　めまいはやまず、目を開けていられずに横たわるだけの私。駆けつける靴音は誰のものかという疑問は遠ざかっていた。思考までもがグルグルと回転しているような気分で、渦の中に意識までもが吸い込まれていく。

　体がふわりと浮いた気がするけれど、これは夢の中での出来事だろうか……。

「無理をしすぎだ。これ以上はやめて。レシピは適当なものでいいから……」

　夢の中で目を開けると、私を横抱きにしているのは、うちの社のマスコットキャラクターのユキ丸くんだった。

　ユキ丸くんって人間の言葉をしゃべれるんだ、と感心しつつ、適当なレシピでいいと言われたことに反論する。

「ダメなの。私は絶対に勝たなくちゃ。これからもずっと、悠馬さんと一緒にいたいから……」

「朱梨……」

　ユキ丸くんはなぜか、苦しそうな悲しそうな、申し訳なさそうな顔をして、私を見つめている。

　そんなユキ丸くんの顔もぼやけてすぐに見えなくなり、私の意識は夢さえない深い眠りの中に落ちていった。




　それから、どれくらいの時間が経ったのか。あくびをして目を覚ました私は、悠馬さんのマンションのいつものベッドに寝かされていた。

　カーテンは閉められているけれど、窓の外に眩まぶしい日差しを感じる。

　マズイ、寝坊した！　今日、試作するためのレシピを考えずに眠ってしまったんだ。

　大慌てで身を起こしたら、誰かに肩を押さえられて、また寝かされてしまう。

「悠馬さん!?」

「寝てろ。まだ少し熱がある」

　諭すような落ち着いた静かな声に、心配そうに私を見つめる瞳。

「で、でも、レシピを作らないと」

「ダメだよ。今日と明日は休んで。社には病欠の連絡を入れてあるから」

　悠馬さんは部屋着姿で、ベッドの縁に腰かけている。膝の上にはノートパソコンを置いて、ここで仕事をしていたような雰囲気だった。

　キョロキョロと周囲を見回して、他にも気づいたことがある。

　サイドテーブルには、スポーツ飲料のペットボトルに、氷水の入った洗面器とタオル。体温計と風邪薬と、それから私の頭の下には少しぬるくなった水枕。

　そっか。私、開発室で倒れたんだ。その後は気を失うように眠り込んでしまって、悠馬さんが熱のある私を看病してくれたみたい。

　置き時計を見ると、時刻は十三時を過ぎている。

　寝不足が続いていたから、こんな時間まで一度も目覚めることなく、ぐっすり眠ってしまったのかな……。

　スポーツ飲料のペットボトルにストローを差したものを、彼が私の口元に近づけた。

「飲んで。水分は多めに取らないと。食欲はある？　オートミールやお粥かゆならすぐに作れるよ。食べられそう？」

　ストローに口をつけたけれど、吸うことができずに涙があふれていた。久しく聞いていなかった私を気遣う優しい言葉に胸が熱くなる。

　ひと月半前、怒られて呆れられて見放され、もし勝負に勝ったとしても、捨てられてしまうのではないかと、頭の隅で考えていた。

　でも、私を心配してくれる彼から感じるのは、愛情のふた文字。

　よかった……。私のことをまだ好きでいてくれるんだ……。

　膝の上から床にノートパソコンを下ろした彼は、添い寝するように隣に体を横たえ、両腕を私に回して布団の上から抱きしめる。

「どうして泣いてるの？」

「悠馬さんに嫌われたんじゃないかって、怖かったから……」

「大丈夫。朱梨を愛してるよ。倒れた朱梨を見つけて、心臓が止まりそうになった。無理をさせたのは俺のせいだよな。ごめんね」

　その言葉でさらに涙の量が増す。

　私が倒れたのは体調管理ができていなかった自分のせいであり、悠馬さんのせいじゃないのに。彼に謝らせるのではなく、むしろお礼を言わないと。倒れた私を助けてくれたのは、ユキ丸くんじゃなくて悠馬さんだったのだから……。

　しばらく開発室に来ていないと思っていたけど、実は私のことを気にして、こっそりと様子を見に来ていたのだろうか？

　心配してくれていたという事実にホッとして、彼の胸で大粒の涙を流す。温かい胸とたくましい腕に包まれると、今までずいぶんと彼の愛情に飢えていたことに気づかされた。

　また抱きしめてもらえることが嬉しくて、しばらく涙は止まりそうにない……。

　たっぷりと十分ほど泣かせてもらい、スッキリした私には笑顔が戻っていた。

「なんだか急に元気になりました！　起きてもいいですか？　ダイニングテーブルで普通にご飯を食べられそうです」

「そうか」と頷いて、私を起こしてくれた彼。その口元には、安心したような笑みが広がっている。

　ベッドから足を下ろして立ち上がり、床の上のノートパソコンに視線を止めた。

　仕事をしていたんだよね……。

　彼は多忙な副社長。私の看病をしてくれたことに感謝しつつ、半日も休ませてしまったことが申し訳ない。

「会社を休ませてごめんなさい。私はもう大丈夫ですから、出社してください」

「スケジュールは調整してあるから問題ないよ。今日は家で仕事をしながら、朱梨を見張らないとね」

「見張る？」

　聞き返して首をかしげた私に、隣に立つ悠馬さんは真顔を向けた。

「俺が出社したとしたら、朱梨はこれからなにをするつもり？」

「ええと……シャワーを浴びて、それからレシピを考えて、家で試作品を少し作ろうかなと……」

「ほらね」と背後に回った彼は、パジャマ姿の私を拘束するように抱きしめる。

「今日明日は仕事をしてはいけないよ。食べて寝るだけ。熱が完全に下がるまではシャワーもダメ。後で体を拭いてあげるから」

「ええっ!?」

　それは恥ずかしいから勘弁してもらいたいと顔を赤らめつつ、仕事禁止の命令には慌てていた。ただでさえ時間がないというのに、呑気に寝ていたらレシピを完成させられない。

　肩越しに振り向いて意見しようとしたら、唇を奪われてしまう。

　キスも、久しぶりで嬉しい……じゃなくって、悠馬さんは私が負けてもいいというの!?

　唇を離しても腕の力を緩めてくれない彼は、私を抱きしめたままで優しく微笑む。

「俺が手伝うから大丈夫。二日間休んでも、必ず期限までに最高のレシピを完成させてあげるから」

　この勝負にいっさい関わらないと宣言していた悠馬さんが、その意思を曲げてサポートすると言ってくれるのはとてもありがたいけれど、私は目を瞬かせる。

「手伝うって、悠馬さんがコロッケを作るんですか？」

　副社長である彼がエプロン姿で私の隣に立ち、ジャガイモを潰す姿を想像したら、ものすごい違和感を覚えた。

　すると彼はおかしそうに笑う。

「残念だけど、俺が直接的に手を貸しても、かえって邪魔になりそうだからやめておく。俺にできる方法でバックアップするから」

　首をかしげた直後に視界が傾き、私は「あっ！」と驚きの声を上げた。彼に横抱きに抱え上げられて、慌ててその首に腕を回してしがみつく。

「バックアップの方法は、明後日教えるよ。とにかく今日と明日は、コロッケについて考えるのも禁止。分かったね？」

「は、はい……」

　疑問がいっぱいで気になるけれど、今は教えてくれそうにない。でも『必ず期限までに最高のレシピを完成させてあげる』と言ってもらったことで、間に合わないとの焦燥感は取り払われた。

　頼もしい悠馬さんがサポートしてくれるなら、きっと大丈夫。望月さんに負けたりしないと自信が湧いて、安心感が生まれていた。

「なに食べたい？　今日は朱梨のワガママをなんでも聞いてあげるよ」

　横抱きにされたまま寝室を出てリビングに向かいながら、真っ先に頭に浮かんだのはやっぱりコロッケ。

　実家の隣の肉の松屋は閉店しちゃったけど、あのコロッケがもう一度食べたい……。

　考えるのも禁止と言われているから、それは口にできないが、私が今食べたいのは間違いなくコロッケだった。

　連日試作品を食べ続け、かつ、まだ微熱があるという中でもコロッケを欲するなんて、我ながら呆れるほどのコロッケ中毒だ。

　自分がおかしくてフフッと声に出して笑ったら、リビングのドアを開けた彼に「なに？」と問いかけられる。

「なんでもないです。今食べたいものは、お粥です。焼き鮭ざけや梅干しがあればもっと嬉しいです」

「了解。それに『百ひゃく疋びき屋や』のフルーツの盛り合わせもつけよう。配達を頼んでおくよ」

　銀座の百疋屋といえば、最高級のフルーツしか扱わない果物屋として有名で、私は今まで一度も口にしたことがない。だって、苺ひと粒が千円ちょっとで、メロンひと玉は数万円するとテレビで見たもの。

　悠馬さんはお金持ちだと改めて感じながら、今日は贅沢をさせてもらい、彼の気遣いに甘えさせてもらおうと思う。

　戦いの間の小休憩。後半戦を元気に戦い抜くために、それも必要なのかもしれない。




「朱梨ちゃん心配したよ。もう大丈夫なの？」

「はい、全快です。いろいろとすみませんでした」

　悠馬さんに見張られつつ甘やかされて食べて寝ていたら、私の体調はすぐに回復。二日間の欠勤の翌日に出社すると、二班のみんなが私のデスクの周囲に集まり、優しい言葉をかけてくれた。

　それに笑顔で受け答えしながら、仕事用の割烹着を着る。

　よし、今日こそ、手応えのあるコロッケを作ってみせる。

　心に静かな闘志をみなぎらせ、三角巾を被ったら、ノックの音がして開発室のドアが開けられた。

　全員の視線が向く中、入ってきたのは悠馬さん……と、見知らぬ男女五人。

　なにも聞かされていない私は、みんなと同じように戸惑っている。

　これからなにが始まるのだろうと悠馬さんを見つめていたら、目が合って優しい笑みを返された。

　彼と見知らぬ人たちは、デスクを挟んだ私たちの前で足を止め、横並びになる。

「副社長、おはようございます。あの、そちらの方々は……」

　二班を代表して質問してくれたのは班長の三上さんで、悠馬さんが社内向けの紳士的な笑みを浮かべて説明してくれた。

「冷凍コロッケ勝負のための、アシストチームです」

　首をかしげた後に、私はポンと手の平を叩く。

　そういえば一昨日、寝ている場合じゃないと焦る私に、彼は『俺が手伝う』と言ってくれた。『俺にできる方法でバックアップするから』と。

　悠馬さんにできるやり方での手伝いとは、アシストチームを作ることだったみたい。

「ご多忙の中、無理を言って依頼を引き受けていただいた方々です。順に紹介します。こちらは――」

　悠馬さんの隣に立つのはグレーのスーツを着た小柄な男性で、年齢は三十代半ばくらいに見える。名前は神じん野のゼツさんと言い、フードコーディネーターとして活躍しているそうだ。

　あれ、その名前をどこかで聞いたような……。

　紹介の言葉を聞きつつ記憶を探ると、ハッと思い当たる。

　有名な料理雑誌でコラムとレシピを連載している人だ。確か『神の舌を持つ男』という異名がつけられていて、一度口にした料理は再現できるらしい。彼がメニュー開発に携わった飲食店は繁盛するという噂もあり、スケジュールは向こう三年も埋まっていると、雑誌の記事に書かれていた覚えがある。

　そんなすごい人が私のサポートをしてくれるのかと驚いたが、他の四人も錚そう々そうたる肩書を持っていた。

　行列のできる洋食の名店のオーナーシェフに、レシピ本がミリオンセラーの大ヒットを飛ばし、主婦に崇拝されている料理研究家。『日に本ほん冷れい凍とう技ぎ術じゅつ開かい発はつ機き構こう』から来たという冷凍技術のスペシャリストに、世界の食用油を研究している大学教授まで。

「すごいね……」と泉さんが私の斜め後ろから耳打ちしてきて、私は前を向いたまま、ゆっくりと頷いた。

　わずか一日二日で、これだけの人をどうやって集めたのだろう。ユキヒラ食品という企業名を出したから、簡単に引き受けてもらえたの？　いや、違うよね。やっぱり物を言うのはお金かな……。

　驚きが去った後には、感謝の気持ちが込み上げる。

　昨日の午後は、私に『寝てなよ』と言い置いて、スーツ姿で出かけていった彼。きっとあちこちに足を運んで、アシストチームの結成に尽力してくれたのだろう。

　悠馬さん、最強の助っ人をありがとうございます。その恩に報いるためにも、私は最高のコロッケを作ってみせますから！

　その後は、全員で小会議室に移動して、早速レシピについてのミーティング。

　アシストチームの頼もしさに、開発部員として経験豊富な三上さんも感心していた。

　私の頭ではとても思いつかないような調理法を教えてもらい、意外性のある調味料や食材の組み合わせ、画期的なアイディアと貴重な意見をいただいた。

　そして一時間半のミーティングの終わりには、どれもこれも素晴らしいレシピが二十個もできあがる。あとはこれらのレシピを、私と二班のメンバーで微調整しながら試作を繰り返し、一週間後にまた集まって会議を開くことが決まった。

　時刻は十一時になるところ。多忙の中で来てくれたアシストチームの皆さんは足早に帰っていき、二班のメンバーも小会議室から出ていった。

　私も開発室に戻ろうと思うけれど、悠馬さんは今、秘書から連絡が入って電話中で、ひと言お礼を言うために待つことにする。

「分かりました。すぐ戻ります」と電話を終えてスマホをポケットに戻した彼に、私は「ありがとうございました」と頭を下げた。

「悠馬さん、私、頑張りますね。絶対に勝ってみせます！」

　笑顔で決意表明して、彼に背を向けドアへと歩き出す。

　すると「待って」と言われ、足を止めた私に、後ろからスーツの腕が回された。途端に鼓動が速度を上げて、顔が熱く火照る。

　今まで何度も抱きしめられたことがあるというのに、変なの。社内というシチュエーションのせいで、こんなにも照れくさく感じるのかな……。

　ひとり恥ずかしがる私の耳元で、悠馬さんは真面目な声で注意を伝えてきた。

「頑張りすぎて無理しないでよ。残業は一時間まで。コロッケだけで済まさずに、バランスのいい食事を三度取ること。睡眠時間は六時間を確保。日曜は仕事をしない。それと家事は俺もやるから残しておいて。分かった？」

「はい」

　即答したのは、私も身に染みているから。体調を崩して寝込んだほうが時間のロスになる。無理をしてもいいことはない、と。

　今の私は、もう大丈夫。前半戦のときのような焦りはなく、私の後ろにはこうして悠馬さんがいてくれるのだと思うと、安心感さえ湧いていた。

「無理をしないと約束します」

　抱きしめてくれる大きな手に、手を重ねてそう言うと、ホッと吐き出す彼の吐息がうなじにかかり、甘い声が耳をくすぐった。

「もうひとつ約束して。今夜は俺に抱かれると。朱梨が疲れていたから我慢していたけど、もう限界。本当は、今ここで押し倒したいくらい」

　そ、そうだったのね……。ひと月半も抱いてくれなかった理由は怒りのせいではなく、私を気遣っての我慢だったんだ。素っ気ない態度とギクシャクした感じはもしや、性欲を抑えるため？

　そんな配慮はいらなかったのに。愛情不足で、私も抱いてほしかったから……。

　彼の腕の力が緩むのを合図に向かい合うと、すぐに唇が重なった。

　ここは小会議室で、ドアの鍵も開いたまま。それを最初は気にしていたけど、すぐにキスに夢中になって忘れてしまう。

　むさぼるようなキスに私を求める彼の気持ちが伝わり、心に喜びが広がる。

　私の背中を撫でる手が、もったいぶるようにゆっくりと下降してお尻までくると、ゾクゾクと肌が粟あわ立だち、スーツにしがみついた。

　この恋を守りたい。この先もずっとこうして抱き合いたいから、望月さんには負けられない……。




　アシストチーム結成からひと月ほどが過ぎ、秋も終わりを迎えようとしていた。

　今日は十一月最後の週の水曜日。コロッケ勝負のためのレシピは一昨日やっと完成して、私は今、会議室にいる。

　プロジェクター用スクリーンの前には、間に通路を挟んで長机がふたつ横並びにされ、それが十列。最前列には社長を含む重役たちが座っていて、もちろんその中には悠馬さんもいる。

　他の列には開発、広報、事業部など関係部署の部長と、製造工場のトップと担当者にも来てもらった。後方は開発部員の馴な染じみのある顔触れが並ぶ。

　スクリーンの前に立ち、画像やグラフや表に説明を加えている私は、重役たちに気後れしそうになるので、なるべく前列に視線を止めないようにしている。

　これは商品化の是非を問う会議ではなく、レシピを発表する場で、もう時間がないから作り直せと言われないのは分かっている。それでも社長や専務を相手に発表しなければならないこの状況では、緊張しないわけにいかなかった。

「ソースをかけずに食べることを想定し、タネの味をしっかりと濃いものにしています。その分、しつこくならないように油は――」

　頼もしいアシストチームに助言をもらって……というより、言われるがままにできあがったのは、ミートチーズコロッケ。

　男爵イモにこだわりのミートソースを絶妙なバランスで混ぜ込み、中心には三種のチーズを埋め込んでいる。家庭で揚げるタイプの冷凍コロッケではなく、レンジで加熱するだけで、手の平サイズの小判形。

　ひとパック四個入りの価格は、多くの人に買ってもらえるよう、利益を見込めるギリギリの原価率の二百三十九円を希望したい。

　材料や製造工程の詳しい解説に加え、価格設定の他にパッケージについても希望を言わせてもらって、プロジェクターを用いての説明を終えた。

　次は試食をしてもらう。

　照度を戻した会議室の壁際で、三台の電子レンジが稼働し始める。

　二班のメンバーがミートチーズコロッケを温め、小皿にのせて前列から順に配ってくれた。

　ここからは重役たちから視線を背けてはいられない。湯気の立つコロッケを箸で割り、断面を凝視している専務を、私は緊張しながら見つめる。

「色が綺麗だな。鮮やかなオレンジ色のタネから、チーズが溶け出す様子はインスタ映えしそうでいいな」

　専務は、悠馬さんのお姉さんの旦那様。年齢は確か四十歳くらいだったと思う。

　まったく考えていなかった『インスタ映え』という言葉に、このコロッケを購入した主婦がスマホカメラを向ける姿を想像しつつ、私の視線は通路を挟んで専務の左隣に座る社長に移された。

　スリムな体型でダンディな雰囲気を持ち、ダークグレーのスーツを素敵に着こなす社長は、六十代前半。切れ長二重の目元が悠馬さんに似ていて、彼の将来もきっと格好いいだろうと想像させられる。

　その社長の視線も断面に向けられていて、小皿を持ち上げじっくりと観察した後に、おもむろに口に入れた。

　速まる鼓動の理由は、おいしいと言ってもらえる期待半分と、マイナス評価をもらうのではないかと危ぶむ不安が半分あるせいだ。

　いや……期待は八割で、不安は二割かもしれない。このコロッケがおいしいのは、よく分かっている。私が作ったというより、アシストチームの、特に神の舌を持つと言われているフードコーディネーターの神野さんの意見で作られたようなコロッケだから、素晴らしいのは間違いなかった。

　味や食感を確認しながら咀嚼して飲み込んだ社長は、私と視線を合わせて頷いた。

「北さん、合格」

「ありがとうございます！」

「先ほどの説明で調理油にかかるコストが気になるところだったが、食べて納得したよ。それだけかける価値はある。油の配合を決めるには苦労したんじゃないかい？　よく考えたね」

「あ、ありがとうございます……」

　二回目のお礼の言葉が尻すぼみになってしまったのは、褒められた点が調理油についてだったから。その部分は、百パーセント私が考えたものではなかった。

　揚げ油は、菜種と大豆と、グレープシードオイルというぶどうの種子から搾った値の張る油を六、三、一の割合でブレンドしている。アッサリした中にコクもあり、ビタミンＥがたっぷりと含まれる調理油となっていた。

　それを決めたのは食用油を研究している大学教授と神野さんで、私に至っては、『グレープシードオイルってなに？』と首をかしげつつメモを取るだけだったのだ。

　褒められても、ばつの悪い思いで肩をすくめるしかない私は、社長から逸らした視線をその左隣の席の悠馬さんに向けた。

　彼は一昨日のレシピが完成した日に試食している。そのときにも『おいしい』と言ってもらえたが、今は副社長としての講評を聞かせてくれた。

「子供からお年寄りまで幅広い層に受け入れられると思います。ミートソースとチーズの組み合わせという安心できるレシピの中に、調理油の配合などは挑戦的な試みで、おもしろみがあります。素晴らしいレシピです。三カ月間、北さんはよく頑張ってくれました。ありがとう」

　悠馬さん……私のほうこそ、ありがとうございます。アシストチームがいなければ、このコロッケは誕生していなかった。ただ、私のレシピだとは自信を持って断言できず、それについてはモヤモヤとした思いが残るところだけど……。

　悠馬さんが優しく微笑みかけてくれるから、私もつられて頬が綻ぶ。

　社長はそんな私たちに視線を一往復させてからニヤリとして、息子の脇腹を控えめに小突いていた。

　私と悠馬さんの交際は社内では有名な話なのに、社長はつい最近まで知らなかったらしい。誰かから聞かされた社長にからかわれたと、この前、悠馬さんは照れくさそうに教えてくれた。

　和やかなムードの会議室に、私は緊張を解いてホッと息を吐き出す思いでいた。

　最後の締めくくりは社長の言葉。

「北さん、お疲れ様。これほどのレシピをよく短期間で完成させてくれたね。最初は話題性による一時的な利益を期待しただけだったが、こうなると望月フーズとの勝負に勝ちたくなってきたな。とてもいいレシピだから」

　これが悠馬さんを賭けた勝負であることを、社長は最後まで知らないまま。悠馬さんが絶対に他言するなと言うので、他の誰にも話していない。

　だから『勝ちたくなってきたな』という程度の意気込みでも仕方ないけれど、『絶対に勝たないといけないんですよ』と、私は心の中だけで意見していた。

　頭に浮かぶのは、ショッピングモールのレストランで話したときの、望月さんの余裕の笑み。私が相手なら、悠馬さんを奪えるという自信が表情に透けていた。

　彼女の顔を思い出したら、急に不安が広がり出す。

　というのも一昨日、レシピが完成してきっと勝てると安心していた矢先に、私のスマホに直接彼女から電話がかかってきて、それからまた心が落ち着きをなくしていたからだ。

　それは、自宅で夕食の支度をしながら、悠馬さんの帰りを待っていた夜のこと……。




《――レシピを完成させられた？》

　身構えて電話に出た私に、彼女はどこか楽しそうな声でそう言った。

　もしや、こっちの情報を探ろうとしているのでは……。

　怪しんだ私は、「完成しましたけど、なにも教えてあげませんよ」と素っ気ない返事をする。

　しかし彼女は聞き出そうとするのではなく、なぜか望月フーズ側のレシピを積極的に教えてくれた。

　商品名は『大人の贅沢コロッケ』。うちのレシピと同様にレンジで温めるタイプのコロッケで、付属のソース付き。ひとパックに和洋中の三種類の味付けのコロッケが入っていて、国産黒毛和牛やトリュフ、フカヒレなど、高級食材を使っていることを売りにするそうだ。

　最近、『大人の』という言葉をつけた商品が売れているのは知っている。

　プチ高級感を出すことで、四百九十八円という、冷凍コロッケにしてはかなり高めの値段設定でも売れると予想しているらしい。

　それを聞いた私は、思わずライバルの心配をしてしまった。

「あの、コロッケは庶民のおかずなので、値段が高いと全然売れないですよ？」

　すると、電話越しにクスクスと笑う声がした。

　彼女はそんなこと分かりきっていると言いたげな口調で補足する。

《ユキヒラ食品のコロッケは、庶民的な低価格で正解だと思うわ。でもうちは違う路線で売りたいの》

　生活感あふれた庶民の日常の食卓にのるのがユキヒラ食品のコロッケなら、望月フーズのコロッケは特別な日の食卓や、中流階級以上のお洒落なテーブルにのせたいという説明だった。

　そう言われても、特別な日なんて頻繁にあるわけじゃないし、やっぱり高級コロッケを手に取る客は少ないのではないかと疑問に思う。

　そんな私に彼女は、自信ありげな声で続けた。

《販売個数の勝負なら朱梨さんが勝つと思うけど、この勝負は売上額で決まるのよ。あなたのコロッケはきっと二百円代前半の設定でしょう？　あなたたちがふたパック売っても、うちがひとパック売れば勝てるのよ》

　そっか……。

　それを聞いた途端に焦り始めたが、アシストチームのレシピなんだから大丈夫と自分に言い聞かせ、落ち着こうとしていた。

　望月さんはなぜ、そんなことまで教えてくれるのか。私を慌てさせて楽しもうという魂胆なら、その策に引っかかるわけにいかない。

　やられっ放しは悔しいので、反対に彼女を焦らせてやろうとアシストチームについて口にした。

「私は負けません。最強のアシストチームと一緒に作ったレシピですから。かの有名な神野さんも私の味方なんです」

　望月さんも神野さんと同じく、フードコーディネーターとして仕事をしている。だから神野さんの名前を出せば慌てるのではないかと思ったのに、電話の向こうからは馬鹿にしたような笑い声が聞こえてきた。

「なにがおかしいんですか!?」

《あら、ごめんなさい。神野さんて、神野ゼツさんのことよね？　まるで切り札のような言い方をされたから、おかしくって》

　切り札だけど……違うの？

『神の舌を持つ男』と異名を持つ彼を低く見ているような言い方をされ、私は動揺して黙り込む。

　するとクスリと笑う彼女は、《ひとつ教えてあげるわ》と話し始めた。

《フードコーディネーターとしての腕は、彼より私のほうが上よ》

「え、嘘……」

《本当よ。去年、西にし麻あざ布ぶに神野さんがプロデュースしたイタリア料理店がオープンしたの。でも――》

　その話によると、神野さんのプロデュースの店が開店したひと月後に、望月さんにも別のイタリア料理のシェフから西麻布に開店したいという依頼がきたそうだ。

　店舗は偶然にも、二軒隣。同種の店が近くにできると、どちらかの経営が傾くのは仕方のないこと。それから半年後に生き残った店は、望月さんがプロデュースした方だったという話を聞かされた。

　血の気の引く思いでスマホを握りしめる。

　私の顔が見えていないはずの彼女が『そんな顔をしないで』と明るく笑った。

《神野さんとの勝負なら私が勝つけど、この対決は朱梨さんとの勝負よ。まだどうなるか分からないわ》

　フォローしてくれるようにも聞こえる言葉だけど、レシピのほとんどを神野さんが考えたのだろうと、きっと彼女は見抜いている。

　声の調子からそう感じて、『もう勝負はついたわね』という彼女の心の声が聞こえる思いでいた――。




　彼女との電話での会話を思い出してしまったことで、ミートチーズコロッケでは勝てないのではないかという思いが、私の中で急速に膨らんでいく。

　どうしよう……。

「今日はここまでにしようか。次にこの顔触れで集まるのは祝勝会だな」

　機嫌のよさそうな声で社長が言って、それぞれが椅子から立ち上がる音が会議室に響く。

　やっぱりミートチーズコロッケじゃダメだ。私のレシピじゃないことにも後ろめたさがあるし、一か八かで、こっちのレシピで勝負させてもらえないかな。

　ドアに向かう社長や専務に慌てて駆け寄り、進路を塞ぐようにして引き止めた。

「すみません、こっちのコロッケで勝負させてください！」

　私が今日の説明のために用意したファイルの中には、無関係のレシピも一枚混ざっていた。

　それは昨日作ったレシピで、実家の隣にあった肉の松屋のコロッケを再現したものだ。

　今はもう廃業してしまい、二度と食べられなくても、松屋のコロッケで育った私はあの味をしっかりと覚えている。

　その記憶を忠実に書き起こした上で、私らしさを一点だけ付け加えていた。

　松屋は男爵イモだったけど、私はキタアカリ百パーセントにしたい。だって、私の名前のジャガイモだから。

　手書きのレシピ表を社長に押しつけるようにして渡すと、怪訝そうにされてしまう。

「肉の松屋のコロッケ、キタアカリバージョン？　なんだこのレシピは。材料も工程もざっと見る限り普通だが……」

　そう、松屋のコロッケは、使用している合挽き肉もタマネギもパン粉も至って普通。強いて特徴をあげるとするなら、調理油はラードとサラダ油のブレンドということくらいだろうか。

　それでも、これが世界で一番おいしいコロッケだと私は信じていた。

「おい、朱梨」と隣から私の肩に手を置いたのは悠馬さん。眉間に皺を寄せるその顔からは、『また勝手なことをして』という非難の気持ちが読み取れる。

　これまでの彼の協力を無下にするようなことを言っているのは分かっているので、ばつの悪い思いが込み上げた。

　悠馬さん、ごめんなさい。でもミートチーズコロッケじゃ、望月さんには勝てないんです。それに他人のレシピで勝負して負けてしまえば、私はきっと一生後悔するから……。

「社長、十五分ほどお待ちいただけないでしょうか？　このレシピのコロッケを大至急、揚げてきますから！」

　返事を待たずに会議室を飛び出した私は、開発室に向けて廊下をひた走る。

　対決用のレシピは完成しているというのに、望月さんと電話で話した一昨日から、ずっと落ち着かない気持ちにさせられていた。その気持ちを紛らわせようと昨日、肉の松屋の再現コロッケを作っていて、揚げる前の状態のものを開発室の冷凍庫に入れていたのだ。

　急いで揚げて戻らないと。とにかく食べてもらえば、きっと社長にも伝わるはずだから。

　開発室に戻ってきた私が冷凍庫を開けていると、二班の他の人たちも後を追って飛び込んでくる。

「朱梨、なにがどうしたというの？」と聞くのは泉さん。

「朱梨ちゃん、本当に違うレシピでいくつもりかい？」

　三上さんもハラハラした面持ちで、問いかけてきた。

「はい。私は私のレシピで勝負します」

　キッパリと言い切って、トレーに二十個並べた小判形のコロッケを取り出し、みんなにお願いする。

「手伝ってください。ラードとサラダ油を一対一のブレンドで。急いで揚げて戻らないと社長が帰ってしまうかも」

　それから十五分ほどが経ち、揚げたてのコロッケのトレーを手に、私たちは息を切らせて会議室に戻ってきた。

　よかった……社長も悠馬さんも、他の重役や工場関係者もみんな、帰らずに待っていてくれた。

　しかし、ミートチーズコロッケの発表後の和やかさは完全に消え失せて、全員が渋い顔をしている。特に悠馬さんは眉間に深い皺を刻み、かなり怒っている雰囲気だ。

　二班のみんなに手伝ってもらって、小皿にのせたコロッケを配って回り、あとは試食する重役たちの様子を胸の前で指を組み合わせて正面から見守る。

「おいしいことは間違いないが……」

　そう言った専務は腕組みをして、首をかしげている。

　社長もひと口食べて、難しい顔を私に向けた。

「定番のコロッケとして普通に商品化するならいいとしても、今回は対決イベントだからな。特徴がないコロッケに、いったいどんな言葉をつけて売るつもりかい？」

「それは、ええと、懐かしのコロッケとか、お肉屋さんのコロッケでしょうか……」

　パッケージに印字する言葉まで考えていなかったので、割烹着を握りしめて、おどおどと答える。

　ミートチーズコロッケはおいしいけれど、一度食べて味を知れば満足してしまい、十日以内にまた買ってくれる客は少なそう。でも肉の松屋のコロッケは、食べ終えてもまたすぐに食べたくなるコロッケだと私は思っている。

　ひとり一個じゃ物足りない。ソースや醤しょう油ゆやケチャップと、調味料を変えれば味の変化も楽しめる。スライスチーズをのせたり、大根おろしと大葉を添えるのもいい。

　シンプルだからこそ食べる人の考えで自分好みのコロッケを作ることができて、味の広がりは無限大だ。

　しかし、重役たちに厳しい視線を向けられては、それをうまく説明できず、私の顔は徐々に下を向いてしまう。

　どうしたら、このレシピを採用してもらえるのだろう。ミートチーズコロッケよりは勝算があると思うし、私の中で最高のコロッケなのに……。

　社長を説得するだけの語力を持たない私が言葉を失っていると、代わりに口を開いたのは悠馬さんだった。

「社長、私は彼女の言うように、こっちのコロッケで勝負すべきだと思います」

「えっ!?」と顔を上げて彼を見ると、『仕方ないな』と言いたげな呆れと優しさの混ざった笑みを返された。

「北 朱梨の作った、キタアカリコロッケ。そんな商品名はどうでしょう？　彼女は以前、『私の体の三十パーセントはコロッケでできている』と言っていました。コロッケ愛は間違いなく我が社のナンバーワン。幼い頃から毎日のようにコロッケを食べ続けている彼女が、このレシピに勝機を見出しているなら、私はそれを信じたいと思います」

　隣に座る社長から私に視線を戻した彼は、ニッと笑ってどこか楽しそうに見えた。

　帰ったらたっぷりと叱られることは予想していたけれど、まさか味方してくれると思わず、驚いた後には胸に熱いものが込み上げる。

　ときどき勝手なことをする私を、悠馬さんは結局許して助けてくれる。そんなところが、たまらなく大好き……。

　彼の援護に励まされ、私は社長の前に進み出ると、深々と頭を下げた。

「お願いします、このレシピで勝負させてください。これが私のコロッケなんです！」

　会議室は静まり返っていた。みんな社長の返答を待っているのだ。

　数秒の沈黙の後に、社長の溜め息が聞こえ、それから「いいだろう」というありがたいお言葉も耳にした。

　パッと顔を上げると、悠馬さんとよく似た社長の目は楽しそうに笑っていた。

「北さんは不思議な女の子だな。根拠がなくても、君を信じて応援したくなる。それがうちの息子を虜にした、君の魅力かな？」

「え？　あ、あの……」

「悠馬の執心っぷりは私の耳にも聞こえているよ。どうだい、この勝負に勝ったら嫁に来るかい？」

『嫁』という言葉に、瞬時に顔が熱く火照る。返事に困ってうろたえ、割烹着の裾をまくり上げて赤面を隠した。

　すると会議室に大きな笑いが湧いて、急に明るい雰囲気が戻ってきた。

　笑われたことで、社長の言葉が冗談だと気づいた私は、真に受けて動揺したことに恥ずかしくなる。

　泳がせた視線を悠馬さんに止めたら、彼はからかわれたことにムッとして、横目で社長を睨んでいた。

　そうよね。悠馬さんはまだ結婚なんて考えていない。交際期間は一年にも満たないのに、それを意識するのは早いよね……。

　だけど、私たちを冷やかすのは社長だけではなかった。後列に座る開発部員の間からも、ここぞとばかりに声が飛ぶ。

「副社長、早めに決めたほうがいいと思いますよ。朱梨ちゃんの男性人気は高いので」

「そうですよ。我々を牽制しに足を運ばれるより、結婚したほうが安全です」

「そういえばこの前、他部署の男にデートに誘われて、北さんは困ってましたよ」

　笑いに包まれたこの雰囲気なら、冗談を言ってもよさそうだと思ったのかもしれないけど、そんな危険なことを悠馬さんに言わないで。

　案の定というべきか、途端に悠馬さんの嫉妬心に火がついて、私が睨まれる。

　慌てる私は首をブンブンと横に振り、開発部の男性たちの言葉を否定した。

　長谷部くんの件以降、誰からもデートに誘われていないし男性人気もない。みんなにとっては軽い冗談でも、そんなことを言われたら、私は家から出してもらえなくなりそう。

　社長も専務もみんなが楽しそうに笑う中で、悠馬さんがカタンと椅子を鳴らして立ち上がる。

「会議はこれで終了で。皆さん、さっさと自分の部署に戻って仕事してください。北さんはここに残って。事情を説明してもらわないと」

　悠馬さん、社内向けの紳士的な笑みを浮かべていても、目だけ笑っていないのが余計に怖いです……。

　明るい雰囲気の中で、会議室を出ていく社長やみんなを見送りながら、私の背には冷や汗が流れ落ちていた。










束縛してください！




　重役たちを前にしたレシピ会議から、十日が過ぎた土曜のこと。

　十二月の風は冷たいけれど、空は晴れ渡り、気持ちのよい天気だった。

　これならみんな、買い物に行こうという気持ちになるよね。いや、スーパーマーケットより、レジャーに出かけてしまうかな。土曜の午前中だし……。

　淡いピンク色のコートを着た私が走って向かうのは、悠馬さんの自宅マンションから徒歩十五分ほどの場所にある、大手スーパーマーケットの『ゴトーヨーカドー』。

　都内にあるゴトーヨーカドー四十六店舗の協力で、私と望月さんの冷凍コロッケが昨日から同時発売となった。

　テレビＣＭはせずに、宣伝はウェブ上だけという約束だけど、両者とも初速は好調だった。

　一日単位の売上個数と売上額は、販売店側の協力により、翌日の朝九時に対決用の特設サイトに掲載されることになっている。それを確認したところ、一日目の売上個数は望月さんよりも私のほうが五百パック近くも多かった。

　でも向こうは、ひとパックの価格が高いから、売上額では十五万円ほど私が負けていて……。

　十日間の売上額の勝負はまだ始まったばかりだというのに、気が気じゃない。

　悠馬さんは土曜の今日も仕事が入っていると言って、八時に自宅を出ていった。

　ひとりきりの家の中、落ち着かない気持ちを紛らわせようと家事に励んでいたが、掃除も洗濯も終えてやることがなくなると我慢できずにマンションを飛び出し、一番近くにあるゴトーヨーカドーに向けて走っているのだ。

　息を切らせて店に駆け込むと、まっすぐに冷凍食品売り場へ。

　十時半というこの時間、買い物客はまだ少なくて、冷凍庫のガラス戸を開けて商品を手に取る人は誰もいなかった。

　ウェブ上だけの宣伝だし、冷凍コロッケのために朝からスーパーマーケットに来る人はいなくても不思議じゃないよね……。

　納得しつつも残念に思い、弾んだ息を整えながら、冷凍コロッケの商品棚に近づいていく。

　ガラス戸の向こうには、他の冷凍食品の二倍のスペースを取って、私と望月さんのコロッケがぎっしりと並べられていた。

　望月さんのほうはパッケージも高級感漂うデザインとなっている。紫と金色のパッケージに、格調高い字体で【大人の贅沢コロッケ】と書かれていて、三種のコロッケの写真がなんともおいしそう。四百九十八円は高いけど、一度くらいは買ってみようかという気持ちになりそうな気がした。

　それに対して私のコロッケのパッケージはというと……。

　明るくて素朴な印象を与えられるデザイン。黄色と緑の二色のパッケージには、『北朱梨のキタアカリコロッケ』という商品名がかわいらしい字体で書かれ、『私が作りました！』という吹き出しの横に、割烹着姿でコロッケを手にして微笑む私の写真が載せられている。

　容器包装の担当部署の人たちが、時間がない中で一生懸命に作ってくれたパッケージデザインだけど、売れるのだろうかと少し不安。私の顔と名前で、購買意欲が掻き立てられるとは思えないし……。

　でも私の好きなデザインだ。庶民的な私らしく、この素朴なコロッケにもピッタリと合ったものになっていた。

　冷凍庫の扉越しにコロッケを眺めていると、店側がつけてくれた手書きのポップに気づいた。

【今ウェブで話題のコロッケ勝負！　開発者の若い女子社員ふたりにご声援を！】

　それを読んで「頑張れ、私のコロッケ」と小声で声援を送った後は、この場を離れ、買い物かごを手に取る。

　せっかく来たのだから、今晩のおかずの材料でも買って帰ろうと思っていた。

　しかし、肉や魚売り場に行っても、気になってまたすぐに冷凍食品コーナーに戻ってきてしまう。そしてさっきからひとつも減っていないコロッケを見て、がっかりと肩を落としていた。

　張りついたって意味はない。むしろ他の買い物客の邪魔になる。

　そう言い聞かせて今度は青果売り場へと無理やり足を向けたが、特売品のバナナとミニトマトをかごに入れたら、また冷凍食品売り場に戻ってきてしまった。

　どうしよう、ここから離れられそうにない……。

　それから、遠巻きに冷凍食品売り場の周囲をウロウロすること三時間ほど。

　ついに冷凍コロッケを手に取ってくれる買い物客が現れた。

　中年女性がかごの中に入れたのは、望月さんのコロッケではなく私のコロッケで、嬉しさのあまり、駆け寄ってお礼を言いたい気分になる。

　でも、驚かせたことで商品を戻されては困るので、その気持ちをぐっと押し込め、レトルト食品の陳列棚の陰から覗きつつ、小声でお礼を言うだけに止めておいた。

　そのとき、「すみません、お客様」と後ろから声をかけられた。

　振り向くとそこには、紺色の上下の制服を着た警備員風の恰かっ幅ぷくのよい中年男性が立っている。怪しむような目で見られ、私はハッとして慌て始めた。

　きっと不審者だと思われたんだ。ミニトマトとバナナだけをかごに入れて、何時間も店内をうろついていたら、そう思われるのも仕方ない。

「違うんです！　ええと、私はコロッケ勝負の開発者で……」

「は？」

　コロッケ勝負という言葉に、首をかしげる警備員のおじさん。意味不明なことを言う怪しい人物だと、ますます疑いの目で見られ、「ちょっと来てもらえますか。奥の部屋で話しましょう」と言われた。

　奥の部屋って、テレビのドキュメンタリー番組でやっていた万引犯を取り調べる部屋のこと!?　私、なにもやってませんけど！

「怪しい者じゃないんです。私はただコロッケの売れ行きが気になって――」

「はいはい、奥でゆっくり話を聞きますから。最近、商品に悪戯する人がいて困ってましてね」

　大きな手に捕まえられたとき、「待ってください」という声がして、私の手首から警備員の手を外す人がいた。

「悠馬さん!?」

　彼は会社帰りといった姿で、スーツの上に黒いビジネスコートを羽織っている。うまく説明できない私に代わり、理路整然と事情説明してくれた。

　さらには冷凍コロッケの棚から私のコロッケを持ってきて、パッケージにプリントされている顔写真を見せたら、完全に誤解は解けた。

　さっきまで怖い顔をしていた警備員のおじさんが、今は笑って謝ってくれる。

「そうでしたか。これはとんだ勘違いをして、すみませんね」

「いえ、こちらこそ疑われても仕方ない態度を取りました。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。ほら、朱梨も謝って」

　呆れ顔の悠馬さんに促され、私は慌てて「すみませんでした」と頭を下げた。

「もういいですよ。事情はよく分かりましたから。コロッケ勝負をやってるとは知らなかったな。不審者扱いしてしまったお詫びに、仕事終わりにひとパック買って帰ります」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　パッと顔を上げた私は買い物かごを床に置くと、喜びのあまりに警備員の手を取って、両手でブンブンと振るように握手した。

　その手はムッとしている悠馬さんによってすぐに外されてしまったが、警備員のおじさんは声を上げて笑ってくれた。

「ひとパックじゃなく、十パック買って冷凍庫に入れておこうかな。知り合いにも宣伝しておきますよ。かわいいお嬢ちゃんが一生懸命に作ったコロッケだから、ぜひ買ってやってとね」

　思いがけず十数パックを売り上げた私は、警備員のおじさんと別れてかごの中の品物を買い、悠馬さんに連れ帰られた。




　家に入るとソファに座らされ、早速お叱りの言葉を頂ちょう戴だいする。

　悠馬さんはソファの脇に腕組みをして立ち、注意の言葉はかれこれ十分ほど続いていた。

「勝負の期間中は、大人しくしていること」

「はい」

「売れ行きが気になるのは分かるけど、小売店に迷惑をかけるのはやめてよ」

「はい、すみません」

　真摯に自分の態度を反省し、注意を心にとどめようと努力する。小売店への迷惑もそうだけど、悠馬さんをこれ以上煩わせるようなことをしたくない。

　助けに来てくれた彼は、どうやらやりかけの仕事を切り上げて、会社からタクシーであの店まで来てくれたようだ。

　取り調べの部屋に連行される前に来てくれたことに、心から感謝している。

　どうして私があの店にいると分かったのか、という質問は無用。以前渡された時計型ＧＰＳは常に持ち歩くように言われていて、今日もハンドバッグに入れていたから。

　私の所在地が何時間もあの店から動かないことを不審に思い、駆けつけてくれたということだろう。

　ソファに縮こまるようにして座る私。

　売れ行きはウェブサイトで確認するだけにして、勝負が終わるまではもうゴトーヨーカドーには行かないと反省していたら、急に鼻がムズムズし始めた。

　くしゃみが出そうだけど、ここでしてしまったら、『風邪？　あんなに長時間冷凍食品売り場をうろつくからだ』と、さらに叱られそう。

　急いで口元を押さえ、くしゃみを我慢する。目をつむって体を震わせ、なんとかこらえようと頑張っていた。

「それと、もうひとつ。嬉しい言葉をかけられても、俺以外の男の手を取るのは……」

　今度は嫉妬心からの注意を始めた悠馬さんだったが、なぜか途中でやめて、急に声の調子を柔らかくする。

「まぁ、いいか。今日のことは結果として、ほんの少しは売上アップに繋がったから許すよ。だから、泣かなくても――」

「ハックション!!　あ……出ちゃった」

　我慢していた分、特大になったくしゃみに、彼の言葉は遮られた。

　視線だけチラリと動かし、無言の彼を見上げたら、明らかな呆れ顔からは深い溜め息が降ってきた。

「あの、ごめんなさい……」

　取りあえず謝って、「続きをどうぞ」と話の先を促したら、中腰になった彼がなぜか抱きつくように私のウエストに両腕を回してきて、その直後に私は「キャア！」と叫んでいた。視界が傾いて上昇し、肩に担がれたのだ。

　くの字に折れ曲がったお腹に体重がかかって、苦しいんですけど……。

「悠馬さん、なにするんですか？」

「ベッドに運ぶんだよ。風邪をひいたんだろ？」

「風邪じゃありませんから！」

　私が否定しても、寝室に向けてズンズン進む彼は足を止めてくれない。リビングを出て寝室に入り、ベッドに下ろされると、布団までしっかりとかけられて本当に寝かされてしまった。

　見張るようにベッドの縁に腰かけた悠馬さんに、「熱もないし元気なのに」と文句を言えば、彼の口の端が吊り上がった。

「風邪じゃなくても起きてはいけないよ。明日まではベッドに軟禁する」

「えっ!?」

「食事は俺が食べさせてあげる。アーンしてってね。お風呂は一緒に入ろう。隅々まで洗ってあげるよ。トイレは抱っこして連れていく」

「トイレも!?」

　病人じゃないことは分かっているようなのに、なぜそんなことをするの。

　驚きと疑問に目を瞬かせたら、涼しげな瞳は弧を描き、クスリと笑われる。

「朱梨は勝手なことばかりするから、こうでもしないと分からないと思ってね」

「お仕置き的な意味で、ベッドに軟禁ですか？」

「そうだけど、悪い意味に取らないで。軟禁は俺にとって楽しみでもある。だから、ときどき勝手なことをしでかしても許してあげるよ」

　冗談めかした口調で言われても、悠馬さんなら本当にやりそうで、私の頬は引きつる。以前、長谷部くんとの食べ歩きから連れ帰られた後にも、軟禁すると言われて、自由を制限されたことがあったから。

　ひとりだけ楽しそうな顔をする彼は、スーツのジャケットを脱いで床に落とし、ネクタイをほどいていた。

　その瞳に色が灯るのが見えて、私はドキドキと胸を高鳴らせる。

　本気でベッドに縛りつけるつもりじゃなく、私を抱きたい気分になっていただけなのかな。だったら、そう言ってくれたらいいのに……。

　ワイシャツのボタンをすべて外して、バランスのよい筋肉美をチラリと見せる彼は、布団の上から私にまたがった。ネクタイを両手に持ち、横に強く引っ張って、パンと乾いた音を立てる。

「朱梨、今日はどんなふうに縛られたい？　手足は四本あるから、ネクタイ一本じゃ足りないかな」

　素敵に微笑む彼につられるように、私も笑顔でいるが、冷や汗の流れるような心持ちでいた。

　さっき心に思った言葉は訂正しようと思う。

　悠馬さんは本気で私をベッドに縛りつけるつもりのようです。




　冬曇りの空に冷たい風。来たるクリスマスに向けてムードを盛り上げる街。そんな中で、私の頭はコロッケのことでいっぱいになっていた。

　望月さんとの勝負の十日間は、昨日の日曜が最終日だったが、結果発表はこれから。

　私がいるのは会社ではなく、都内のゴトーヨーカドーの中で一番規模の大きな店。一階フロアを進むと専門店の並ぶエリアがあり、その先にちょっとしたイベントを開催できる吹き抜けの広場があって、そこに勝負の結果を発表するための特設ステージが設けられていた。

　時刻はもうすぐ、開始予定の十一時になるところ。広場の端には巨大なクリスマスツリーが飾られていて、私はその陰に隠れるようにしてステージをチラチラと覗いている。心静かにステージ横に待機していることはできなくて、始まるまではここに潜んでいようと思っていた。

　そんな私の隣にいてくれるのは悠馬さん。

「朱梨、そろそろステージ横に行かないと」

「ま、待ってください。もう少しだけここに……まだ心の準備が……」

　ステージ上には大型モニターが用意され、そこに結果が映し出されることになっている。

　準備をしてくれたのは、企画に協力してくれた小売店本社の担当者で、司会もお願いしている。

　ステージ前にはパイプ椅子が並べられ、通りすがりの買い物客や、発表後に無料配布予定の冷凍コロッケを目当てにやってきた人たちが五十人ほど座っていた。

　皆、『早く始めろ』と言いたげな顔をしているが、私は発表を聞くのが怖い。

　ステージ袖で談笑しているのは、『勝てたらいいな』という程度の気楽な認識を持つうちの社長と、おそらく望月フーズの社長と思われる人。

　その横には、上品に微笑む望月さんもいた。

　社長ふたりの会話に混ざっていた彼女は、その場を離れてどこかに向かおうとしている。オフホワイトのスーツを素敵に着こなす彼女はまさに、『雪の女王』と呼びたくなるような風格を持って見えていた。

　それに対して私はというと、いつもの割烹着姿だ。

　同じ白い服でも、彼女となんという違いだろう。見た目や地位や賢さだけじゃなく、コロッケでも負けてしまうのでは……。

　緊張を少しでも和らげたくて敢えて着てきたのだが、颯爽とした彼女と見比べて不安が増すばかりだった。

「朱梨、落ち着いて。今焦ってもどうにもならない。結果は既に出ていて、これからそれを聞くだけなんだから」

　悠馬さんも結果を気にして緊張しているのだろうけれど、それをおくびにも出さず、いつもと変わらぬ態度で私の落ち着かせ役に徹してくれている。

　言われたことはその通りだけど、不安いっぱいの心の慰めにはならずに、私はオロオロするばかり。

　ツリーの陰からステージを覗いたり、顔を引っ込めたりしていたら、悠馬さんの大きな手が私の手を強く握りしめた。

「朱梨の緊張を半分もらってあげるよ。どう？　少しは楽になった？」

「……なりました」

　優しい言葉と微笑みに、思わず胸がキュンと音を立て、そのおかげで焦りが少しは減ったように思う。

　しかし、なんとか心を落ち着かせたと思ったのも束の間、「朱梨さん」と後ろから呼びかけられて肩をビクつかせた。

　私と悠馬さんの前に立ち、お嬢様然とした品のよい笑みを浮かべるのは望月さんだ。

　繋がれた私たちの手に視線を落とした彼女は、嫉妬するのでも怒るのでもなく、フッと馬鹿にしたように笑う。まるで『そうしていられるのも今だけよ』と言いたげに。

「覚悟は決まったかしら？」と、彼女は余裕の笑みで問う。

「なんの覚悟ですか？」

「もちろん発表を聞く覚悟よ。それと、悠馬と別れる覚悟もね」

　ムッとして「私は負けてません！」と語気を強めて言い返したが、自信のなさに「まだ……」と付け足した。

　どうしよう。勝って喜ぶ自分を想像できない。望月さんに負けてしまいそうで、結果を聞くのが怖い……。

　十日間の勝負のうちの九日間までの結果は、ウェブサイト上で発表されている。それによると、私のコロッケの合計売上個数は一万七千ちょっとで、望月さんのほうは約八千九百と、私より半分ほども少なかった。

　しかし勝敗は売上個数ではなく、売上額で決まる。

　私のコロッケの価格はミートチーズコロッケで予定していたものよりもさらに下げて、ひとパック百九十八円に設定してある。

　一方望月さんの『大人の贅沢コロッケ』は四百九十八円だから、九日間での売上額は、私が三百四十三万円ほどで、彼女が約四百四十二万円と、およそ百万の差をつけられているのだ。

　最終日の昨日は日曜だったから、売上がドンと増えていることを期待したいけど、それは彼女の側にも同じことよね……。

　自信のなさに俯いたら、悠馬さんが『大丈夫』というように私の手をさらに強く握りしめた。顔を上げても視線が合わないのは、彼が望月さんを見据えているからだ。

「俺は朱梨が勝つと予想しているよ」

「あら、ずいぶんと簡単に言うのね。強がり？　それとも希望？」

「計算上だよ。売上の推移をグラフにすると、うちは右肩上がりで特に土曜の――」

　悠馬さんの説明によると、私のコロッケは日を追うごとに売上個数の伸び率を上げていて、対決九日目の土曜日は六千個に届きそうな脅威的な数字を叩き出した。

　それは休日で買い物客が多かったからという簡単な理由だけではなく、早速リピーターがついているからだと分析しているらしい。安くておいしいから、まとめ買いして冷凍庫にストックしておこうと考えてくれる客が大勢いたということだ。

　それに対して望月さんのコロッケの売上グラフは、日数が進むにつれて下降している。休日効果で土曜日は少しだけ上昇しているが、それもほんのわずかだ。

　その理由は、リピーターが少ないからではないだろうか。いくらおいしくても、冷凍コロッケに五百円近く出そうと思う人は少なく、一度食べて満足するだけで、冷凍庫にストックしておこうという気持ちにはならないのかもしれない。

　悠馬さんの説明に、勇気づけられる思いで目を輝かせる私。

　この勝負で負けたら販売中止になることも宣伝しているし、今のうちに買いだめしておこうという人が日曜日に大勢いたら……逆転できるかもしれない。

　しかし、そんな劣勢の予想を聞かされても、望月さんの笑みは少しも崩れない。

「そんなの分かっているわよ。私は長く愛される冷凍コロッケを開発したつもりはないの。十日間の対決に勝つためだけに作ったのよ。リピーターなんていらないわ。残り一日分は、百万円の差で充分に逃げ切れると予想しているけど、どう？」

　強気に反論されると私はすぐに納得してしまい、敗戦予想にまた不安が押し寄せる。

　確かに一日で百万円をひっくり返すのは難しい。あと一週間、いや三日あれば逆転できそうな気がするけれど、望月さんの作戦勝ちとなりそうな気がする……。

　再び落ち着きを失う私に対し、ふたりは静かに視線をぶつけ合っていて、今度は悠馬さんが言い返す番。

「勝つのは朱梨だと予想しているが、万が一、望月が勝っても、俺は君のものにならない。愛しているのは朱梨であって君じゃない。賞品になることを承諾した覚えはないから」

　彼女の求愛を頼もしく断ってくれても、不安はまだ拭えずにいる。彼が拒否しても、望月さんなら無理やり手に入れる手段を考えていそうで、気が気じゃなかった。

　残念ながらその予感は当たっていたようで、彼女は動じることなく「悠馬は私を拒めないわ」とほくそ笑んだ。

「なにを企んでいる？」

「先月、とある政治家のパーティがあって、以前から懇意にしている大おお槻つき先生にお会いしたの。もうすぐ婚約を発表すると伝えたら『お祝いするよ』と言ってくださったわ。他にもうちと繋がりのある、経済界の大先生方にも婚約を匂わせておいたのよ」

　大槻先生とは誰？という視線を悠馬さんに向けると、「経済産業大臣」とひと言返され驚いた。

　大物政治家や経済界の大御所と知り合いな望月さんがすごい。いや、感心している場合じゃなかった。これって、すごくマズイことを言われているような……。

　悠馬さんが怖い顔をして「俺の名を出したのか？」と確認している。

「まだ名前は出していないわ。この勝負の結果発表後に、あなたの名前を出して方ほう々ぼうに連絡するつもりよ。先生たちから『婚約おめでとう』と言われたら、悠馬はどう対応するの？　婚約を否定すれば、ユキヒラ食品の信用にも傷がつきそうね」

　饒じょう舌ぜつに説明した後は、赤い唇の端がニヤリと吊り上がる。

　そんな……。

　震える手でスーツの腕にすがり、その顔を見上げたら、悔しそうな表情をする彼を見てしまった。

　唇を噛みしめて彼女を鋭く睨むだけ。言い返す言葉を見つけられずにいるようだ。

　ともに苦しむ私たちの顔を見て、彼女はクスリと笑い、言葉を付け足す。

「安心して。朱梨さんが勝てば、すんなりと身を引くつもりよ」

　私が勝つとは微塵も思っていないくせに、意地悪なことを言うのね……。

　私の中にカッと怒りが湧き、それと同時に怖おじ気けはどこかに飛んでいった。なんとかして悠馬さんを守らなければ、という闘志も湧いてくる。

「始まるわ。ステージに行きましょう」と歩き出した彼女の背中を、「待ってください！」と引き止める。

　一歩前に出て、悠馬さんを背中に隠したのは、守りたい気持ちの表れ。

　容姿も頭の程度もなにもかもが彼女に劣る私で、さらにはコロッケ勝負の旗色まで悪いけど、悠馬さんだけは絶対に渡せない。

　なんとかして彼女を諦めさせることはできないかと、ない知恵を振り絞り、ひとつ思いついたことがあった。

　足を止めてくれた彼女は振り向いて、二歩の距離を置いて私と対峙する。

「まだ話があるの？」

「あります。望月さんに悠馬さんは無理です。諦めたほうがいいと思います」

「それはどういう意味かしら。少なくともあなたよりは悠馬にふさわしい女のつもりよ？」

　容姿や仕事の優秀さにおいて、どちらが悠馬さんにふさわしいかと言われたら、望月さんであることは私が一番よく分かっている。彼と釣り合わないことに、数カ月前まで悩んでいたことでもあるし。でも最近になって、やっと気づいたのだ。私こそが彼にふさわしい女なのだと。

　相変わらず余裕の笑みを崩さない望月さんに、キッパリと言い放つ。

「悠馬さんとお似合いなのは私です。悠馬さんと付き合える女は私しかいないと、この前気づいたんです。望月さんは無理ですよ。だって、ベッドに縛りつけられて、あなたは喜べますか？」

『この前』というのは、九日前の土曜のことだ。

　自宅マンション近くのゴトーヨーカドーで不審者に間違われて連れ帰られた後、私はベッドに軟禁された。ネクタイ四本で手足を縛られながらじっくりと愛されて、私は快感と幸福感に浸っていた。

　悠馬さんの強すぎる独占欲や、度を越した心配性、縛るのが好きという変態的嗜好を喜べる女は、私しかいないと断言できる。

　望月さんに諦めてほしくて、彼がどうやって私を縛るのかを、夢中で赤裸々に語る。

「あ、朱梨！」と焦ったような彼の声がして、後ろから伸びる手に口を塞がれると、彼女に蔑むような目で見られていることに気づいた。

　綺麗な顔の眉間に皺が寄り、非難の視線は私の後ろにも向けられる。

「悠馬、それは本当なの？」

　マズイと言いたげな数秒の間の後に、「ああ」とひと言、溜め息交じりに答えた彼。

　そのとき、マイクを通した司会者の声が広場に響く。

「長らくお待たせしました。望月フーズとユキヒラ食品の、冷凍コロッケ勝負の結果発表を行います。関係者様はステージにお集まりください」

　開始時間になったので、私たち三人は会話を中断し、ステージ上へ。

　途端に弱気な心が戻ってきてしまい、私は体を固くして心臓をフル稼働させていた。

　ステージに向かって左側にはユキヒラ食品、右側には望月フーズの関係者が立ち並ぶ。それぞれに応援団として社員二十名ほどを連れてきていて、うちからは先月末頃のレシピ発表の会議と大体同じ顔触れに加え、ユキ丸くんも来ていた。

　主役の私は、応援団よりも三歩ほど前に立たされている。

　望月フーズ側からも主役とされる女子社員がひとり前に出されているが、彼女は名前を貸しただけの、言わば偽者の開発者。

　本当の主役の望月さんは応援団の中に交ざっていて、社長や悠馬さんも同じだった。

　男性司会者の紹介で、私は初めて偽者の開発者の存在を意識する。といっても、『鈴すず木き花はな子こさんというのね』というくらいの興味しかなく、顔はへのへのもへじに見えていた。

　鈴木さんは恐れる存在ではなく、私を今、緊張の真まっ只ただ中に立たせているのは〝結果〟のふた文字。

　勝敗を聞くのが怖くて落ち着かない私に、司会者のマイクが向けられる。

「ユキヒラ食品の北さんにも、二、三、お話を伺いましょう。今日は変わった出で立ちですが、いつも割烹着でお仕事をされているのですか？」

「は、はい。私だけ割烹着を愛用していて、たまに社員食堂のおばちゃんに見間違えられます」

　ガチガチに緊張しながらも至って真面目に答えたら、なぜか観客席に笑いが起こる。

「そうなんですか」と言う司会者も笑っていて、マイクを口から離してコホンと咳払いをすると、次の質問に移った。

「今回の商品名にもなった、北 朱梨さんのお名前はユニークですね。ご両親はジャガイモの品種から名付けられたんですか？　ご実家は農業関係のお仕事を？」

「い、いえ、実家は靴屋です。名前の由来はちょっと聞いてないんですけど、コロッケの神様からお告げがあったのかもしれません。おかげで私はコロッケ大好き人間に育ちました。コロッケ開発は天職だと思っています」

　またドッと客席が沸いて、「お名前だけではなく人柄もユニークですね」と司会者に言われてしまう。

　場を盛り上げようとしているわけじゃないのに、どうして笑うの？

　緊張に恥ずかしさが加わると、ますます鼓動が加速して、ここから逃げ出したい気持ちにさせられた。

　目を泳がせた後に、悠馬さんのいる斜め後ろにチラリと振り向いたら、彼ではなくユキ丸くんと目が合った。

　イベント事には欠かせないユキ丸くん。今日は誰が着ぐるみの中に入っているのか知らないが、『その役、私に代わってください！』と言いたくなる。

　二度と着たくないと思っていた着ぐるみなのに……。

　司会者は、私たち開発者のふたりにマイクを向けた後、今度は後ろに移動して両社の社長にもコメントを求めていた。

　それが済むと、いよいよ結果発表となる。

　後ろの大型モニターには、対決九日目までの売上が映し出されていて、観客席の前列からは、ふたり組主婦のこんな会話が聞こえてきた。

「百万円も差があるのか～」

「きっと望月フーズの勝ちだね」

「キタアカリコロッケに勝ってほしかったよ。安いしおいしいからね。これで販売中止になっちゃうのかな……」

　私のコロッケを評価してくれる言葉に胸が熱くなる。

　でも、まだ負けていませんから！　自信は、私にもないけれど……。

　ドラムロールがスピーカーから流れてきて、「それでは対決十日目の売上個数から発表します」という司会者の声を聞いた。

　とてもじゃないけれど、見ていられない。目を固く閉じた私は顔の前で、両手の指を祈るように組み合わせていた。

「望月フーズ『大人の贅沢コロッケ』、最終日の売上個数は……七百八十七個です！」

　七百八十七、ということは……。

　私にとってはありがたいことに、大幅に売上が落ちている。でもそれが、九日目までの百万円の差を覆せるものなのかは、まだ分からない。

「続きましてユキヒラ食品『北朱梨のキタアカリコロッケ』、十日目の売上個数は……七千八十六個です！　これは驚く数字ですね～」

　七千八十六!?　土曜日だった九日目も六千近い数字を出したけど、さらに千以上の伸びを見せてくれるとは……。買いだめしてくれたリピーターが大勢いたに違いない。

　私のコロッケが世間に受け入れられた証拠で、ありがたくて涙が出そうになる。

　一瞬、喜びそうになった私だが、その気持ちを抑えて目を閉じたまま。組んだ指も外せない。

　勝敗は十日間の売上総額で決まるので、まだ分からない。すぐに計算できる頭を持ち合わせていないから、期待と不安の狭間で心は揺れ動いていた。

　私の後ろに並ぶ社長や悠馬さん、他の社員たちの間からは、ボソボソと交わす会話が聞こえてくる。

「勝った……？」

「いや、待て。ちゃんと計算しろ」

「ものすごい僅差じゃないですか？」

　ざっと暗算しただけじゃ分からないような僅差なの？　勝ったのは、いったいどっち!?

　自分の鼓動が耳元で聞こえるほどに激しく心臓を波打たせ、指を組み合わせた両手が微かに震えていた。

　聞くのは怖いけど、心臓が壊れる前に早く言ってほしい気持ちにもなる。強い緊張に頭の回線が切れてしまいそうで、『誰か助けて！』と叫びたくなっていた。

　一度止まったドラムロールがまた鳴り始める。

　司会者がマイクに向けて、「それではいよいよ、十日間の売上総額の発表に参ります」と声を大きくした。

「望月フーズ『大人の贅沢コロッケ』は、四百八十三万六千七十八円となりました。対するユキヒラ食品『北朱梨のキタアカリコロッケ』は……」

　負けたくない……悠馬さんを失いたくない……。コロッケの神様、お願いです。どうか奇跡の大逆転を起こしてください！

　もったいぶるような数秒の間を空けてから、司会者が大声で叫ぶように数字を口にした。

「四百八十三万六千七百四十四円！　なんと、六百六十六円差で、勝者は『北朱梨のキタアカリコロッケ』！」

　後ろからワッと歓声が湧き、観客席からはたくさんの拍手を送られた。

　勝った……。わずか数パック差で、私が望月さんに勝ったんだ……。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとは、こういうときに使う言葉だろう。まだ喜べないほどの驚きに包まれて、頭にぼんやりとした霞かすみがかかり、思考停止に陥っていた。

　半開きの口でポカンとしていたら、後ろに「朱梨！」と嬉しそうな悠馬さんの声を聞き、ハッと我に返る。

　勝ったということは、悠馬さんを奪われずに済んだということで、私はこれからも彼の側にいられるんだよね？　コロッケの神様、私のコロッケを買ってくださった皆様……本当にありがとうございます!!

　強烈な喜びが勢いよく湧き上がり、両目には涙があふれた。

　くしゃくしゃな顔で泣きながら悠馬さんの方を振り向いたら、彼の目も少し潤んでいて、でも満面の笑みを浮かべて興奮しているようにも見えた。

　両腕を広げ、一歩私に近づく彼。

　喜びの中で抱き合えると思い、私も両腕を広げたら……横から割って入るような格好で、悠馬さんより先に私を抱きしめたのは社長だった。

「よくやった！　正直、敗戦予想をしていたんだが、奇跡の大逆転とはな。朱梨ちゃん、君は最高だ！」

　あ、朱梨ちゃん!?

　悠馬さんに少し似ている声で親しげに名を呼ばれ、『最高だ』とまで言われては、照れくさくて涙も引っ込む。

　真っ赤な顔で社長に抱かれる私を見た悠馬さんは、焦った顔をして引き剥がしにかかった。しかし、ユキ丸くんも他の社員たちも集まってきて、前後左右、押し潰されそうなほどに抱きしめられる状況になっている。

「おい親父、俺の女に抱きつくな！　他のヤツも、男は朱梨に触らないでくれ！」

　歓声を上げて喜び、大盛り上がりの二十人ほどの集団。その中で、悠馬さんだけが不機嫌そうに声を荒らげていた。




　それから三十分ほどが経ち、無料配布を告知していた百個の冷凍コロッケはあっという間になくなった。

　イベント終了後の広場では、小売店の従業員の手によって、ステージや椅子の撤去作業が続いている。

　邪魔にならないようにと、巨大クリスマスツリーの後ろに戻った私の隣には悠馬さん。それと……望月さんも一緒にいる。

　敗者となった望月さんに、お嬢様的な笑顔で「おめでとう」と言われ、私は返事に困っていた。

「ありがとうございます。えーと……」

「気を使わなくていいわよ。同情されたくないの。遠慮なく喜んでくれたほうが気分がいいわ」

　私なんかに同情されると、彼女のプライドが傷つくのかもしれない。

　それに納得しても、敗者の前で無邪気に喜べるほど、私は子供ではなかった。

　悠馬さんのことは、負けたら諦めると約束してくれていたから、彼女の失恋はこれで決定的だ。恋心にピリオドを打たねばならないことを自分の身に置き換えて考えてしまい、心を痛めていた。

　無理やりコロッケ勝負に持ち込まれたときには、『勝って、悠馬さんのことは諦めてと言ってやるんだから』と攻撃的なことを思っていたはずなのに、おかしいな……。

　気を使うなと言われても、かける言葉の見つからない私に代わり、悠馬さんが口を開いた。

「望月、約束は守ってくれるよね？」

「ええ。安心して、もうあなたを求めたりしないわ」

「ありがとう。大槻先生に話したことはどうするんだ？」

「どうもしないわよ。そのうちに婚約発表するだけ。悠馬じゃない、他の誰かとね」

　笑みを浮かべて事もなげに言ってみせた彼女だけど、不本意であることは伝わってきた。

　急いで結婚しなければならない事情があるのかな。それは望月フーズのお嬢様であることと関係しているの？　

　好きでもない人と結婚しなければならないなんて、かわいそう。相手が悠馬さんじゃなかったら、望月さんの恋を全力で応援してあげたのに……。

　同情心から、私の目に涙が浮かぶ。すると彼女にあからさまに睨まれた。

「そういうのはやめてって言っているでしょう」

「ご、ごめんなさい」

　叱られると、反射的に肩をすくめて謝ってしまう。

　すると今度は、「謝るのもやめて」と注意された。

「はい。じゃあ、ありがとう？　残念でした？　それとも、望月さんならきっと最高に素敵な人が見つかります……かな？　あ、最高に素敵と言っても、悠馬さんの次にってことですけど」

　正解が分からなくて思いついた言葉を口にしていたら、彼女がプッと吹き出して笑ってくれた。

　それは、今までに見たことのない彼女の笑い方。

　望月さんもこんなふうに、素直で明るい笑い声を上げられるのだと、意表を突かれた。

　すぐに笑いを収めて、また上品な作り笑顔に戻る彼女だったが、私に対する視線には、これまでにない好意的なものを感じていた。

「悠馬の気持ちが分かった気がするわ。男に生まれていたなら、きっと私も朱梨さんを選びたくなる」

「え、どうしてですか!?」

「思慮が足りないというか、感じるままに生きているのが素敵だわ。裏表がないからあなたの言葉は信じられる。反応も素直で分かりやすくて、あなたはきっと誰に対してもそうなんでしょうね。純粋な分、危うくて、騙されないように守ってあげたくなるもの」

　それは……褒め言葉？　半分ほどは言葉に棘を感じたけれど、彼女と喧嘩したいわけではないので、褒められたと捉えて喜んでおこうと思う。

「ありがとうございます」と笑顔を向ける私に彼女は頷き、それから背を向けた。

　コツコツとパンプスのヒールを鳴らして歩き出す。しかし二歩進んだところで足を止めて肩越しに振り向くと、クスリと笑ってこんな言葉を残した。

「朱梨さんの言う通り、私に悠馬は無理みたい。私は彼と同じ側の人間なの。縛られるより縛りたい」

　そ、そうですか……。

　颯爽と歩き出した彼女を見送って、その美しい後ろ姿が見えなくなると、隣に立つ悠馬さんの顔を見上げた。

「私、思ったんですけど」

「ん？」

「初めから悠馬さんの変態的嗜好を話していたら、勝負しなくてもよかったんじゃないかって」

『縛られるより縛りたい』と彼女は言った。もし望月さんが悠馬さんと交際したら、どっちが縛るかで喧嘩になりそう。

　その情報をあらかじめ教えていたら、彼のことはもっと早めに諦めてくれていたかもしれないと考えていた。

「変態的嗜好……そうかもね」

　私の推測に苦笑いする悠馬さん。

　肩を抱き寄せられ、その手が私の頭に移動する。宥めるようにポンポンと叩かれてから、優しく撫でられ、「お疲れ様」と労をねぎらってもらえた。

　彼の肩にもたれるようにしてそのぬくもりに浸りつつ、考えの中に沈む。

　ということは、今後またライバルが現れるようなことがあれば、教えてあげればいいってことよね。悠馬さんの性癖を。いや、ライバルが現れてからじゃ、ひと騒動あって大変かもしれないし、予防的な意味で前もって周知しておくほうが……。

「悠馬さん、会社に着いたら、みんなに言っておきますね」

「なにを？」

「もちろん悠馬さんのことです。縛るのが好きな人だってことを。そうすればライバルはいなくなりますよね」

　名案だと思って言った言葉に、私の頭を撫でる手がピタリと止まる。

「それは、やめてくれ……」

　店内に流れる軽快なクリスマスソングに似合わない、掠れたような声。いつも嬉々として私を縛る彼なのに、人に知られるのは恥ずかしいみたい。

「朱梨、聞いてる？　頼むからやめてね」

　顔を覗き込むようにして念押しする悠馬さんの焦りがおかしくて、私は頷きながら、「はい、分かりました」と笑って答えた。




　冷凍コロッケ勝負に勝利した日から五日が過ぎた。

　高級ブランドのフェミニンなワンピースを着た私は今、タワーホテルのスイートルームにいる。

　こんな値段の高い部屋に宿泊するのは初めてで、ベッドルームがふたつもあることや、ジャグジー付きのバスルームや大理石の広い洗面台に驚く。

　広々としたリビングの天井からはシャンデリアが吊るされ、それよりもまばゆい東京の夜景が窓から一望できた。

「朱梨、座って」と悠馬さんに促されて腰を下ろした三人掛けのソファは、西洋のお城に置いてありそうな格調高いデザインで、もう動きたくなくなるような抜群の座り心地に感心するばかりだった。

　これがスイートルーム。なんという贅沢な作りなの……。

　悠馬さんは、先ほどホテルの従業員が運んでくれたシャンパンを開けて、ふたつのフルートグラスに注いでいるところ。淡い琥こ珀はく色の液体がシュワシュワと音を立てるグラスのひとつを私に渡してくれて、隣に腰かけるとグラスを合わせた。

「乾杯」

「今日二度目の乾杯ですね」と笑顔を向ければ、彼は瞳を甘く輝かせて私の肩に腕を回す。

「レストランでの乾杯は、望月との対決に勝利したお祝いに。今の乾杯は……」

　なぜか今乾杯した意味を教えてくれず、彼はフッと柔らかく微笑むだけ。

　私は首をかしげつつも、きっとクリスマスに乾杯という意味だろうと推測し、言葉の続きを催促しなかった。

　今日は十二月二十三日土曜日で、明日はクリスマスイブ。コロッケ勝負の勝利と少し早めのクリスマス、両方を祝う意味で、彼はスイートルームを予約してくれたのだろう。

　この部屋に入る前には、同じホテル内にある高級フレンチレストランで、フルコースを食べさせてもらった。今日の私は贅沢の限りを尽くしている。

　庶民感覚から抜け出せない私としては、正直普通の部屋でも充分に楽しめるのに……という気持ちもあるけど、悠馬さんはお金持ちだし、お祝いだから、今夜は感謝してセレブ気分に浸ろうと思う。

　甘口のシャンパンをゆっくりと味わいながら、ふたりでコロッケ勝負を振り返る。

「あのときの悠馬さん、本気で怒ってましたよね」

　私が望月さんに言いくるめられて契約書にサインして帰ったら、彼は呆れはしたけど最初は許してくれていた。契約違反のペナルティーは記されていなかったし、無視すればいいと思える状況だったから。

　そんな悠馬さんが本気で怒ったのは、その後にかかってきた社長からの電話が原因。コロッケ勝負をやらざるを得ない状況にさせられて、逃げ道を失ってしまったのだ。

「怒ってごめんね」と彼は、ばつの悪そうな顔を見せる。

「朱梨に対してというより、状況を変えられない自分に対しての怒りのほうが強かったんだけどな」

「そうだったんですか」

　あの後しばらく気まずくて、このまま私たちの関係が終わってしまうのではないかと怯えていた。

　それを感じないように『勝てばいいのよ』と自分に言い聞かせ、必死にレシピ開発に取り組む日々。その結果倒れてしまった私を助けてくれたのは、やっぱり悠馬さん。

　本当は心配してくれていたと知って、あのときは嬉しかった……。

　土壇場でレシピを変えたいと言い出したときも、味方してくれたのは悠馬さんで、結局彼はいつも私を助けてくれる。

　ＧＰＳを持たせたり報告メールを義務づけたり、私を束縛して支配しようとする彼だけど、その支配欲、独占欲の裏側には愛情と優しさがあるから、困ることはあっても決して嫌じゃない。

　悠馬さんは、私なんかにはもったいないほどの最高の恋人だと思っている。

　できれば、この恋がずっと続いて、いつか実を結ぶ日が来るといいのに……。

　頭にふと浮かんだ〝結婚〟のふた文字に、思わず顔が熱くなる。だけどグラスに四分の一ほど入っているシャンパンをグイッと飲み干すことで、その言葉を消そうとした。

　今が幸せなんだから、焦らなくてもいいじゃない。年が明けて少しすれば、交際期間は一年になる。それでも、まだたった一年だ。

　悠馬さんの口から『結婚』という言葉は出たことがないし、催促するようなことを言ってはいけない。

　首を横に振って別のことを考えようとしていたら、「どうした？」と問いかけられる。

「な、なんでもないです」

　慌ててごまかそうとしたけれど、それがかえって彼に疑問を抱かせてしまったようだ。空になったグラスを取り上げられ、テーブルの上に戻される。

「ダメだよ。言って。なに考えてた？　またひとりで勝手に突っ走ろうとしてるの？」

　真顔の悠馬さんが、責めるようにじっと私の目の奥を覗き込む。

　ひとりで勝手に突っ走る……それが彼の心配みたい。確かに私は、ときどき暴走してしまう。悠馬さんの言うことを聞いて、いい子にしていようと思うのに、どうしてなのか……。

　だから今までの行いを振り返ると怪しまれても仕方ないが、本当に今は、勝手になにかを始めようと企んではいなかった。

『結婚』という言葉は出せないけど、話をはぐらかすこともできそうになく、言葉を選んで正直な気持ちを伝える。

「悠馬さんのことが大好きだと思っていたんです。望月さんと勝負をしてみて、どれだけ大切な人か、痛感しました。絶対に失いたくない。ずっとずっと一緒にいたいと思っています」

「朱梨……」

　彼の口元に嬉しそうな笑みが広がる。涼しげな切れ長二重の瞳は少し潤んでいて、感動しているような雰囲気だ。

　それを見て私も嬉しくなり、彼の手を取って両手で握りしめ、満面の笑みを向ける。そして、さらに喜ばせようと、私にとっては最上級の愛の言葉を口にした。

「悠馬さんが誰よりも、なによりも大好きです。コロッケよりも大好きだって、勝負の後に気づきました！」

「そうか……ん？　ちょっと待て。それって、今までの俺は、コロッケ以下だったということ？」

　それまで嬉しそうだった彼の顔がしかめられ、鋭い視線を向けられてしまう。

　私はなにか言葉を間違えたかな？　毎日のようにコロッケを食べて育ち、今は冷凍コロッケ開発に情熱を燃やす私にとっては、これ以上ないほどの愛の告白なのに……。

　叱られそうな予感に首をすくめて、「あの、たまらなく好きってことなんですけど」とボソボソと言い訳すれば、眉間の皺は解いてもらえた。

「まぁ、いいか」と溜め息交じりに流されて、それから彼は立ち上がり、ドアに向けて歩き出す。

「どこに行くんですか？」

「どこも行かないよ。ジャケットに用があるだけ」

　ステンドグラス風の丸い色ガラスをはめ込んだ白いドア。その向こうはバスルームに繋がる廊下があり、その先は玄関となっている。

　レストランで着用していた悠馬さんのジャケットは、コートと一緒に玄関横のクローゼットに私がかけた。

　ジャケットに用があるということは、ポケットに入れていたなにかを取りに行ったということだろうか。

　すぐに戻ってきた彼は背中になにかを隠しているような格好で、ソファに座ると私に「手を出して」と指示した。

　言われた通りに差し出した手の平にのせられたのは、白い指輪ケース。

　これはもしや、クリスマスプレゼント？

　目を合わせると彼は優しく微笑み、頷いてくれた。

　六月の誕生日にはダイヤのネックレスをくれた彼。クリスマスには指輪をくれるんだ……。

　ドキドキと胸を高鳴らせてそっと蓋を開けると、プラチナのリングに輝くのは大粒ダイヤ。それを囲うように小粒のダイヤが周囲を飾り、花のような素敵なデザインだった。

　私は感想を言うこともできずに、目を丸くして驚くばかり。

　これ、絶対に高いよね。誕生日のネックレスどころの騒ぎじゃない。宝石の値段なんてさっぱり分からないけど、大粒小粒合わせて十個もダイヤがついているし、蓋の内側には有名ブランドのロゴが上品に刺し繍しゅうされている。

　いったいゼロがいくつ連なるのか……。

　悠馬さんがお金持ちの御曹司であることはよく知っていても、毎年の恒例行事ともいえるクリスマスにこんな高価なものをもらっていいのかと、庶民の私は恐れおののく。

「もらってもいいんですか？」

「もちろん。朱梨のために作らせたデザインだよ」

「オーダーメイド!?　あ、ありがとうございます……。こんなにすごいクリスマスプレゼントは初めてで、手が震えます……」

　すぐに指にはめてみようという、はしゃいだ気持ちになれないほどに、胸にジーンと迫りくる。

　ケースごと角度を変えて、指輪の輝きをうっとりと堪能していたら、「分かってないのか……」という呟きが隣から聞こえてきた。

「え？」と聞き返すも、「なんでもない。気にするな」と不愉快そうな悠馬さん。

　そんな言い方をされたら、気になるに決まっている。指輪ケースの蓋を閉じてテーブルに置き、彼の話をしっかりと聞こうとして、体ごと右を向いた。

　すると指輪ケースにチラリと視線を流した彼に、なぜか深い溜め息をつかれてしまう。

「悠馬さん、ちゃんと言ってください。また私、なにかしました？」

「そうだね……なにかしたね。俺はいつも朱梨に振り回されっ放し。今日はひと言ふた言、言わせてもらおうか」

　真顔で見据えられ、逃げられないように手首まで掴まれては不安になる。

　今まで楽しい雰囲気だったのに、まさかの説教タイム？　せっかくのスイートルームでのお祝いなのに、できれば家に帰ってからにしてもらえないかな……。

　そんな願いもむなしく、彼からお叱りの言葉を頂戴する。

「朱梨と交際を始めてから約一年。気の休まる暇がない。コロッケ勝負もそうだけど、それより前は〝いい女計画〟だったか？　アレも。いつも勝手なことをしてくれて、心配させられる」

「す、すみません」

「昨日だってそうだ。急きゅう遽きょ、帰りに二班の男たちと祝勝会に行くとメールが送られてきて、どれだけ心配したか。電話をかけても気づかないしな」

　そのときの不愉快さを思い出したかのように、眉間に皺を刻む悠馬さん。

「あの、男性だけじゃなく泉さんも……い、いえ、なんでもないです。ごめんなさい」

　二班の男性たちをまだ警戒しているような彼だけど、私は恋愛対象に見られていないのに。悠馬さんが激しい独占欲を日々チラつかせているから、手を出そうと思うはずがないでしょう。

　反論すればその話が余計に長くなりそうなので、口には出さなかった。

　背筋を伸ばして両手は膝の上に。『はい』『すみません』を繰り返して、殊勝な態度を見せていると、悠馬さんは説教タイムを終わりに向かわせてくれた。

　私の頭に大きな手がのせられ、少し強めに撫でられる。

「これからは、俺を振り回さないと約束してくれる？」

「はい。約束します」

「じゃあ、契約書を交わそう。これにサインして」

　悠馬さんは背中に隠していた四つ折りの用紙を取り出し、広げてテーブルにのせた。

　そのサイズはＡ３ほどで、茶色の枠組みの中に、悠馬さんの名前と住所、生年月日が既に記入されている。

　その隣の枠を指差す彼は、「ここに書いて」と私にペンを握らせ、「早く」と急かす。

　言われるがままにサインする私。しかし、ペンを持つ手は名字を書いたところで止まってしまった。

「早く書いて」と、語気を強めて促す彼。

「で、でも、悠馬さん、これって……」

　急かされたためにすぐには気づかなかったが、どう見ても【婚姻届】と書かれている。私が記入して押印し、証人欄に誰かふたりの署名捺印をもらえば、私たちが夫婦となれる重要な書類だ。

　どういうこと……？

　続きが書けずに、半開きの口で悠馬さんを見つめる。

　すると彼が手の平を私の頬に当て、親指の腹でそっと優しく撫でた。

「まだ早いと思ってる？　俺は交際を始めた日からずっと、朱梨との結婚を望んでいたよ。誰にも渡す気はない」

「悠馬さん……」

「戸惑わせているなら、もう少し待ってもいいけど、なるべく早く妻にしたい。心配なんだ。朱梨はいつも勝手なことをするから。コントロールするには結婚が最良の手段だと思うんだけど……嫌？」

　私の気持ちを探るように目の奥を覗き込む彼。嫌かと聞くということは、断られる可能性も少しは感じているように思える。

　嫌なわけがない。短い交際期間を考えて、口に出さないようにしていただけで、私のほうこそプロポーズを待ち焦がれていたのに。

　驚きの波が引くと、心の中には喜びがあふれて目が潤む。

「嬉しいです。こんな私が、悠馬さんのお嫁さんになれるなんて……」

　優しく微笑む彼は「よかった」と頷いてから、私がテーブルに置いてしまった白いケースに手を伸ばし、指輪を取り出す。そして、左手の薬指に通してくれた。

　そっか。これ、クリスマスプレゼントじゃなくて婚約指輪だったのね。どうりで大粒小粒、驚くほどに煌きらびやかなダイヤで飾られているわけだ。

　やっと過ちに気づいて謝ろうとしたけど、「早く記入してね」と催促される。

「はい。今すぐ書きます！」

　喜び勇んでペンを握り直し、必要欄に記入を終え、婚姻届を悠馬さんに渡した。

　すると、急に彼の口の端が、なにかを企んでいるようにニヤリと吊り上がる。

「これを提出すれば、朱梨のすべては俺のもの。これからの生活が楽しみだね。たっぷりの愛情で縛りつけてあげるから、覚悟して」

　それって、束縛宣言!?　今でも充分すぎるほどに約束事が多いのに、これ以上なにを義務づけられるの？　あまり多いと、生活するのが大変なんですけど……。

　約束事項を増やされそうな予感に冷や汗をかく思いだが、決して嫌なわけではない。束縛されることで、彼の深い愛情を感じさせてもらえるから。

　戸惑ったのは一瞬だけで、すぐに心は大きな喜びの中に戻される。

『束縛してもいいですよ』という意味で、「縛ってください」と口にしたら、悠馬さんは意表を突かれたような顔をした。そうして二度、目を瞬かせた彼は、その後にフッと柔らかく微笑み、涼しげなふたつの瞳に急に色を灯す。

　ソファに仰向けに押し倒されて、彼が私にのり上がり、唇が重なった。

　ゆっくりと私を溶かすような深く濃密なキスは、ほのかにシャンパンの味。とろりと甘い大人のキスに酔わされて、体の芯が疼うずいてくる。

　大きな手がスカートに潜り込み、ストッキングの上から太ももに触れて撫で始めた。

　強弱をつけ、弧を描くように触れる巧みな指先。たちまち私の鼓動は振り切れそうなほどに高鳴り、ゾクゾクと肌が粟立って身み悶もだえしてしまう。

　合わせた唇の隙間にたまらず甘く呻いたら……唇が離され、熱を帯びて潤む瞳に見下ろされた。

　視線を絡めたまま、濡ぬれた唇を親指の腹で拭う彼は、男の色気を全身に纏わせて、艶めいた声で囁く。

「お望み通り、縛ってあげるよ。ベルトがいい？　それともバスローブの紐ひも？」

「え……」

『縛ってください』と言ったのは私だけど、そういう直接的な意味じゃなくて、生活全般のことについて言っただけで……。

　言い訳する前に抱き起こされて、そのまま抱え上げられた。

　慌てて彼の首に両腕を回してしがみつけば、「今日の朱梨は積極的だね」と、笑いを含んだ楽しそうな声で言われる。

「ベッドに行こう。今夜はどんなふうに縛ろうかな。激しくしてもいい？」

　これからされることを想像し、真っ赤な顔で胸をときめかせる私は、「はい」と迷いなく頷いていた。

　私を抱き上げてくれるこの腕は、たくましくて頼りがいがあり、そして誰よりも私に優しいと知っている。

　私が縛られたいと思うのは、悠馬さんにだけ。また勝手なことをしないように、これからもあなたの強い愛情で縛りつけて――。
















特別書き下ろし番外編










誰より甘い旦那様




　悠馬さんのプロポーズから五カ月ほどが過ぎていた。

　相変わらずコロッケを作り続ける日々を送ってはいるが、変化したこともある。

　開発室の自分の席でデスクワーク中の私に、新作コロッケを持ってきてくれたのは、班長の三上さん。

「副社長夫人、試食をどうぞ」

　小皿の上には、こんがりと揚がった俵形のコロッケがふたつ。

　それを頬張りつつ、「そんな呼び方されたら、とろけちゃいます」と照れ笑いしたら、他の班員からも「よ、副社長夫人！」とからかわれ、私は赤い顔で身悶えした。

　私はもう北 朱梨ではなく、雪平朱梨。プロポーズの後、悠馬さんに急かされるようにお互いの両親に挨拶を済ませ、年をまたがぬうちに入籍となった。

　結婚式はこれからで、六月中旬に式場を予約している。一企業の御曹司である彼の結婚となると、規模が大きくなるため、式だけはすぐにとはいかないのだ。




　冷やかされながら平和に働き、終業時間を迎えた。

　脱いだ割烹着をショルダーバッグにしまい、悠馬さんに仕事終わりの報告メールを送る。

　すると、すぐに返ってきたメッセージには、【悪い。俺はまだ上がれそうにない。土曜にしよう】と書かれていた。

　今日はこれからウェディングドレスの試着に行く予定でいた。ブライダルサロンの有名店にドレスをオーダーしていて、本縫いの仕上がりの連絡を昨日もらったからだ。

　私が試着についてきてほしかったわけではなく、一緒に行くと彼が言い出したのだが、やはり平日は無理だったみたい。

　土曜にしようという提案に、少し考えて返事をする。

【土曜は一緒に。今日は私ひとりで行きます。早く着てみたくてウズウズしているので】

　入籍済みとはいえ、乙女の憧れのウェディングドレスには新鮮な喜びを覚える。

　土曜まではあと三日もあり、待てないという私の気持ちをしぶしぶ受け入れてくれた彼は、ひとりで行く許可を出してくれた。




　タクシーで行くように指示されたが、庶民感覚から抜け出せない私は、電車を乗り継いでブライダルサロンまでやってきた。前回は仮縫いのときに訪れていて、約一カ月ぶりの訪問となる。

　それでも私の顔を覚えてくれていた女性店員が、「雪平様、お待ちしておりました」と上品な笑顔で迎えてくれた。

　早速フィッティングルームに通されると、マネキンに着せられた私のウェディングドレスに目を見張った。

　後ろの裾が長いロングトレーンのドレスは、光沢と張りのあるミカドシルクで作られ、清楚な気品を感じる。大人っぽい雰囲気の中に私らしさもということで、腰の辺りに愛らしい大きなリボンがつけられていた。それは悠馬さんの提案だ。

　素敵……。

　世界でひとつ、私だけのために縫い上げられた純白のドレスに感激して、目が潤む。

　そんな私の反応に店員は嬉しそうに微笑んで、マネキンからドレスを脱がすと「着てください」と促した。

　ブライダルインナーを身につけてから、ドレスにそっと袖を通す。

　仮縫いのときにも胸を高鳴らせたけれど、完成品を身に纏うのは、それ以上。喜びと興奮、幸福感に包まれ、やっぱり土曜まで待ってこの感動を悠馬さんと共有すべきだったかと、仕事中の彼を思っていた。

　しかし、彼と一緒に来なくてよかったと、すぐに思い直すことになる。

　背中のファスナーを上げていた店員が、「あら、なぜかしら」と戸惑っていた。

「どうしたんですか？」

　感動を中断させて顔だけ振り向くと、困り顔の店員に衝撃の事実を告げられる。

「ファスナーが途中までしか上がらないんです。あの、失礼ですが……お太りになりました？」

「ええっ!?」

　急いでファイルを持ってきて、仮縫い時のデータを確認した店員は、一度ドレスを脱がせると、巻尺で私のウエストやバストサイズを採寸した。

「ウエストがプラス三センチで、バストが二センチ……」

　サイズの変化を知らされてショックを受けつつ、ここひと月ほどの食生活を振り返る。

　仕事上のコロッケの試食は今まで通りで、毎日の食事メニューも変わらないが、飲み会が三回あったのがいけなかったのかも。それらはすべて地元の友達との飲み会で、結婚式に招待しているというのに、前祝いとして居酒屋でご馳走してくれたのだ。

　さらに、友達と飲みに行った翌日には、必ず悠馬さんが高級レストランに連れていってくれた。『俺のほうがおいしいものを食べさせてあげられるよ』と、女友達にも嫉妬し始めた彼に甘えて、贅沢三昧をさせてもらった。

　そのツケが、ここに現れている。

　なんて、恥ずかしい……。太ってドレスの縫い直しなんて、絶対に悠馬さんに知られたくない。今日は一緒に来なくてよかった。

「雪平様、そんなお顔をされなくても大丈夫ですよ。このくらいでしたら、調整できる縫い代を確保してありますので、すぐにお直しいたします」

　慰めるような女性店員の提案に、私は「いいえ！」と語気を強めて断った。

「このサイズのままでいいです。結婚式まで半月ほどあるから、絶対に痩せてみせます！」

　かくして、悠馬さんに内緒の二度目のダイエットを決意した私。ＧＰＳを持たされているのでフィットネスクラブには通えないし、自宅でなにができるのかと考えを巡らせていた。




　それから三日後の土曜日。

　今日は悠馬さんと一緒にブライダルサロンに行く話をしていたが、ドレスが入らないことを知られるわけにいかず、こんな嘘をついていた。

『ウエストが少しだけ緩いので、直してもらってるんです。二週間かかると言われたから、悠馬さんが私のドレス姿を見るのは式の当日になります』

『そうか』とアッサリと騙されてくれた彼は、『土曜は家でゆっくりしよう』と言ってくれた。

　十時頃に起きてきた彼とダイニングテーブルに向かい合い、遅い朝食をとる。

「朱梨は食べないの？」と問われたのは、彼の前にしか食事を並べていないから。

　私の前にはバナナとヨーグルトをミキサーにかけたジュースのみで、「もう食べました」と嘘をついた。

「悠馬さんが起きてくるのを待てなくて、ごめんなさい」

「いや、いいよ。そんな気遣いはいらない。腹が空くのは健康な証拠。どんどん食べればいい」

『どんどん食べられない状況にいるんです』と心の中で反論して、作り笑顔で頷く。

　バナナジュースのグラスを持つ手が微かに震えていて、それは嘘をついていることへの罪悪感からではなく、椅子から腰を浮かせているせいだった。

　悠馬さんがいるときには、あからさまな運動ができないので、こうしてこっそりと空気椅子に励んでいる。

　彼が「ん？」と、私のグラスに視線を止める。「どうした？」と聞くのは、ジュースの表面が小刻みに振動しているせいだろう。

　空気椅子に気づかれないように慌ててジュースを一気に飲み干し、グラスから手を離して「なにがですか？」ととぼけてみせた。

　怪訝そうにする彼だけど、それは問い詰めるほどの疑問にならなかったようで、「いや、なんでもない」と気にするのをやめてくれた。クロワッサンをちぎって食べ、胡椒を効かせたベーコンエッグをフォークで口に運ぶ。

　朝食に意識を戻した彼にホッとした後、私はゴクリと喉を鳴らした。

　おいしそう……。

　朝は洋食を好む悠馬さんのためのメニューでも、ベーコンエッグに醤油をかければ私好みの和風な朝食となる。

　炊きたてのご飯に、その目玉焼きをのせて食べたい。半熟の黄身がとろりと流れ出し、ご飯に染み込む様子を想像すると、お腹がグウと鳴ってしまった。

　焦ってお腹を押さえた私を彼はクスリと笑い、フォークに刺したベーコンを私の口元に持ってくる。

　その誘惑に負けそうになって口を開きかけたが、すんでのところで歯を食いしばって我慢した。

「私は先に食べたと言ったじゃないですか。食べすぎてドレスが入らなくなったら困……あ、えーと……」

　うっかり知られたくない方向の話を自らしてしまい、内心慌てていたが、悠馬さんは気づかずに笑ってフォークを引っ込めてくれた。

「そうだね。ドレスがはち切れそうな花嫁姿にするわけにいかないから、やめておくか」

　冗談めかして笑う彼に合わせ、私も「アハハ」と笑ってみせる。でも、心中穏やかでいられない。『あの新婦、ドレスがピチピチで破れそうじゃない？』と揶や揄ゆされる式当日の自分を想像し、そんな花嫁では彼に恥をかかせてしまうと青ざめていた。




　悠馬さんが朝食を終えると、ソファ前のローテーブル上で彼のスマホが鳴り響く。

　キッチンで密かに足踏みしつつ、洗い物を始めた私は、誰からだろうと電話を気にした。

　すると、ソファの横に立って通話に出た彼が、突然英語で話し始めたから驚いた。

　外国人のお友達!?

「ＨＡＨＡＨＡ」と笑い声までイングリッシュで、流りゅう暢ちょうに話す彼に尊敬の眼差しを向ける。英語力は中学生レベルの私なので、いつも眩しい彼がさらに輝いて見えていた。

　手についた泡を流して割烹着で適当に拭うと、通話を終えた彼に駆け寄った。

「悠馬さん、格好いいです！　外国人にお友達がいるんですね！」

　興奮する私に彼は目を瞬かせ、それからクスリと笑って私の頭をポンポンと叩いた。

「友人じゃなくて仕事関係の知り合いだよ。俺と同じ歳の女性で、メイ・クイーンという名の――」

「えっ、メークイン!?」

　カレーやシチューなど、煮込み料理に向いているジャガイモの品種、メークイン。

　思わずスーツ姿で仕事をするジャガイモを想像したが、吹き出して笑う彼に「名はメイ、姓がクイーンだよ」と教えてもらった。

　私の旧姓がキタアカリなのと似たようなものかと納得した後は、『同じ歳の女性』という言葉に胸騒ぎを覚えた。

「あの、その方は美人ですか？　望月さんみたいに悠馬さんのことを、ええと、その……」

　彼を狙っていたらどうしようと不安に思う。

　すると彼は私の顎をすくい、優しいキスをくれた。

「安心して、彼女は既婚者だから。パートナーと一緒にオーストラリアで食品加工会社を経営している。昨日来日して、急だけど少し時間を作ってほしいと言うから、これから会ってくるよ」

　既婚者という説明と愛情を感じるキスに、不安はすぐに解消される。

「行ってらっしゃい」と笑顔を向けて、その後にハッと気づいた。

　悠馬さんが出かけるということは、ダイエットチャンス。これで思う存分運動ができると張り切って、ほくそ笑んでいたら、彼の眉間に皺が寄せられた。

「どうして嬉しそうなの？　俺のいない間に、なにかしでかそうと企んでる？」

「そ、そんなこと考えてません！」と慌てて表情を引きしめて、「喜んだのは悠馬さんがキスしてくれたからですよ」とごまかす。

「ふーん」という返事からは納得していない様子が窺えたけど、約束の時間があるので彼は出かける支度を始めた。

　危なかった。ボロを出さないように気をつけないと……。




　悠馬さんがスーツに着替えて出かけた後、私は密かに購入したサウナスーツを下着の上に着て、縄跳びを持った。

　他には水の入ったペットボトルとスマホを持ち、家を出る。向かった先は、このマンションの屋上だ。

　そこは住人共有の多目的広場となっていて、バーベキューを楽しんだり、運動したりする人を見かける。私もダイエットを決意してから、悠馬さんの目を盗み、ときどきここで縄跳びをしていた。

　ここなら、今から帰ると彼から連絡があればすぐに自宅に戻れるし、ＧＰＳの位置も変わらない。フィットネスクラブに通っていたときのような嘘をつかなくて済むので、後ろめたさを感じずに心置きなく運動ができるのだ。

　広々とした屋上の奥の方では、ふた組の住人たちがバーベキューを楽しんでいた。それで私は、ドアに程近い場所で縄跳びを始める。

　地味だけど、縄跳びは効果的な有酸素運動。きっと挙式までに余分な贅肉は消えてくれるはず。

　五月の日差しは優しく、風は涼しくて心地よい。

　サウナスーツを着込んでも汗は滲む程度で、マイペースに縄跳びを続けていたら、「ヘイ、ガール」と声をかけられた。

　にこやかに近づいてきたのは、バーベキューを楽しむグループの中にいた男性外国人。初めて見る顔なので、きっとここの住人の友人なのだろう。明るい茶色の瞳と髪をして、鼻の付け根にそばかすを散らした青年だった。

　私は悠馬さんと違って英会話ができない。縄を止め、緊張しながら「アイ、ドントスピーク、イングリッシュ」と中一レベルの英語で答えれば、彼は「大丈夫。日本語ＯＫね」と笑った。

　日本語で話せるのなら身構える必要はないので、私も笑顔を向ける。

「なんですか？」

「ジャンプロープ、両足はダメよ。貸してクダサイ。見て、こうね」

　どうやら彼は、私の跳び方が気になって教えに来てくれたようだ。両足を揃えて子供のような跳び方をしていた私に対し、彼は足踏みをしながら器用にリズミカルに縄を跳ぶ。

　テレビで見た減量中のボクサーのような上手な跳び方に、私は拍手をして彼を褒めた。

「やってみて。ええと……」

「雪平朱梨です」

「朱梨ちゃん、かわいいね。ハイスクールスチューデント？」

　いくら童顔でも女子高生には見えないでしょうと苦笑いして、年齢の話題はごまかした。それから「僕はボブね」と言う彼の真似をして、縄の跳び方を変えようと試みる。

　しかし、一回も跳べずに縄を引っかけて転びそうになり、リズム感がないことを思い出した。

　エアロビクスもそうだったけど、縄跳びも下手みたい。ただ足を交互に動かして跳ぶだけなのに、どうしてこんなに難しいの……。

　出来の悪い私に呆れることなく、ボブは側で熱心に教えてくれる。だけどその指導は徐々に厳しさを増し、私は必死になった。

「朱梨、チガウ！　どうして言った通りにやらない。こうじゃアリマセン。こう、ワカル？」

「はい、ボブ先生！」

「ワンツー、ワンツー」という彼のかけ声に合わせて、足踏みしながら縄を回す。

　少し様になってきたかと思われたのも束の間、縄を足首に引っかけた後に、なぜかクルクルと回るように転んだ私は、身動きの取れない状態になる。両手は背中に。足を揃えて体をピンと伸ばした姿勢で縄が全身に絡みつき、まるで拘束された人質のようだ。

「オーマイガ……」

　ボブは呆れたように呟いてから、うつ伏せに転がる私の縄をほどきにかかる。

「朱梨にはジャンプロープ危ないね。ジョギングがベターよ」

「そうですね……」

　とうとう教えることを諦めた様子の彼に、私も納得して運動神経のなさを恥じた。なにをやってもダメだと思った直後に、「あんっ！」と甘い声を上げてしまう。

　ボブが縄を引っ張るから、胸や股間に食い込んで……。

「朱梨、ゴメン！　僕はセクハラしてないです。許してクダサイ」

　もちろん、ほどいてくれているだけなのは分かっている。

　変な声を出したことに耳まで顔を赤くして、気にしないように言おうとした、まさにそのとき。鉄の扉が軋んで開き、「なにをしているんだ？」と問う、怒りに満ちた低い声が聞こえた。

　まだ縄はほどけていないので、顔だけ上げてドアの方に向き、瞬時に青ざめた。

「ゆ、悠馬さん……」

　革靴の足音をコツコツと響かせて歩み寄った彼は、私の横で足を止めた。

　これは、人生最大のピンチかもしれない……。

「なぜ俺の妻を縛っているんだ？」とボブに問いかけた彼。

「ツマ？　オー、奥さん。ハイスクールスチューデントじゃなかったデスカ」とボブは笑っているから、きっと悠馬さんも笑顔でいるのだと思う。

　しかし、それは作り笑顔であり、相当な怒りを精一杯抑えている状態であることは、私にだけは伝わっている。

　マズイ、このままではふたりが喧嘩になるかもしれない。嫉妬を大爆発させた彼に、私も厳しく叱られてしまいそう……。

　今すぐにできる応急処置は、一刻も早くボブを私から遠ざけることだ。嫉妬心を煽るようなこの状況を、悠馬さんに見せ続けてはいけない。

　そう判断した私は体を捻るようにして仰向けに体勢を変え、叫ぶように言った。

「ボブ、逃げて！」

「ホワイ？」

「悠馬さんを怒らせると大変なの！　縛られて監禁されて、二度と青空の下を歩かせてもらえないかも。早く逃げて！」

　ボブがいつまでもここにいると、大変な目に遭うのよ。私が。

　その思いで言った言葉に、ボブは血相を変えた。

「ジャパニーズマフィア……？」と呟いた後は、立ち上がって走り出す。バーベキュー中の仲間の方に戻るのではなく、屋上のドアを開けて一目散に逃げ去った。

　ボブがいなくなれば、私の推測通り、悠馬さんの怒りの程度はいくらか下がったみたい。

　隣に片膝をつくその顔は、怒りと呆れが半々といったところで、ようやく私は事情を説明する。

　運動しようと縄跳びを始めたら、下手くそな私にボブが親切心から教えてくれたのだということを。こんな格好をしているのは、間抜けな転び方をした私のせいだということも話した。

「そうか」と納得してくれた悠馬さんだけど、まだ眉間の皺は解けない。

「それで、俺に秘密のダイエットを懲りずに始めた理由は？」と問われて、ギクリとした。目を泳がせ、「ダイエットというほどじゃなくて、ちょっと運動を……」とごまかそうとしたけど……。

「ウェディングドレスが入らなかったの？　俺に知られたくないと思ったんだろ」

「……はい」

　言い当てられて、赤面する。悠馬さんにだけは知られたくなかったのに、私には嘘をつく才能がないようだ。

　依然、寝転がったままで、モジモジと恥じらっていると、ゴクリと唾を飲む音が聞こえた気がした。視線を彼に戻したら……。

　怒りと呆れの消え去った顔には、代わりにベッドの上で見せるような男の色気が滲んでいた。

　恍こう惚こつとした瞳に見下ろされ、私は目を瞬かせる。

　もしかして、縄が絡まった私に欲情しているの……？

　彼が縄に人差し指をかけて軽く引っ張ると、それは刺激的に肌に食い込み、また甘い声を上げてしまった。

　直後に横抱きに抱え上げられて、私は慌てる。

「悠馬さん、先に縄をほどいてください！」

「ほどくよ。寝室のベッドの上で。服を脱がせてから、もっと美しく縛り直そう」

「な、縄跳びで？」

「そう。これも縄跳びダイエットだね。早く言ってくれたら協力したのに。激しい運動は、ベッドの上でもできるよ」

　跳ばない縄跳びダイエットを提案した彼に、ドキドキと胸が高鳴る。

　悠馬さんの影響で、変態の泉に足首まで浸している私は、縄跳びダイエットにはまったらどうしようと危ぶんでいた。『縄跳び、一本で足りるかな？』と考えているということは、既に腰くらいまで浸っているのかもしれないけれど……。




　初夏の眩しい日差しに緑が輝く、六月の中旬。

　都内の格式高いホテルにて、私たちの結婚式がこれから執り行われる。

　ホテルの敷地内には白亜のチャペルが建っていて、その建物内の花嫁控え室にてウェディングドレスに袖を通した私は、ホッと胸を撫で下ろしていた。

「入ってよかった……」

　悠馬さんの協力に感謝しつつ、プロの手によって美しくヘアメイクが施されていく様を鏡越しに見つめていた。

　同じ白い服でも、いつもの割烹着姿の自分とは別人のよう。口を開かなければ上品な淑女にも見えて、清らかな喜びに包まれていた。

　準備が終わってしばらくすると、「お時間です」と介かい添ぞえの女性に促され、控え室を出る。

　白大理石の長い廊下を進み、礼拝堂の扉の前に着いたら、礼服姿の父が待っていて、花嫁姿の私に早速目を潤ませていた。

「あの朱梨がなぁ……。コロッケを頬張って笑ってた朱梨が、いつの間にかこんなに大きくなっちまって……」

　父の脳裏に浮かぶ幼少期の私とは、幸せそうにコロッケにかぶりつく姿みたい。

　それは成長した今も変わらないのに、と苦笑いしたら、両開きの重厚な扉が開かれた。

　厳かなパイプオルガンの音色に、こっちに振り向いて私を見守る大勢の参列者たち。バージンロードの先には、私を待ち受ける愛しい彼の姿が……。

　ライトグレーの燕えん尾び服ふくを華麗に着こなす彼の姿に、鼓動がどんどん加速していく。いつでも格好いい彼だけど、今日は一段と素敵で、惚れ直さずにはいられなかった。

　涙にむせぶ父と腕を組んで、バージンロードを一歩一歩、ゆっくりと進む。悠馬さんの元までたどり着くと、父から手を離して差し出された彼の手を取った。

　ベール越しに視線が合い、私は胸をときめかせる。

　それに対して彼は微かに口の端を吊り上げていて、私を引き寄せた際に一瞬だけ舌先を覗かせ、下唇を舐めたのを目撃してしまった。

　戸惑いながら並んで説教台に向かい、昨夜の眠る前の会話を思い出す。

『朱梨のドレス姿が楽しみだよ』と言った彼に、私は照れくささをごまかしたくて、話を微妙に逸らした。

『オーダーメイドの高級ドレスなのに、一度着ただけで終わっちゃうのはもったいないですよね』

　すると彼は『何度でも着ればいいよ』とおかしなことを言った。

　何度も結婚式を挙げようという意味ではないだろうしと疑問に思ったけど、キスに遮られて聞けずじまい。

　その意味を今、彼の舌舐めずりを見たことによって理解していた。

　悠馬さんはきっと、こう思っているはず。

　ウェディングドレスを着た私を縛りたい、と……。

　高級ドレスなのに縄が擦れて破けたらどうしようと心配していたら、彼に小声で「おい」と呼びかけられた。

「え？」

「早く誓いの言葉を言って」

「は、はい！　縛られてもいいと誓います！」

　あ……しまった。

　縛られる自分を妄想していたせいで、余計な言葉を付け足してしまった。

　列席者の間から、ドッと笑いが起きる。

　ベールの中で赤面して慌てつつ、チラリと横目で悠馬さんを見れば、彼も恥ずかしそうに頬を染めていた。

　彼の変態的嗜好は他言禁止と言われていたのに、うっかり誓いの言葉に混ぜてしまい、申し訳ない……。

　隣で「まぁ、いいか」と溜め息交じりの声がして、両肩を掴まれ、体の向きを変えられる。

　向かい合わせになって指輪の交換をした後は、ベールを上げられ、唇が重なって……。

　優しげに微笑んでいるということは、お咎めなしということよね？

　叱られずに済みそうなことにホッとしつつも、本心では悠馬さんが怒っても怖くないとも思っていた。

　だって、彼は誰よりも私を甘やかす。結局のところ、なんでも許してくれる優しい旦那様だから――。





ＥＮＤ












あとがき




　この作品をお手に取ってくださった皆様に、深く感謝申し上げます。

　本作は小説サイト『ベリーズカフェ』にてタイトルありきで書き始めた物語です。

　また、ヒーロー設定は、束縛と独占欲の甚だしいヤンデレ要素のある男性としていました。

　ヤンデレと言いましても、ベリーズ文庫らしいハイスペックな素敵な男性という枠からははみ出させず、怖い話にもできないため、このような明るいラブコメとなりました。悠馬と交際するのは、なかなか大変そうですが、束縛されて喜ぶ朱梨に笑ってお読みいただけたなら、幸いに思います。

　書き下ろし番外編では、『メイ・クイーン』という名前をチラリと出しました。実は小説サイトにお寄せいただいた感想に、続編があるならその名を使ってくださいというユニークなご意見がありまして、なるほど！と使用させてもらいました。

　読者様の生の感想にはいつも励まされます。作品を読んでコロッケが無性に食べたくなったというご感想もいくつかいただきまして、ほっこりとさせてもらいました。

　私も執筆中に冷凍コロッケを買って、普段は見ないパッケージの原材料を確認しながら食べました。最近の冷凍食品はどれも本当においしいです。この物語は百パーセント空想なので、実際はどのように開発しているのか見学に行きたくなりました。

　コロッケの販促を狙ったわけではありませんが、文庫をお読みくださった皆様に対しましても、トキメキと食欲を刺激することができたなら……と願っております。




　最後に、今作の編集を担当してくださった福島様、ヨダ様、編集長の倉持様、アドバイスとご指導の数々に感謝いたします。文庫化にご尽力くださった多くの関係者様にも、厚くお礼申し上げます。

　カバーイラストを描いてくださったｙｏｓ様、朱梨はかわいらしく悠馬は素敵で、感謝でいっぱいです。

　そして、この文庫をお買い求めくださった皆様、サイトでの公開中に温かい感想をお寄せくださった読者様、本当にありがとうございました。

　いつの日にか、またベリーズ文庫で皆様にお目にかかれますように……。





藍あい里さとまめ
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